
(57)【要約】

複数の粒状物質含有液体検体を各容器中で個別に処理す

るための自動式の装置および方法。容器は、処理経路に

沿って順次搬送され、少なくとも予備処理装置（たとえ

ば混合ヘッド）に対して呈示され、その後、 検体取得

ヘッドに対して呈示される。検体取得ヘッドは、その後

の分析検査または評価に備えて、検体取得ヘッドに対し

て呈示される容器から、予め混合しておいた粒状物質含

有液体を採取する。各装置は、各装置に容器が呈示され

るのに応答して作動し、各装置それぞれの操作を独立し

て実施する。システムの一例には、容器の搭載および取

り出しを行うステーション、容器のキャップを取り外し

て廃棄するステーション、検体の混合を行うステーショ

ン、フィルターを装填するステーション、検体を取得す

る(たとえば、吸引してからスライドに押圧転写するこ

とにより)ステーション、フィルターを廃棄するステー

ション、および容器を再封止するステーションを、この

順番で含みうる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 粒 状 物 質 含 有 液 体 検 体 を 各 容 器 中 で 個 別 に 処 理 す る た め の 自 動 式 の 方 法 で あ っ て 、
容 器 を 処 理 経 路 に 沿 っ て 順 次 搬 送 し て 、 混 合 ヘ ッ ド 、 つ い で 検 体 取 得 ヘ ッ ド に 対 し て 容 器
を 呈 示 す る 工 程 で あ っ て 、 混 合 ヘ ッ ド は 、 呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 中 で 検 体 を 混 合 す る よ う
適 用 さ れ 、 か つ 検 体 取 得 ヘ ッ ド は 、 呈 示 さ れ た 容 器 か ら 、 予 め 混 合 し て お い た 粒 状 物 質 含
有 液 体 を 吸 引 し 、 吸 引 さ れ た 液 体 を そ れ ぞ れ の フ ィ ル タ ー の 通 過 さ せ て 、 フ ィ ル タ ー 表 面
上 に 粒 状 物 質 の 試 料 を 捕 集 す る よ う 適 用 さ れ る 、 工 程 、
容 器 が 混 合 ヘ ッ ド に 対 し て 呈 示 さ れ る の に 応 答 し て 混 合 ヘ ッ ド を 作 動 さ せ て 、 混 合 操 作 を
個 別 に 実 施 す る 工 程 、 お よ び
容 器 が 検 体 取 得 ヘ ッ ド に 対 し て 呈 示 さ れ る の に 応 答 し て 検 体 取 得 ヘ ッ ド を 作 動 さ せ て 、 吸
引 操 作 を 個 別 に 実 施 す る 工 程
を 含 む 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
混 合 ヘ ッ ド が 、 混 合 ヘ ッ ド に 対 し て 呈 示 さ れ た 検 体 に 特 有 の プ ロ ト コ ー ル に し た が っ て 作
動 し 、 か つ 検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド に 対 し て 呈 示 さ れ た 検 体 に 特 有 の プ ロ ト コ
ー ル に し た が っ て 作 動 す る 、 請 求 項 1記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
吸 引 し た 液 体 が 通 過 し た 各 フ ィ ル タ ー を 、 処 理 経 路 に 近 接 し て 位 置 す る 各 ス ラ イ ド に 順 次
押 し つ け て 粒 状 物 質 試 料 を ス ラ イ ド に 転 写 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 1ま た は 2記 載 の
自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド に 呈 示 さ れ る 各 容 器 に 入 っ た 検 体 を 混 合 す る よ う 適 用
さ れ 、 こ の 方 法 が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド を 作 動 さ せ て 、 吸 引 操 作 の 直 前 に 検 体 を 混 合 す る 工 程
を 含 む 、 請 求 項 1ま た は 2記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 混 合 ヘ ッ ド よ り も ゆ っ く り と 検 体 を 混 合 す る 、 請 求 項 4記 載 の 自 動 式
の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
吸 引 し た 液 体 が 通 過 し た 各 フ ィ ル タ ー を 、 処 理 経 路 に 近 接 し て 位 置 す る 各 ス ラ イ ド 順 次 押
し つ け て 粒 状 物 質 試 料 を ス ラ イ ド に 転 写 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 5記 載 の 自 動 式 の
方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
複 数 の 粒 状 物 質 含 有 液 体 検 体 を そ れ ぞ れ の 容 器 中 で 個 別 に 処 理 す る た め の 自 動 式 の 方 法 で
あ っ て 、 各 容 器 が 容 器 中 に 混 合 手 段 を 有 し 、 こ の 混 合 手 段 が 、 上 側 の 、 フ ィ ル タ ー を 格 納
す る 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー と 、 こ こ か ら 懸 垂 し 、 分 離 チ ャ ン バ ー に 連 通 し て い る 吸 引 チ
ュ ー ブ と を 有 し て お り 、 上 記 方 法 が 、
同 時 に 別 の 検 体 を 操 作 し う る よ う 間 隔 を お い て そ れ ぞ れ 配 置 さ れ た 複 数 の 操 作 ヘ ッ ド に 、
容 器 を 処 理 経 路 に 沿 っ て 順 次 搬 送 す る 工 程 と 、
各 操 作 ヘ ッ ド を 、 各 ヘ ッ ド へ の 容 器 の 呈 示 に 応 答 し て 作 動 さ せ て 、 各 操 作 ヘ ッ ド の 操 作 を
独 立 に 実 行 す る 過 程 と を 含 み 、
こ こ で 上 記 の 複 数 の 操 作 ヘ ッ ド に は 、
呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 中 の 混 合 手 段 に 係 合 し て 混 合 手 段 を 動 か し 、 容 器 中 の 検 体 を 混 合 す
る よ う 適 用 さ れ た 混 合 ヘ ッ ド と 、
混 合 ヘ ッ ド の 下 流 に 設 け ら れ 、 フ ィ ル タ ー マ ガ ジ ン を 有 す る フ ィ ル タ ー 搭 載 ヘ ッ ド で あ っ
て 、 呈 示 さ れ る 任 意 の 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー に フ ィ ル タ ー を 供 給 す る よ う 適 用 さ れ た フ
ィ ル タ ー 搭 載 ヘ ッ ド と 、
フ ィ ル タ ー 搭 載 ヘ ッ ド の 下 流 に 設 け ら れ た 検 体 取 得 ヘ ッ ド で あ っ て 、 呈 示 さ れ る 粒 状 物 質
分 離 チ ャ ン バ ー を 封 止 し て 陰 圧 を か け る こ と に よ り 、 あ ら か じ め 混 合 し て お い た 粒 状 物 質
含 有 液 を 容 器 か ら 吸 引 し 、 分 離 チ ャ ン バ ー 内 の フ ィ ル タ ー を 通 過 さ せ て 、 フ ィ ル タ ー 表 面
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上 に 粒 状 物 質 の 試 料 を 捕 集 す る 検 体 取 得 ヘ ッ ド と が 含 ま れ る 、 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
混 合 ヘ ッ ド が 、 混 合 ヘ ッ ド に 対 し て 呈 示 さ れ た 検 体 に 特 有 の プ ロ ト コ ー ル に し た が っ て 作
動 し 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド に 対 し て 呈 示 さ れ た 検 体 に 特 有 の プ ロ ト コ ー ル
に し た が っ て 作 動 す る 、 請 求 項 7記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
吸 引 し た 液 体 が 通 過 し た 各 フ ィ ル タ ー を 、 処 理 経 路 に 近 接 し て 位 置 す る 各 ス ラ イ ド に 順 次
押 し つ け て 粒 状 物 質 試 料 を ス ラ イ ド に 転 写 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 7ま た は 8記 載 の
自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
フ ィ ル タ ー 搭 載 ヘ ッ ド の フ ィ ル タ ー マ ガ ジ ン が 、 少 な く と も 2種 の フ ィ ル タ ー を 格 納 す る
よ う 適 用 さ れ 、 か つ 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー に 供 給 さ れ る フ ィ ル タ ー の 種 類 が 、 呈 示 さ れ
た 検 体 に 特 異 的 な 情 報 に 応 じ て 決 定 さ れ る 、 請 求 項 7記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド に 呈 示 さ れ る 各 容 器 に 入 っ た 検 体 を 混 合 す る よ う 適 用
さ れ 、 こ の 方 法 が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド を 作 動 さ せ て 、 吸 引 操 作 の 直 前 に 検 体 を 混 合 す る 工 程
を 含 む 、 請 求 項 7、 8、 ま た は 10記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 混 合 ヘ ッ ド よ り も ゆ っ く り と 検 体 を 混 合 す る 、 請 求 項 11記 載 の 自 動 式
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
吸 引 し た 液 体 が 通 過 し た 各 フ ィ ル タ ー を 、 処 理 経 路 に 近 接 し て 位 置 す る 各 ス ラ イ ド に 順 次
押 し つ け て 粒 状 物 質 試 料 を ス ラ イ ド に 転 写 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 12記 載 の 自 動 式
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
各 容 器 は 、 取 り 外 し 可 能 な カ バ ー を 有 し 、 そ し て カ バ ー が 所 定 位 置 に 装 着 さ れ た 状 態 で 処
理 経 路 に 搭 載 さ れ 、 か つ 複 数 の 操 作 ヘ ッ ド に は 、 処 理 経 路 上 の 混 合 ヘ ッ ド の 上 流 に 設 け ら
れ た キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド が さ ら に 含 ま れ 、 こ の キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド は 、 呈 示 さ れ る 容
器 の カ バ ー を 把 持 し て 取 り 外 す よ う 適 用 さ れ て い る 、 請 求 項 7、 8、 ま た は 10記 載 の 自 動 式
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
複 数 の 操 作 ヘ ッ ド が 容 器 キ ャ ッ プ 再 装 着 ヘ ッ ド を さ ら に 含 み 、 こ の 容 器 キ ャ ッ プ 再 装 着 ヘ
ッ ド は 、 処 理 経 路 上 の 検 体 取 得 ヘ ッ ド の 下 流 に 設 け ら れ 、 呈 示 さ れ る キ ャ ッ プ の 外 さ れ た
容 器 に 対 し て 封 止 キ ャ ッ プ を 取 付 け る よ う 適 用 さ れ て い る 、 請 求 項 14記 載 の 自 動 式 の 方 法
。
【 請 求 項 １ ６ 】
処 理 が 行 わ れ て キ ャ ッ プ が 再 装 着 さ れ た 容 器 を 処 理 経 路 か ら 取 り 出 し 、 処 理 後 の キ ャ ッ プ
再 装 着 容 器 が そ れ ま で 搭 載 さ れ て い た 、 処 理 経 路 上 の 空 と な っ た 位 置 に 、 未 処 理 の 検 体 容
器 を 搭 載 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 15記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
容 器 の 取 り 出 し お よ び 搭 載 を 、 処 理 経 路 に 沿 っ た 全 容 器 の 動 き を 止 め て い る 間 に 行 う 、 請
求 項 16記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
複 数 の 粒 状 物 質 含 有 液 体 検 体 を そ れ ぞ れ の 容 器 中 で 個 別 に 処 理 す る た め の 自 動 式 装 置 で あ
っ て 、
容 器 を 支 持 し 、 処 理 経 路 に 沿 っ て 順 次 前 進 さ せ る 、 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 複 数 の 容 器 支
持 手 段 を 有 す る コ ン ベ ヤ 、
処 理 経 路 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 コ ン ベ ヤ に よ っ て 呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 に 入 っ た 検 体 を 混 合
す る 混 合 ヘ ッ ド 、
処 理 経 路 に 沿 っ て 混 合 ヘ ッ ド の 下 流 に 配 置 さ れ 、 コ ン ベ ヤ に よ っ て 呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器
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か ら 、 予 め 混 合 し て お い た 粒 状 物 質 含 有 液 体 を 吸 引 し 、 吸 引 さ れ た 液 体 を そ れ ぞ れ の フ ィ
ル タ ー へ 通 過 さ せ る 検 体 取 得 ヘ ッ ド 、 な ら び に
混 合 ヘ ッ ド の 操 作 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド の 操 作 、 お よ び コ ン ベ ヤ の 動 き を 支 配 す る コ ン ト ロ ー
ラ で あ っ て 、 混 合 ヘ ッ ド に 対 す る 容 器 の 呈 示 に 応 答 し て 、 混 合 ヘ ッ ド に 、 呈 示 さ れ る 容 器
中 の 検 体 の 混 合 を 個 別 に 行 わ せ 、 ま た 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド に 対 す る 容 器 の 呈 示 に 応 答 し て 、
検 体 取 得 ヘ ッ ド に 、 呈 示 さ れ る 容 器 か ら 、 予 め 混 合 し て お い た 粒 状 物 質 含 有 液 体 の 吸 引 を
行 わ せ る コ ン ト ロ ー ラ
を 備 え る 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 、 混 合 ヘ ッ ド が 、 混 合 ヘ ッ ド に 対 し て 呈 示 さ れ た 検 体 に 特 有 の プ ロ
ト コ ー ル に し た が っ て 作 動 し 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド に 対 し て 呈 示 さ れ た 検
体 に 特 有 の プ ロ ト コ ー ル に し た が っ て 作 動 す る 、 請 求 項 18記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
検 体 取 得 ヘ ッ ド の 近 傍 に ス ラ イ ド 呈 示 ス テ ー シ ョ ン を さ ら に 備 え て お り 、 こ の ス ラ イ ド 呈
示 ス テ ー シ ョ ン で は 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド が 処 理 経 路 に 対 し て 可 動 で あ り 、 か つ 検 体 取 得 ヘ ッ
ド は 、 液 体 検 体 の 吸 引 後 に 、 分 離 チ ャ ン バ ー か ら フ ィ ル タ ー を 取 得 し て 取 り 除 き 、 ス ラ イ
ド に フ ィ ル タ ー を 押 し つ け て 粒 状 物 質 試 料 を ス ラ イ ド に 転 写 す る よ う 適 用 さ れ 、 そ し て コ
ン ト ロ ー ラ が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド に よ っ て フ ィ ル タ ー が 取 り 除 か れ た 後 に コ ン ベ ヤ ー を 前 進
さ せ る 、 請 求 項 18ま た は 19記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド に 呈 示 さ れ る 各 容 器 に 入 っ た 検 体 を 混 合 す る よ う 適 用
さ れ 、 コ ン ト ロ ー ラ が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド を 作 動 さ せ て 、 吸 引 操 作 の 直 前 に 検 体 を 混 合 す る
、 請 求 項 18ま た は 19記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 混 合 ヘ ッ ド よ り も ゆ っ く り と 検 体 を 混 合 す る 、 請 求 項 21記 載 の 自 動 式
装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
複 数 の 粒 状 物 質 含 有 液 体 検 体 を そ れ ぞ れ の 容 器 中 で 個 別 に 処 理 す る た め の 自 動 式 装 置 で あ
っ て 、 各 容 器 が 容 器 中 に 撹 拌 手 段 を 有 し 、 こ の 撹 拌 手 段 が 、 上 側 の 、 フ ィ ル タ ー を 格 納 す
る 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー と 、 こ こ か ら 懸 垂 し 、 分 離 チ ャ ン バ ー と 連 通 し て い る 吸 引 チ ュ
ー ブ と を 有 し て お り 、 装 置 が 、
容 器 を 支 持 し 、 処 理 経 路 に 沿 っ て 順 次 前 進 さ せ る 、 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 複 数 の 容 器 支
持 手 段 を 有 し た コ ン ベ ヤ と 、
処 理 経 路 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 複 数 の 操 作 ヘ ッ ド で あ っ て 、 一 つ の 容 器 支 持 手 段 が 操 作 ヘ ッ
ド の 一 つ に 位 置 し て い る と き に は 、 他 の 容 器 支 持 手 段 は そ れ ぞ れ 他 の 操 作 ヘ ッ ド に 位 置 し
て い る た め 、 別 の 検 体 を 同 時 に そ れ ぞ れ 操 作 す る こ と が で き る 複 数 の 操 作 ヘ ッ ド と 、
混 合 ヘ ッ ド の 操 作 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド の 操 作 、 お よ び コ ン ベ ヤ の 動 き を 支 配 す る コ ン ト ロ ー
ラ で あ っ て 、 混 合 ヘ ッ ド に 対 す る 容 器 の 呈 示 に 応 答 し て 、 混 合 ヘ ッ ド に 、 呈 示 さ れ る 容 器
中 の 検 体 の 混 合 を 個 別 に 行 わ せ 、 か つ 検 体 取 得 ヘ ッ ド に 対 す る 容 器 の 呈 示 に 応 答 し て 、 検
体 取 得 ヘ ッ ド に 、 呈 示 さ れ る 容 器 か ら 、 予 め 混 合 し て お い た 粒 状 物 質 含 有 液 体 の 吸 引 を 行
わ せ る コ ン ト ロ ー ラ と を 備 え 、
こ こ で 上 記 の 複 数 の 操 作 ヘ ッ ド に は 、
呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 中 の 撹 拌 手 段 に 係 合 し て 撹 拌 手 段 を 動 か し 、 容 器 中 の 検 体 を 撹 拌 す
る よ う 適 用 さ れ た 回 転 可 能 な 把 持 手 段 を 有 す る 撹 拌 ヘ ッ ド と 、
撹 拌 ヘ ッ ド の 下 流 に 設 け ら れ 、 フ ィ ル タ ー マ ガ ジ ン を 有 す る フ ィ ル タ ー 搭 載 ヘ ッ ド で あ っ
て 、 呈 示 さ れ る 任 意 の 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー に フ ィ ル タ ー を 供 給 す る よ う 適 用 さ れ た フ
ィ ル タ ー 搭 載 ヘ ッ ド と 、
フ ィ ル タ ー 搭 載 ヘ ッ ド の 下 流 に 設 け ら れ た 検 体 取 得 ヘ ッ ド で あ っ て 、 呈 示 さ れ る 粒 状 物 質
分 離 チ ャ ン バ ー を 封 止 し て 陰 圧 を か け る こ と に よ り 、 あ ら か じ め 撹 拌 し て お い た 粒 状 物 質
含 有 液 を 容 器 か ら 吸 引 し 、 分 離 チ ャ ン バ ー 内 の フ ィ ル タ ー を 通 過 さ せ て 、 フ ィ ル タ ー 表 面
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上 に 粒 状 物 質 の 試 料 を 捕 集 す る 検 体 取 得 ヘ ッ ド と が 含 ま れ る 、 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 、 撹 拌 ヘ ッ ド が 、 撹 拌 ヘ ッ ド に 対 し て 呈 示 さ れ た 検 体 に 特 有 の 撹 拌
プ ロ ト コ ー ル に し た が っ て 作 動 し 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド に 対 し て 呈 示 さ れ
た 検 体 に 特 有 の 吸 引 プ ロ ト コ ー ル に し た が っ て 作 動 す る 、 請 求 項 23記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
フ ィ ル タ ー 搭 載 ヘ ッ ド の フ ィ ル タ ー マ ガ ジ ン が 、 少 な く と も 2種 の フ ィ ル タ ー を 格 納 す る
よ う 適 用 さ れ 、 コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 、 少 な く と も 2種 の 該 フ ィ ル タ ー の う ち の 1種 が 、 呈
示 さ れ た 検 体 に 特 異 的 な 情 報 に 応 じ て 供 給 さ れ る 、 請 求 項 24記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 呈 示 さ れ た 任 意 の 容 器 に 入 っ た 検 体 を 混 合 す る よ う 適 用 さ れ 、 コ ン ト
ロ ー ラ が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド を 作 動 さ せ て 、 吸 引 操 作 の 直 前 に 検 体 を 混 合 さ せ る 、 請 求 項 23
、 24、 ま た は 25記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
検 体 取 得 ヘ ッ ド が 、 混 合 ヘ ッ ド よ り も ゆ っ く り と 検 体 を 混 合 す る 、 請 求 項 26記 載 の 自 動 式
装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
検 体 取 得 ヘ ッ ド の 近 傍 に ス ラ イ ド 呈 示 ス テ ー シ ョ ン を さ ら に 備 え て お り 、 こ の ス ラ イ ド 呈
示 ス テ ー シ ョ ン で は 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド が 処 理 経 路 に 対 し て 可 動 で あ り 、 か つ 検 体 取 得 ヘ ッ
ド が 、 液 体 検 体 の 吸 引 後 に 、 分 離 チ ャ ン バ ー か ら フ ィ ル タ ー を 取 得 し て 取 り 除 き 、 ス ラ イ
ド に フ ィ ル タ ー を 押 し つ け て 粒 状 物 質 試 料 を ス ラ イ ド に 転 写 す る よ う 適 用 さ れ 、 そ し て コ
ン ト ロ ー ラ が 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド に よ っ て フ ィ ル タ ー が 取 り 除 か れ た 後 に コ ン ベ ヤ ー を 前 進
さ せ る 、 請 求 項 23記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
各 容 器 は 、 取 り 外 し 可 能 な カ バ ー を 有 し て お り 、 そ し て カ バ ー が 所 定 位 置 に 装 着 さ れ た 状
態 で コ ン ベ ヤ に 搭 載 さ れ 、 か つ 複 数 の 操 作 ヘ ッ ド に は 、 処 理 経 路 上 の 撹 拌 ヘ ッ ド の 上 流 に
設 け ら れ た キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド が さ ら に 含 ま れ 、 こ の キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド は 、 呈 示 さ
れ る 容 器 の カ バ ー を 把 持 し て 取 り 外 す よ う 適 用 さ れ た 把 持 手 段 を 有 し て い る 、 請 求 項 23、
24、 ま た は 25記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
複 数 の 操 作 ヘ ッ ド が 容 器 キ ャ ッ プ 再 装 着 ヘ ッ ド を さ ら に 含 み 、 こ の 容 器 キ ャ ッ プ 再 装 着 ヘ
ッ ド は 、 処 理 経 路 上 の 検 体 取 得 ヘ ッ ド の 下 流 に 設 け ら れ て お り 、 呈 示 さ れ る キ ャ ッ プ の 取
り 外 さ れ た 容 器 に 対 し て 封 止 キ ャ ッ プ を 取 付 け る よ う 適 用 さ れ て い る 、 請 求 項 29記 載 の 自
動 式 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
検 体 容 器 搭 載 お よ び 取 外 し ス テ ー シ ョ ン を さ ら に 含 み 、 こ の 検 体 容 器 搭 載 お よ び 取 外 し ス
テ ー シ ョ ン が 、 処 理 後 の キ ャ ッ プ 再 装 着 容 器 を 把 持 し て コ ン ベ ヤ 上 の 容 器 支 持 手 段 か ら 容
器 を 取 り 外 し 、 未 処 理 の 検 体 容 器 を 把 持 し て コ ン ベ ヤ 上 の 空 と な っ た 容 器 支 持 手 段 に 装 填
す る ピ ッ ク ＆ プ レ ー ス ・ ア ー ム を 備 え る 、 請 求 項 30記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 、 ピ ッ ク ＆ プ レ ー ス ・ ア ー ム は 、 キ ャ ッ プ を 再 装 着 し た 容 器 を コ ン
ベ ヤ 上 の 容 器 支 持 手 段 か ら 取 り 除 き 、 未 処 理 の 検 体 容 器 を 把 持 し て 、 コ ン ベ ヤ 上 の 同 一 の
容 器 支 持 手 段 へ と 装 填 を 行 い 、 こ の 間 、 コ ン ベ ヤ の 動 き は 止 め ら れ て い る 、 請 求 項 31記 載
の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
複 数 の 粒 状 物 質 含 有 液 体 検 体 を そ れ ぞ れ の 容 器 中 で 個 別 に 処 理 す る た め の 自 動 式 の 方 法 で
あ っ て 、 各 容 器 が 取 り 外 し 可 能 な カ バ ー を 有 し て お り 、 こ の 自 動 式 の 方 法 が 、
容 器 を 処 理 経 路 に 沿 っ て 順 次 搬 送 し て 、 同 時 に 別 の 検 体 を 操 作 し う る よ う 間 隔 を お い て そ
れ ぞ れ 配 置 さ れ た 複 数 の 操 作 ス テ ー シ ョ ン に 容 器 を 呈 示 す る 過 程 と 、
各 操 作 ス テ ー シ ョ ン を 、 各 操 作 ス テ ー シ ョ ン に 対 し て 容 器 が 呈 示 さ れ る の に 応 答 し て 作 動
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さ せ て 、 各 操 作 ス テ ー シ ョ ン の そ れ ぞ れ の 操 作 を 個 別 に 実 施 さ せ る
工 程 と を 含 み 、
こ こ で 上 記 の 複 数 の 操 作 ス テ ー シ ョ ン に は 、 順 番 に 、
呈 示 さ れ る 容 器 の カ バ ー を 取 り 外 す キ ャ ッ プ 取 外 し ス テ ー シ ョ ン と 、
呈 示 さ れ る 容 器 中 の 検 体 を 混 合 す る 混 合 ス テ ー シ ョ ン と 、
呈 示 さ れ る 容 器 頂 部 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー に 、 フ ィ ル タ ー を 搭 載
す る フ ィ ル タ ー 搭 載 ス テ ー シ ョ ン と 、
あ ら か じ め 撹 拌 し て お い た 粒 状 物 質 含 有 液 を 容 器 か ら 吸 引 し 、 分 離 チ ャ ン バ ー 内 の フ ィ ル
タ ー を 通 過 さ せ て 、 フ ィ ル タ ー 表 面 上 に 粒 状 物 質 の 試 料 を 捕 集 す る 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン
と が 含 ま れ る 、 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン の 下 流 に 、 呈 示 さ れ る 容 器 に キ ャ ッ プ を 再 装 着 す る 容 器 キ ャ ッ プ 再
装 着 ス テ ー シ ョ ン を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 33記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン が 、 粒 状 物 質 含 有 液 体 を 容 器 か ら 吸 引 す る 前 に 、 粒 状 物 質 含 有 液 体
の 再 混 合 を 行 う 、 請 求 項 33記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
処 理 経 路 お よ び 検 体 取 得 ヘ ッ ド の 近 傍 に ス ラ イ ド 呈 示 ス テ ー シ ョ ン が 位 置 し て お り 、 自 動
式 の 方 法 が 、 吸 引 さ れ た 液 体 が 通 過 し た 各 フ ィ ル タ ー を ス ラ イ ド に 順 次 押 し つ け て 粒 状 物
質 試 料 を ス ラ イ ド に 転 写 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 33ま た は 35記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン の 下 流 に 、 呈 示 さ れ る 容 器 に キ ャ ッ プ を 再 装 着 す る 容 器 キ ャ ッ プ 再
装 着 ス テ ー シ ョ ン を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 36記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
複 数 の 粒 状 物 質 含 有 液 体 検 体 を そ れ ぞ れ の 容 器 中 で 個 別 に 処 理 す る た め の 自 動 式 装 置 で あ
っ て 、 各 容 器 が 取 り 外 し 可 能 な カ バ ー を 有 し て お り 、 こ の 自 動 式 装 置 が 、
容 器 を 支 持 し 、 処 理 経 路 に 沿 っ て 順 次 前 進 さ せ る コ ン ベ ヤ と 、
処 理 経 路 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 複 数 の 操 作 ス テ ー シ ョ ン と 、
操 作 ス テ ー シ ョ ン と コ ン ベ ヤ の 動 き を 支 配 す る コ ン ト ロ ー ラ で あ っ て 、 各 操 作 ス テ ー シ ョ
ン に 対 す る 容 器 の 呈 示 に 応 答 し て 、 各 操 作 ヘ ッ ド に 、 呈 示 さ れ る 容 器 中 の 検 体 に 対 す る 操
作 を 個 別 に 行 わ せ る コ ン ト ロ ー ラ と を 備 え 、
こ こ で 上 記 の 各 操 作 ス テ ー シ ョ ン に は 、 順 番 に 、
呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 の カ バ ー を 把 持 し て 取 り 外 す よ う 適 用 さ れ た 把 持 手 段 を 有 す る キ ャ
ッ プ 取 外 し ス テ ー シ ョ ン と 、
呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 中 の 撹 拌 手 段 に 係 合 し て 回 転 さ せ る よ う 適 用 さ れ た 回 転 可 能 な 把 持
手 段 を 有 す る 撹 拌 ス テ ー シ ョ ン と 、
フ ィ ル タ ー マ ガ ジ ン と 、 呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 頂 部 に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 粒 状 物 質 分 離 チ
ャ ン バ ー に マ ガ ジ ン か ら フ ィ ル タ ー を 供 給 す る よ う 適 用 さ れ た 押 し 手 段 を 有 す る フ ィ ル タ
ー 搭 載 ス テ ー シ ョ ン と 、
呈 示 さ れ る 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー を 封 止 し 、 あ ら か じ め 撹 拌 し て お い た 粒 状 物 質 含 有 液
を 容 器 か ら 吸 引 し 、 分 離 チ ャ ン バ ー 内 の フ ィ ル タ ー を 通 過 さ せ て 、 フ ィ ル タ ー 表 面 上 に 粒
状 物 質 の 試 料 を 捕 集 す る 吸 引 ヘ ッ ド を 有 す る 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン と 、
呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 に 対 し て 封 止 キ ャ ッ プ を 取 付 け る 可 動 ヘ ッ ド を 有 す る 容 器 キ ャ ッ プ
再 装 着 ス テ ー シ ョ ン と が 含 ま れ る 、 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
容 器 か ら の 吸 引 を 行 う 前 に 粒 状 物 質 含 有 液 体 を 再 撹 拌 で き る よ う 、 吸 引 ヘ ッ ド が 回 転 可 能
で あ る 、 請 求 項 38記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
処 理 経 路 お よ び 検 体 取 得 ヘ ッ ド の 近 傍 に ス ラ イ ド 呈 示 ス テ ー シ ョ ン を さ ら に 備 え て お り 、
こ の ス ラ イ ド 呈 示 ス テ ー シ ョ ン で は 、 吸 引 ヘ ッ ド が 処 理 経 路 に 対 し て 可 動 で あ り 、 か つ 吸
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引 ヘ ッ ド は 、 液 体 検 体 の 吸 引 後 に 、 分 離 チ ャ ン バ ー か ら フ ィ ル タ ー を 取 得 し て 取 り 除 き 、
ス ラ イ ド に フ ィ ル タ ー を 押 し つ け て 粒 状 物 質 試 料 を ス ラ イ ド に 転 写 す る よ う 適 用 さ れ て い
る 、 請 求 項 38ま た は 39記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ４ １ 】
吸 引 ヘ ッ ド に よ る フ ィ ル タ ー の 除 去 後 に 、 コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て コ ン ベ ヤ が 前 進 す る 、 請
求 項 40記 載 の 自 動 式 装 置 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
複 数 の 流 体 状 生 体 物 質 検 体 を そ れ ぞ れ の 容 器 中 で 個 別 に 処 理 す る た め の 自 動 式 の 方 法 で あ
っ て 、
容 器 を 処 理 経 路 に 沿 っ て 順 次 搬 送 し て 、 容 器 を 予 備 処 理 装 置 、 つ い で 検 体 取 得 装 置 に 対 し
て 呈 示 す る 工 程 で あ っ て 、 予 備 処 理 装 置 は 、 呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 中 の 検 体 を 予 備 処 理 す
る よ う 適 用 さ れ 、 か つ 検 体 取 得 装 置 は 、 呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 か ら 、 そ の 後 の 分 析 検 査 ま
た は 評 価 に 備 え て 、 予 備 処 理 さ れ た 検 体 流 体 を 採 取 す る よ う 適 用 さ れ て い る 、 工 程 、
予 備 処 理 装 置 を 、 こ の 予 備 処 理 装 置 に 対 し て 容 器 が 呈 示 さ れ る の に 応 答 し て 作 動 さ せ て 、
予 備 処 理 操 作 を 個 別 に 実 施 さ せ る 工 程 、 お よ び
検 体 取 得 装 置 を 、 こ の 検 体 取 得 装 置 に 対 し て 容 器 が 呈 示 さ れ る の に 応 答 し て 作 動 さ せ て 、
流 体 取 り 出 し 操 作 を 個 別 に 実 施 さ せ る 工 程
を 含 む 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
予 備 処 理 装 置 が 、 検 体 流 体 の 粒 状 成 分 を 分 散 さ せ る 、 請 求 項 42記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
検 体 取 得 装 置 が 、 細 胞 診 断 用 試 料 を 捕 集 す る 、 請 求 項 43記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
検 体 取 得 装 置 が 、 採 取 し た 検 体 流 体 を 濾 過 す る 、 請 求 項 43記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
検 体 取 得 装 置 が 、 細 胞 診 断 用 試 料 を 捕 集 す る 、 請 求 項 45記 載 の 自 動 式 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
検 体 取 得 装 置 が 、 細 胞 診 断 用 試 料 を ス ラ イ ド 上 に 載 置 す る 、 請 求 項 46記 載 の 自 動 式 の 方 法
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
関 連 出 願 の 相 互 参 照
本 出 願 は 、 本 出 願 と 出 願 人 が 同 一 で あ る 2001年 10月 19日 に 出 願 さ れ た 米 国 仮 出 願 第 60/330
,092号 、 2002年 4月 15日 に 出 願 さ れ た 米 国 仮 出 願 第 60/372,080号 、 お よ び 2002年 4月 19日 に
出 願 さ れ た 米 国 仮 出 願 第 60/373,658号 に 対 し て 、 優 先 権 を 主 張 す る 。 こ れ ら の 出 願 は 、 参
照 と し て 本 出 願 に 組 み 入 れ ら れ る 。 本 出 願 は 、 本 出 願 と 出 願 人 が 同 一 で あ る 2002年 4月 15
日 に 出 願 さ れ た 米 国 非 仮 出 願 第 10/122,151号 に も 関 連 し て い る 。 こ れ ら の 出 願 も 、 参 照 と
し て 本 出 願 に 組 み 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
技 術 分 野
本 開 示 は 、 粒 状 物 を 含 む 液 体 、 た と え ば 生 物 学 的 流 体 で あ る 検 体 を 捕 集 、 処 理 す る 装 置 お
よ び 方 法 に 関 す る も の で あ り 、 粒 状 物 を 捕 集 し 、 顕 微 鏡 用 ス ラ イ ド あ る い は 他 の 表 面 に 、
観 察 に 適 し た （ た と え ば 、 細 胞 学 の プ ロ ト コ ー ル の 使 用 に 適 し た ） 検 体 由 来 の 粒 子 （ た と
え ば 細 胞 ） の 均 一 な 層 を 堆 積 さ せ る 工 程 を 含 む 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
背 景 技 術
診 断 細 胞 学 、 特 に 、 臨 床 病 理 分 野 に お い て 、 細 胞 を は じ め と す る 顕 微 鏡 観 察 の 対 象 物 の 検
査 結 果 に も と づ い て 、 細 胞 学 的 解 釈 お よ び 診 断 を 行 う 。 ス ク リ ー ニ ン グ 処 理 や 診 断 で ど の
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程 度 の 精 度 が 得 ら れ る か 、 ま た 解 釈 を 行 う の に 適 し た 試 料 を 検 体 か ら 調 製 し う る か 否 か は
、 適 切 な 検 体 お よ び 試 料 の 調 製 に か か っ て い る 。 こ の 点 で 理 想 的 な 試 料 は 、 細 胞 が 実 質 的
に 等 間 隔 に 並 ん だ 単 層 の 細 胞 で あ り 、 こ う し た 理 想 的 な 試 料 で あ れ ば 、 細 胞 技 術 者 、 細 胞
病 理 学 者 、 そ の 他 の 医 療 の 専 門 家 で あ れ ば 、 そ し て 細 胞 像 を よ り 明 瞭 な 画 像 で 見 る こ と が
で き る 自 動 ス ク リ ー ニ ン グ 装 置 お よ び 診 断 装 置 に よ っ て 、 異 常 を よ り 容 易 に 、 正 確 か つ 再
現 性 を も っ て 特 定 す る こ と が で き る 。 免 疫 細 胞 化 学 や 細 胞 画 像 解 析 の よ う な 新 し い 方 法 論
は 、 安 全 か つ 有 効 で 、 正 確 で 、 精 度 が 高 く 、 再 現 性 が あ っ て 、 安 価 で 、 効 率 が よ く 、 迅 速
か つ 手 軽 な 調 製 装 置 お よ び 調 製 方 法 を 必 要 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
試 料 の 細 胞 学 的 検 査 は 、 患 者 か ら 細 胞 の 試 料 を 含 む 検 体 を 採 取 す る と こ ろ か ら 始 ま り 、 こ
の 過 程 は 、 通 常 、 頚 部 の 検 体 の 場 合 の よ う に 特 定 領 域 の 掻 き 取 り 、 綿 棒 で の こ す り 取 り 、
ブ ラ シ で の 採 取 を 行 う こ と に よ っ て 、 ま た 、 体 液 の 採 取 、 た と え ば 、 胸 腔 部 、 膀 胱 、 脊 柱
か ら の 体 液 の 採 取 を 行 う こ と に よ っ て 、 さ ら に は 、 細 針 を 用 い た 吸 引 や 細 針 に よ る 生 検 を
行 う こ と に よ っ て 実 施 さ れ る 。 通 常 の 手 作 業 で の 細 胞 学 的 検 体 の 調 製 で は 、 採 取 し た 流 体
中 の 細 胞 を 観 察 す る た め に 、 直 接 、 ま た は 、 遠 心 分 離 に 基 づ く 処 理 に よ っ て ガ ラ ス 製 の 顕
微 鏡 用 ス ラ イ ド に 移 す 。 典 型 的 な 自 動 化 さ れ た 細 胞 学 的 検 体 の 調 製 で は 、 フ ィ ル タ ー 組 立
体 （ assembly） を 懸 濁 液 中 に 配 置 し 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 に よ っ て 、 細 胞 を フ ィ ル タ ー に 分
散 さ せ つ つ 捕 捉 す る 。 そ の 後 、 フ ィ ル タ ー を 取 り 外 し 、 顕 微 鏡 の ス ラ イ ド に 接 触 さ せ る 。
こ う し た 試 み の い ず れ に お い て も 、 試 料 調 製 プ ロ ト コ ー ル で の 制 限 要 因 と な っ て い る の は
、 固 形 物 を 、 そ の 固 形 物 を 担 持 し て い る 流 体 か ら 適 切 な か た ち で 分 離 す る 過 程 で あ り 、 固
形 物 を た や す く 、 か つ 効 率 的 に 捕 集 、 濃 縮 し て 、 顕 微 鏡 で の 検 査 に 使 用 し や す い 形 状 と す
る 過 程 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
現 在 、 細 胞 学 的 検 査 に 供 す る 生 物 学 的 検 体 は 、 特 別 の 容 器 を 使 用 す る こ と に よ っ て 採 取 さ
れ て い る 。 こ う し た 容 器 に は 、 大 抵 の 場 合 、 採 取 地 点 か ら 細 胞 学 的 診 断 を 行 う 検 査 施 設 ま
で の 搬 送 の 間 に 細 胞 学 的 検 体 を 保 存 す る た め に 、 保 存 剤 と 、 搬 送 用 溶 液 と が 入 っ て い る 。
ま た 、 体 腔 か ら 、 綿 棒 、 ス パ チ ュ ラ 、 ま た は ブ ラ シ を 使 用 し て 採 取 さ れ た 細 胞 学 的 検 体 の
場 合 も 、 細 胞 を ス ラ イ ド ま た は 膜 上 に 移 し て 染 色 ま た は 検 査 を 行 う ま で は 、 固 定 液 （ た と
え ば ア ル コ ー ル ま た は ア セ ト ン 固 定 液 ） の 入 っ た 特 別 の 容 器 中 で 保 存 さ れ る 。 検 体 容 器 と
し て は 、 液 体 ベ ー ス の 生 物 学 的 検 体 を 容 器 中 で 直 接 処 理 し て 、 容 器 自 体 に 付 随 し た 捕 集 部
位 （ 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー を 規 定 す る フ ィ ル タ ー ハ ウ ジ ン グ ） 上 に 実 質 的 に 均 一 な 細 胞
の 層 を 得 る こ と の で き る 容 器 が 公 知 で あ る 。 た と え ば 、 Raouf A. Guirguisの 米 国 特 許 第 5
,301,685号 、 米 国 特 許 第 5,471,994号 、 米 国 特 許 第 6,296,764号 、 お よ び 米 国 特 許 第 6,309,
362号 を 参 照 さ れ た い 。 な お 、 こ れ ら は 、 い ず れ も 、 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ れ ら の 特 許 で 開 示 さ れ た 濾 過 技 術 で は 、 確 か に 、 ス ラ イ ド 上 に 細 胞 の 単 層 を 得 る と い う
意 味 で は 、 か な り 良 い 結 果 が 実 現 さ れ て い る も の の 、 ま だ ま だ 改 善 の 余 地 が あ る 。 さ ら に
、 こ れ ら の 特 許 で 開 示 さ れ た 検 体 容 器 類 で は 、 特 別 な 形 状 の 穴 あ き カ バ ー と 、 こ の カ バ ー
用 の ア ダ プ タ ー が 必 要 と さ れ 、 こ の ア ダ プ タ ー は 、 フ ィ ル タ ー の ハ ウ ジ ン グ に 、 な ら び に
液 体 を 容 器 か ら 吸 引 し て フ ィ ル タ ー を 通 過 さ せ る た め に 使 用 す る 吸 引 装 置 （ た と え ば 、 シ
リ ン ジ ま た は 機 械 化 さ れ た 真 空 源 ） に 嵌 合 す る よ う 設 計 さ れ て い る 必 要 が あ る 。 さ ら に 、
フ ィ ル タ ー を 顕 微 鏡 用 ス ラ イ ド に 押 し つ け て 、 捕 集 さ れ た 細 胞 を ス ラ イ ド に 転 写 す る た め
に フ ィ ル タ ー を 取 り 出 す 際 に は 、 カ バ ー お よ び /ま た は カ バ ー に 付 随 す る ア ダ プ タ ー の フ
ィ ル タ ー と 協 調 す る 各 部 品 を 分 解 せ ね ば な ら な い 。 こ の 操 作 を 自 動 化 装 置 で 行 う 場 合 に は
、 こ う し た 分 解 を 行 う た め の 特 別 の 取 り 扱 い 装 置 が 必 要 と な る 。 装 置 が こ の よ う に 複 雑 で
あ る た め 、 実 際 の 細 胞 学 的 検 査 を 行 う 前 に 必 要 と さ れ る 処 理 の 時 間 、 材 料 、 お よ び 労 賃 が
か さ む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 般 に 、 こ れ ま で に 液 体 ベ ー ス の 検 体 を 処 理 す る た め に 開 発 さ れ て き た 自 動 化 装 置 で は 、
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癌 の ス ク リ ー ニ ン グ 、 他 の 細 胞 学 的 な 医 療 、 分 析 、 ス ク リ ー ニ ン グ 、 お よ び 診 断 の 手 順 に
お い て 現 在 、 そ し て 今 後 に わ た っ て 見 込 ま れ る 必 要 性 の 数 々 を 満 た す の に 十 分 な 一 貫 性 、
信 頼 性 、 迅 速 性 、 自 動 化 度 は 実 現 さ れ て い な い 。 本 明 細 書 で 開 示 す る バ イ ア ル を 基 本 と し
た 自 動 化 処 理 シ ス テ ム は 、 こ う し た 問 題 に つ い て 、 安 全 で 洗 練 さ れ た 有 効 な 解 決 方 法 を 提
供 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
発 明 の 概 要 開 示
本 明 細 書 に 開 示 す る 検 体 バ イ ア ル は 、 完 結 し た 処 理 用 組 立 体 、 典 型 的 に は 、 液 体 ベ ー ス の
検 体 を そ の 内 部 で 撹 拌 し 、 検 体 由 来 の 細 胞 を 均 一 な 細 胞 層 と し て そ の 上 に 捕 集 す る フ ィ ル
タ ー を 保 持 し た 処 理 用 組 立 体 を 収 納 し て い る 。 検 体 バ イ ア ル は 、 通 常 行 わ れ る よ う に 、 液
状 の 保 存 用 溶 液 を 予 め 梱 包 し 、 検 体 を 集 め る 目 的 で 医 療 現 場 に 送 付 さ れ る こ と を 想 定 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
処 理 用 組 立 体 は 、 単 純 で 、 安 価 で 、 脱 着 可 能 な 結 合 手 段 に よ っ て 、 バ イ ア ル の 簡 易 カ バ ー
に 結 合 さ せ て お く 。 そ の た め 、 医 療 現 場 （ 医 師 の 診 察 室 、 診 療 所 、 病 院 な ど ） で カ バ ー を
取 り 外 し て も 、 処 理 用 組 立 体 が カ バ ー か ら 外 れ な い の で 、 医 療 従 事 者 は 、 容 器 の 内 部 に 簡
単 に ア ク セ ス さ せ て 生 物 学 的 検 体 を バ イ ア ル に 入 れ る こ と が で き る 。 検 体 を バ イ ア ル に 入
れ た ら 、 カ バ ー を 、 処 理 用 組 立 体 に 結 合 さ せ た ま ま バ イ ア ル に か ぶ せ て 、 バ イ ア ル を 密 封
す る 。 密 封 し た バ イ ア ル は 、 検 査 施 設 に 送 っ て 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
バ イ ア ル を 閉 じ た ま ま バ イ ア ル を 簡 単 な 方 法 で 操 作 す る と 、 処 理 組 立 体 は カ バ ー か ら 離 れ
て 、 バ イ ア ル 中 に と ど ま り 、 そ の 結 果 、 そ の 後 カ バ ー を 取 り 外 す と 、 自 動 化 検 査 装 置 ま た
は 手 動 の 検 査 装 置 に ア ク セ ス す る こ と が 可 能 と な る 。 好 ま し い 態 様 で は 、 カ バ ー 中 央 部 に
下 向 き の 力 を 加 え る だ け で 、 処 理 組 立 体 を カ バ ー か ら 離 脱 さ せ る こ と が で き る 。 上 述 の 従
来 技 術 の 検 体 バ イ ア ル と は 異 な り 、 本 発 明 の バ イ ア ル は 、 カ バ ー に そ れ 以 上 の 相 互 作 用 を
行 う 必 要 は な く 、 カ バ ー は 、 カ バ ー 取 外 し 簡 易 装 置 で 取 り 外 し て 廃 棄 し 、 汚 染 を 避 け る こ
と が で き る 。 処 理 組 立 体 は 、 バ イ ア ル の 内 側 に 設 け ら れ た リ ブ に よ っ て 適 正 な 位 置 に 保 持
さ れ る の で 、 処 理 の 間 の ア ク セ ス が 可 能 と な る 。 こ の 内 蔵 式 バ イ ア ル お よ び 処 理 組 立 体 に
よ り 、 痰 、 ま た は そ の 他 の 各 種 検 体 、 た と え ば 尿 、 脊 椎 穿 刺 液 、 胃 の 洗 浄 液 、 細 針 に よ る
吸 引 物 、 婦 人 科 試 料 等 に 含 ま れ る 結 核 菌 、 ま た は 他 の 病 原 物 質 等 の バ イ オ ハ ザ ー ド に 操 作
者 が 曝 さ れ る の を 最 小 限 に 抑 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 明 細 書 で 開 示 す る 自 動 化 検 体 処 理 装 置 を 、 「 LBP」 装 置 （ 液 体 ベ ー ス で の 調 製 用 （ liqui
d-based preparation） 装 置 ） と 称 す る も の で あ り 、 こ の 装 置 は 、 品 質 が 高 く 、 ば ら つ き
の 少 な い ス ラ イ ド を 製 造 で き る よ う 設 計 さ れ て い る 。 LBP装 置 は 、 ま た 、 細 胞 レ ベ ル で の
形 態 学 的 、 細 胞 化 学 的 お よ び /ま た は 分 子 的 な 変 化 を 検 出 お よ び /ま た は 定 量 を 行 う 装 置 と
組 み 合 わ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 2年 間 あ ま り 、 文 献 を 再 評 価 し 、 既 存 の デ ー タ を 再 分 析 す る こ と に よ っ て 、 最 も 一 般
的 な 癌 で あ り 、 高 い 感 受 性 お よ び 特 異 性 を 示 す 癌 で も あ る 肺 癌 を 検 出 し う る よ う な 一 連 の
分 子 診 断 用 物 質 が 特 定 さ れ て き て い る 。 た と え ば 、 本 発 明 と 譲 受 人 を 同 一 と す る 米 国 特 許
出 願 第 10/095,297号 お よ び 米 国 特 許 出 願 第 10/095,298号 （ 双 方 と も 2002年 3月 12日 出 願 ）
お よ び 米 国 特 許 出 願 第 第 10/241,753号 （ 2002年 9月 12日 出 願 ） を 参 照 の こ と 。 こ う し た 場
合 で は 、 細 胞 を 、 癌 の 診 断 結 果 と 対 応 す る よ う な 変 化 の パ タ ー ン を 識 別 し う る 抗 体 お よ び
/ま た は 核 酸 「 プ ロ ー ブ 」 と 反 応 さ せ る こ と が で き る 。 こ う し た 分 子 シ ス テ ム は 、 上 記 の
よ う な 腫 瘍 の 異 質 性 に 合 わ せ て 微 調 整 し た ア ル ゴ リ ズ ム を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
細 胞 レ ベ ル で 分 子 の 変 化 を 識 別 す る 方 法 は 、 癌 を 早 期 の 治 癒 し や す い 段 階 で 検 出 す る 方 法
の 一 つ で あ る 。 こ の よ う な 分 子 診 断 手 段 は 、 集 団 を 基 礎 と し て 癌 の 発 症 リ ス ク を も つ 個 人
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を ス ク リ ー ニ ン グ す る 際 の 使 用 が 正 し い も の と さ れ る の に 必 要 な だ け の 感 度 と 特 異 性 と を
も っ て 、 早 期 の 検 出 お よ び 診 断 に 使 用 す る こ と が で き る 。 こ う し た 分 子 診 断 手 段 は 、 腫 瘍
の 特 性 を 決 定 す る こ と に よ っ て 、 腫 瘍 の 専 門 家 が 患 者 を 層 別 化 し 、 治 療 方 法 を 患 者 に 合 わ
せ て 作 成 し 、 患 者 を モ ニ タ ー し て 、 治 療 の 効 果 と 疾 患 の 縮 退 、 進 行 、 ま た は 再 発 に つ い て
評 価 す る た め に 使 用 す る こ と も で き る 。 こ う し た 検 査 が 可 能 と な る こ と で 、 早 期 段 階 に お
け る 疾 患 の 治 療 に 際 し て の 、 新 規 で 、 よ り 効 果 的 な 治 療 方 法 の 開 発 も ま た 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ う し た 分 子 診 断 は 、 コ ス ト と 検 査 性 能 と の バ ラ ン ス が と れ る よ う に 設 計 さ れ る 。 ス ク リ
ー ニ ン グ 検 査 は 、 高 い 感 受 性 と 特 異 性 と を 示 す 必 要 が あ る も の の 、 こ う し た 検 査 は 、 リ ス
ク は 有 す る が 、 疾 患 を 裏 付 け る 症 状 を 通 常 は 呈 し て い な い 多 数 の 個 人 を 対 象 と し て 行 う こ
と を 通 常 意 図 し て い る の で 、 コ ス ト は 常 に 極 め て 重 要 な 要 因 と な る 。 こ の 点 に 関 し て は 、
本 発 明 の LBP装 置 は 、 分 子 診 断 手 段 と 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 個 々 人 の 身 体 に 対 し て
、 ほ と ん ど 、 ま た は ま っ た く 介 入 せ ず に 癌 の 自 動 化 さ れ た 診 断 を 行 う こ と の で き る シ ス テ
ム を 開 発 す る こ と が で き る 。 ま た は 、 本 発 明 の LBP装 置 は 、 LBP装 置 で 製 造 さ れ た 個 々 の ス
ラ イ ド の 観 察 を 医 療 の 専 門 家 が 行 う 病 理 観 察 用 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン と 組 み 合 わ せ る こ と
も で き る 。 得 ら れ た 診 断 シ ス テ ム は 、 自 動 化 さ れ た 装 置 で あ っ て も 、 手 動 の 観 察 装 置 で あ
っ て も 、 特 定 の 目 的 に 特 化 し た ソ フ ト ウ ェ ア と コ ン ピ ュ ー タ ・ オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ
ム を 基 本 と す る 統 合 デ ー タ 管 理 シ ス テ ム と を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 デ ー タ の 入 力 、
情 報 の 交 換 、 検 査 施 設 と 病 院 情 報 シ ス テ ム と の ネ ッ ト ワ ー ク を 管 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の LBP装 置 で は 、 複 数 の 上 述 の 新 型 検 体 バ イ ア ル が 、 各 種 の 処 理 ス テ ー シ ョ ン を 通
っ て 逐 次 搬 送 さ れ て お り 、 ス ラ イ ド 上 に 固 定 さ れ た 検 体 が 作 製 さ れ る 。 そ の 際 、 各 ス ラ イ
ド は 、 バ ー コ ー ド を 付 さ れ 、 デ ー タ 管 理 シ ス テ ム に よ っ て 、 バ イ ア ル お よ び 採 取 元 の 患 者
と 関 連 づ け ら れ る 。 カ セ ッ ト か ら 、 新 し い ス ラ イ ド が 1回 に 1枚 ず つ 自 動 的 に 取 り 出 さ れ 、
こ の ス ラ イ ド は 、 検 体 の 固 定 後 に 同 じ カ セ ッ ト に 返 却 さ れ る 。 LBP装 置 は 、 複 数 の ス ラ イ
ド 用 カ セ ッ ト を 搭 載 す る こ と が で き 、 前 の カ セ ッ ト の ス ラ イ ド が す べ て 使 用 さ れ た ら 、 装
置 は 、 自 動 的 に 、 次 の カ セ ッ ト か ら 新 し い ス ラ イ ド を 引 き 出 す 。 ス ラ イ ド 用 カ セ ッ ト は 、
液 体 に 浸 漬 す る こ と が で き 、 か つ カ セ ッ ト か ら ス ラ イ ド を 取 り 出 さ な く て も 染 色 が 可 能 で
あ る よ う な 自 動 化 さ れ た 染 色 装 置 と 組 み 合 わ せ う る 形 状 と し て お く の が 好 ま し い 。 こ の 点
か ら す る と 、 カ セ ッ ト に は 、 液 体 の 排 出 に 使 用 し う る ス ロ ッ ト を 設 け 、 か つ 他 の タ イ プ の
ス ラ イ ド ホ ル ダ ー を 吊 る す 目 的 で 染 色 装 置 に 通 常 使 用 さ れ て い る よ う な フ ッ ク と 協 働 す る
ス ロ ッ ト ま た は 他 の 手 段 を 設 け て お く こ と が 好 ま し い 。 こ の ス ラ イ ド 用 カ セ ッ ト は 、 統 合
シ ス テ ム の 一 部 を 構 成 す る 自 動 化 さ れ た 診 断 装 置 お よ び 他 の 装 置 類 と も 組 み 合 わ せ う る 形
状 と し て お く 。
【 ０ ０ １ ６ 】
検 体 バ イ ア ル は 、 手 動 で 搬 送 手 段 に 搭 載 す る こ と も 可 能 で は あ る も の の 、 検 体 バ イ ア ル を
自 動 的 に 搭 載 し て 処 理 を 可 能 と し 、 処 理 が 完 了 し た ら 各 検 体 バ イ ア ル を 取 り 除 く バ イ ア ル
取 り 扱 い シ ス テ ム を 必 要 に 応 じ て 使 用 す る と 、 自 動 化 の 利 点 を 十 分 に 生 か す こ と が で き る
。 こ う し た 取 り 扱 い シ ス テ ム の 一 態 様 で は 、 バ イ ア ル を 、 そ れ ぞ れ バ イ ア ル を 41本 ま で 保
持 す る こ と の で き る 特 別 の 省 ス ペ ー ス の ト レ ー に 、 最 初 は 、 手 動 で バ イ ア ル を 搭 載 す る 。
LBP装 置 に は 、 ト レ ー を 8枚 ま で 搭 載 す る こ と が で き 、 装 置 で は 、 ト レ ー か ら バ イ ア ル を 1
回 に 1本 ず つ 取 り 出 し 、 処 理 済 み の （ 再 度 封 止 し た ） バ イ ア ル を ト レ ー に 戻 す こ と に よ っ
て 、 そ れ ら の す べ て を 順 次 処 理 し て い く 。 ト レ ー は 、 処 理 済 み の バ イ ア ル を 保 存 し た り 、
捕 集 し た り す る 際 に も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
各 バ イ ア ル は 、 各 バ イ ア ル ご と の レ セ プ タ ク ル （ receptacle） に 収 納 さ れ て 、 コ ン ピ ュ ー
タ に よ っ て 制 御 さ れ た コ ン ベ ヤ で 、 LBP装 置 を 搬 送 さ れ る （ 本 明 細 書 に 開 示 す る 態 様 で は
、 コ ン ベ ヤ に は 、 30個 の レ セ プ タ ク ル が 設 け ら れ て い る ） 。 バ イ ア ル と レ セ プ タ ク ル と は
楔 止 さ れ て い る の で 、 処 理 経 路 を 適 正 な 向 き の ま ま 移 動 し 、 そ れ ぞ れ の レ セ プ タ ク ル と 独
立 に 回 転 す る こ と は な い 。 バ イ ア ル は 、 ま ず 、 （ デ ー タ 取 得 ス テ ー シ ョ ン で ） バ ー コ ー ド
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リ ー ダ ー を 通 過 し 、 こ こ で バ イ ア ル の バ ー コ ー ド が 読 み と ら れ 、 そ の 後 、 LBP装 置 の 以 降
の 処 理 ス テ ー シ ョ ン 、 す な わ ち 、 キ ャ ッ プ 廃 棄 操 作 を 含 む キ ャ ッ プ 取 外 し ス テ ー シ ョ ン 、
一 次 混 合 ま た は 拡 散 ス テ ー シ ョ ン 、 フ ィ ル タ ー 搭 載 ス テ ー シ ョ ン 、 検 体 取 得 お よ び フ ィ ル
タ ー 廃 棄 ス テ ー シ ョ ン 、 細 胞 塗 布 ス テ ー シ ョ ン 、 お よ び キ ャ ッ プ 再 装 着 ス テ ー シ ョ ン を 順
次 移 動 す る 。 LBP装 置 は 、 検 体 を ス ラ イ ド に 転 写 す る た め に 、 新 し い 顕 微 鏡 用 ス ラ イ ド が
検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン に 対 し て 呈 示 さ れ る ス ラ イ ド 呈 示 ス テ ー シ ョ ン も 備 え て い る 。 各 ス
テ ー シ ョ ン は 、 コ ン ベ ヤ に よ っ て 呈 示 さ れ る バ イ ア ル と は 独 立 に 作 動 す る が 、 コ ン ベ ヤ は
、 作 動 し て い る す べ て の ス テ ー シ ョ ン が 、 そ れ ぞ れ の 作 業 を 終 了 す る ま で は 前 進 し な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
バ イ ア ル キ ャ ッ プ 取 外 し ス テ ー シ ョ ン は 、 バ イ ア ル か ら カ バ ー の ね じ を 緩 め て 外 し 、 廃 棄
す る 回 転 把 持 手 段 を 備 え て い る 。 た だ し 、 そ の 前 に 、 キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド は 、 カ バ ー の
中 央 を 押 し て 、 バ イ ア ル 内 部 の 処 理 組 立 体 を カ バ ー か ら 脱 着 さ せ る 。 一 次 撹 拌 ス テ ー シ ョ
ン は 、 処 理 組 立 体 を 把 持 し て わ ず か に 持 ち 上 げ 、 各 検 体 に 即 し た 撹 拌 プ ロ ト コ ー ル （ 速 度
お よ び 時 間 ） に し た が っ て 移 動 （ た と え ば 回 転 ） さ せ る 拡 張 式 の コ レ ッ ト を 備 え て い る 。
フ ィ ル タ ー 搭 載 ス テ ー シ ョ ン は 、 処 理 組 立 体 上 部 の 粒 状 物 質 分 離 チ ェ ン バ ー （ マ ニ ホ ル ド
） に 、 検 体 に 対 応 し た 種 類 の フ ィ ル タ ー を 載 置 す る 。 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン は 、 吸 引 ヘ ッ
ド を 備 え て お り 、 こ の 吸 引 ヘ ッ ド は 、 処 理 組 立 体 の 上 方 の フ ィ ル タ ー を 封 止 し 、 ま ず 、 処
理 組 立 体 を 動 か し て 、 液 体 ベ ー ス の 検 体 中 の 粒 状 物 質 を 徐 々 に 再 懸 濁 さ せ る 。 次 に 、 吸 引
ヘ ッ ド は 、 フ ィ ル タ ー に 陰 圧 を か け て 液 体 ベ ー ス の 検 体 を バ イ ア ル か ら 吸 引 し て フ ィ ル タ
ー を 通 過 さ せ 、 単 層 の 細 胞 が フ ィ ル タ ー 底 面 に 残 る よ う に す る 。 そ の 後 、 単 層 検 体 が 新 し
い ス ラ イ ド に 転 写 さ れ 、 バ イ ア ル は キ ャ ッ プ 再 装 着 ス テ ー シ ョ ン へ と 移 動 し 、 こ こ で 、 バ
イ ア ル に 金 属 箔 の 封 止 が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
フ ィ ル タ ー シ ス テ ム は 改 良 さ れ て い る の で 、 極 め て 高 品 質 の 単 層 検 体 が 確 実 に 生 成 す る 。
検 体 液 体 は 、 フ ィ ル タ ー を 通 過 し て 流 れ る と と も に 、 フ ィ ル タ ー 前 面 を 実 質 的 に 横 切 る 方
向 に も 流 れ る 。 具 体 的 に は 、 検 体 液 体 に は 、 フ ィ ル タ ー 面 を 横 ぎ る よ う な 二 次 的 な 流 れ 成
分 が あ る 。 こ の 二 次 的 な 流 れ は 、 半 径 方 向 外 側 に 向 か っ て 流 れ る か 、 あ る い は 、 実 質 的 に
半 径 方 向 の 流 れ 成 分 を 含 む よ う 設 計 さ れ て お り 、 そ の 結 果 、 相 対 的 に 弱 い 力 で 付 着 し て い
る 粒 状 物 質 の 塊 を 押 し 流 す よ う な 剪 断 作 用 が 生 じ 、 フ ィ ル タ ー 前 面 に 、 分 布 が よ り 均 一 の
薄 い 層 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 点 に 鑑 み 、 本 発 明 の シ ス テ ム で は 、 フ ィ ル タ ー
前 面 に 隣 接 す る 領 域 か ら 検 体 液 体 が 流 れ こ ん で 通 過 す る こ と の で き る 流 出 口 が 周 囲 に 設 け
て あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
フ ィ ル タ ー 組 立 体 は 、 ホ ル ダ ー と 、 ホ ル ダ ー に 収 納 し た フ リ ッ ト と 、 フ リ ッ ト の 外 面 を 覆
い 、 フ リ ッ ト と 接 触 す る よ う 配 置 し た メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー と を 備 え る こ と が 好 ま し い 。
フ リ ッ ト は 、 ホ ル ダ ー の 端 部 を 超 え て 延 在 さ せ る こ と が で き る 。 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー は
、 ホ ル ダ ー に 固 定 す る こ と が で き る 。 フ リ ッ ト の ホ ル ダ ー を 超 え て 延 在 し て い る 側 壁 部 分
は 、 検 体 液 体 が 通 過 し う る 領 域 を 形 成 す る こ と と な り 、 そ の 結 果 、 二 次 的 な 流 れ が 形 成 さ
れ る 。 ホ ル ダ ー は 、 フ リ ッ ト の 中 央 部 が わ ず か に 外 向 き に 湾 曲 し た 形 状 と し て 、 検 体 転 写
工 程 で ス ラ イ ド に 圧 力 を 加 え た と き に 、 フ リ ッ ト の 中 央 部 が 平 坦 と な り 、 メ ン ブ レ ン フ ィ
ル タ ー が ス ラ イ ド と よ り 均 一 に 接 触 し て 、 よ り 効 果 的 に 転 写 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
処 理 組 立 体 の 上 端 に 位 置 す る マ ニ ホ ル ド は 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 を 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー
の 側 が 下 向 き と な る よ う に 収 納 す る 。 マ ニ ホ ル ド の 底 部 壁 は 、 （ 処 理 組 立 体 の 、 下 垂 す る
吸 引 管 部 分 と 連 通 す る ） 中 央 流 入 口 か ら 立 ち 上 が る 実 質 的 に 円 錐 の 形 状 と す る の が 好 ま し
い 。 フ ィ ル タ ー 組 立 体 と 円 錐 形 状 の 底 部 壁 は 、 マ ニ ホ ル ド チ ャ ン バ ー を 形 成 し て お り 、 こ
の マ ニ ホ ル ド チ ャ ン バ ー に は 、 周 囲 に わ ず か な 隙 間 が 設 け て あ る 。 こ の 隙 間 は 、 ス ペ ー サ
と し て 機 能 す る 隆 起 部 材 ま た は 支 柱 が 設 け て あ る の で 、 周 囲 流 出 口 を 形 成 し て い る 。 支 柱
の 間 に は 、 流 路 が 形 成 さ れ て お り 、 検 体 液 体 は 、 こ の 流 路 を 通 っ て 、 マ ニ ホ ル ド チ ャ ン バ
ー か ら 流 出 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
本 明 細 書 で は 、 シ ス テ ム を 構 成 す る 部 品 の い く つ か に つ い て 、 各 種 の 好 ま し い 材 料 や 、 そ
れ ら を 代 替 し う る 材 料 に つ い て 記 載 す る 。 た だ し 、 選 択 し う る 材 料 は 、 具 体 的 に 記 載 さ れ
た 材 料 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ま た 、 代 替 材 料 の 選 択 は 、 （ た と え ば 、 使 用 者 の 要 求
や マ ー ケ テ ィ ン グ の 要 請 に 応 え る う え で も 、 ） 多 く の 要 因 、 た と え ば 、 官 能 性 、 成 形 時 の
精 度 、 耐 性 、 耐 薬 品 性 、 保 存 性 、 コ ス ト 、 入 手 容 易 性 、 お よ び /ま た は 光 学 的 透 明 性 に よ
っ て 左 右 さ れ る と 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 本 発 明 の 最 も 基 本 的 な 局 面 で は 、 本 発 明 は 、 複 数 の 粒 状 物 質 含
有 液 体 検 体 を 各 容 器 中 で 個 別 に 処 理 す る 自 動 式 の 装 置 お よ び 方 法 に 関 す る 。 容 器 は 、 処 理
経 路 に 沿 っ て 順 次 搬 送 さ れ 、 呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 中 の 検 体 流 体 を 予 備 処 理 す る 予 備 処 理
装 置 に 対 し て 少 な く と も 呈 示 さ れ 、 そ の 後 、  呈 示 さ れ た 任 意 の 容 器 か ら 、 そ の 後 の 分 析
検 査 ま た は 評 価 に 備 え て 予 備 処 理 済 み の 検 体 流 体 を 採 取 す る 検 体 取 得 装 置 に 対 し て 呈 示 さ
れ る 。 各 装 置 は 、 各 装 置 に 容 器 が 呈 示 さ れ る の に 応 答 し て 作 動 し 、 各 装 置 そ れ ぞ れ の 操 作
を 個 別 に 実 施 す る 。 検 体 は 、 生 体 物 質 を 含 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
予 備 処 理 装 置 は 、 検 体 に 作 用 し て 、 検 体 流 体 の 粒 状 成 分 を 、 た と え ば 混 合 に よ っ て 分 散 さ
せ る こ と が で き る 。 一 方 、 検 体 取 得 装 置 は 、 粒 状 物 質 の 試 料 を 、 た と え ば フ ィ ル タ ー 上 に
捕 集 す る こ と が で き る 。 濾 過 の 場 合 に は 、 検 体 取 得 装 置 の 上 流 の フ ィ ル タ ー 搭 載 ヘ ッ ド が
、 フ ィ ル タ ー を 、 容 器 に よ っ て 担 持 さ れ た 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー に 供 給 し 、 フ ィ ル タ ー
搭 載 ヘ ッ ド は 、 呈 示 さ れ る 任 意 の 容 器 に 応 答 し て 、 他 の 装 置 と は 独 立 に 作 動 す る 。 フ ィ ル
タ ー に 担 持 さ れ た 試 料 は 、 ス ラ イ ド に 転 写 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 他 の 局 面 に お い て 、 本 発 明 の 方 法 に は 、 さ ら な る 別 の 操 作 、 た と え ば 、 検 体 の 予
備 処 理 を 行 う 前 に 、 容 器 か ら キ ャ ッ プ を 取 り 外 す 操 作 、 お よ び 処 理 の 完 了 後 に 、 容 器 に 再
度 キ ャ ッ プ を 装 着 す る 操 作 を 含 め て も よ い 。 装 置 に 関 し て も 同 様 に 、 こ う し た 操 作 を 行 う
た め に 、 さ ら な る 別 の ヘ ッ ド 等 の 装 置 を 含 ん で い て も よ い 。 各 操 作 は 、 各 操 作 ス テ ー シ ョ
ン に 容 器 が 呈 示 さ れ る の に 応 答 し て 、 独 立 に 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
開 示 す る シ ス テ ム お よ び 発 明 の 好 ま し い 態 様 を 、 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 も 含 め
て 以 下 に 詳 述 す る 。 こ れ ら は 、 例 示 の 目 的 で 示 す も の で あ っ て 、 説 明 に 際 し て は 、 添 付 図
面 に 言 及 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
最 良 の 形 態 の 詳 細 な 説 明
本 発 明 の バ イ ア ル を 基 本 と す る 検 体 の 取 扱 い ・ 処 理 シ ス テ ム に つ い て の 全 般 的 な 説 明 を 開
始 す る に あ た っ て は 、 バ イ ア ル そ れ 自 体 の 説 明 か ら 開 始 せ ね ば な ら な い 。 こ の バ イ ア ル は
、 容 器 、 カ バ ー 、 お よ び バ イ ア ル 中 に 配 置 さ れ た 処 理 組 立 体 （ 撹 拌 部 材 ） か ら 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
検 体 バ イ ア ル
図 1、 2a、 お よ び 2bに つ い て 説 明 す る と 、 バ イ ア ル 10は 、 容 器 20、 カ バ ー 30、 お よ び 処 理
組 立 体 40を 備 え て い る 。 処 理 組 立 体 40は 、 撹 拌 を は じ め と す る い く つ か の 機 能 を 実 行 す べ
く 設 計 さ れ て お り 、 こ の 好 ま し い 回 転 式 の 態 様 に つ い て は 、 便 宜 上 撹 拌 部 材 と 称 す る も の
と す る 。 容 器 20は 、 半 透 明 プ ラ ス チ ッ ク 、 好 ま し く は ポ リ プ ロ ピ レ ン か ら 成 形 す る の が 望
ま し く 、 容 器 の 長 手 方 向 軸 線 を 取 り 囲 む か た ち で 実 質 的 に 円 筒 形 状 の 壁 21を 備 え 、 こ の 壁
21が 、 円 錐 形 状 の 底 部 壁 22に 接 合 さ れ て い る 。 プ ラ ス チ ッ ク と し て は 、 ABSお よ び ポ リ シ
ク ロ ヘ キ シ レ ン ジ メ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 グ リ コ ー ル （ イ ー ス ト マ ン ・ コ ダ ッ ク 社 （ Ea
stman Kodak Co.） か ら EASTAR(登 録 商 標 )DN004の 名 称 で 市 販 ） を か わ り に 使 用 す る こ と も
で き る 。 壁 21の 一 部 24を 平 坦 と し 、 こ の 平 坦 部 の 外 面 に 、 バ イ ア ル に 入 れ た 検 体 に 関 す る
情 報 を 含 む 表 示 、 た と え ば バ ー コ ー ド の ラ ベ ル を 配 置 で き る よ う に す る の が 好 ま し い 。 図
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に は 平 坦 部 分 が 一 カ 所 の み 示 さ れ て い る も の の 、 容 器 は 、 平 坦 部 分 の な い 形 状 と す る こ と
も 、 ま た は 、 二 カ 所 以 上 の 平 坦 部 分 を 備 え た 形 状 と し て 、 そ れ ぞ れ に 表 示 を 設 け る こ と も
で き る 。 ま た は 、 表 示 は 、 壁 21の 曲 面 部 に 配 置 す る こ と も で き る 。 平 坦 部 分 24の 下 端 に は
、 弓 形 の ノ ッ チ 25が 設 け て あ り 、 こ の ノ ッ チ 25は 、 容 器 を 架 台 に 載 せ て 各 種 の 処 理 ス テ ー
シ ョ ン を 移 動 さ せ る LBP装 置 に よ っ て 容 器 を ハ ン ド リ ン グ す る 際 に 作 動 し て 、 容 器 を 適 正
な 向 き に 保 持 す る 。 ノ ッ チ が LBP装 置 と 適 正 に 嵌 合 す る か ぎ り 、 別 の 形 状 の ノ ッ チ （ た と
え ば 、 V字 形 の ノ ッ チ ） を 使 用 す る こ と も で き る 。 他 の 適 当 な 嵌 合 用 構 造 を か わ り に 使 用
す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
壁 21か ら は 、 4本 の 長 手 方 向 リ ブ 26が 内 向 き に 突 出 し て い る 。 撹 拌 部 材 40が カ バ ー 30か ら
離 脱 し た 際 に は （ 図 10を 参 照 の こ と ） 、 こ の リ ブ 26の 上 端 27が 、 撹 拌 部 材 40の 支 え と し て
機 能 す る 。 容 器 20の 頂 部 は 開 口 部 28と な っ て お り 、 標 準 的 な 右 手 方 向 の 螺 旋 状 ね じ 29が 形
成 さ れ 、 こ の ね じ 29は 、 好 ま し く は 、 一 回 半 分 延 在 し 、 カ バ ー 30上 の 同 様 の ね じ と 嵌 合 す
る 。 カ バ ー と 容 器 と を 結 合 す る 形 式 と し て は 、 他 の 形 式 を 使 用 す る こ と も で き 、 た と え ば
、 差 込 式 結 合 、 ス ナ ッ プ 嵌 合 の 配 置 な ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
カ バ ー 30は 、 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 さ れ た 市 販 の 単 純 な ね じ 付 き キ ャ ッ プ 31と 、 キ ャ ッ プ 内 に
保 持 さ れ た 新 規 な ラ イ ナ ー 32を 備 え て い る 。 キ ャ ッ プ 30は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン か ら 成 形 す る
の が 好 ま し い も の の 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 と し て は 、 他 に も 、 ABSお よ び EASTAR(登 録 商 標 )D
N004を 使 用 す る こ と が で き る 。 キ ャ ッ プ 31は 、 平 坦 で 硬 い 頂 部 と 、 そ こ か ら 張 り 出 し た 、
外 面 に ぎ ざ ぎ ざ の つ い た フ ラ ン ジ を 含 み 、 こ の フ ラ ン ジ の 内 面 に は 、 容 器 20の ね じ 29と 嵌
合 す る 螺 旋 状 の ね じ 33が 設 け ら れ て い る 。 図 4に つ い て 説 明 す る と 、 ラ イ ナ ー 32は 、 プ ラ
ス チ ッ ク 材 料 、 好 ま し く は ポ リ エ チ レ ン か ら 成 形 さ れ て お り 、 ラ イ ナ ー が 簡 単 に キ ャ ッ プ
か ら 外 れ る こ と が な い よ う キ ャ ッ プ 31内 の ね じ 33の 奥 に ち ょ う ど 納 ま る 寸 法 の 実 質 的 に 平
坦 な 基 部 34を 備 え て い る 。 図 1か ら わ か る よ う に 、 ラ イ ナ ー 基 部 34は 、 キ ャ ッ プ 31と 容 器
の 壁 21の リ ム と の 間 で 、 ガ ス ケ ッ ト 型 の 封 止 材 の 役 目 を 果 た し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ラ イ ナ ー 基 部 34は 、 環 状 突 出 部 35形 状 の 結 合 部 材 を 備 え て お り 、 こ の 環 状 突 出 部 は 、 や や
円 錐 形 状 と す る の が 好 ま し く 、 中 央 軸 線 に 対 し て 約 5° の 角 度 で 設 け る こ と が 好 ま し い 。
す な わ ち 、 環 状 結 合 部 材 35の 内 径 は 、 先 端 よ り 、 ラ イ ナ ー 基 部 34に 結 合 し て い る 基 端 で 大
き め と す る 。 ラ イ ナ ー 基 部 34は 、 中 央 環 状 ボ ス 36も 備 え て お り 、 こ の ボ ス 36は 、 基 部 34か
ら み て 環 状 結 合 部 材 35よ り 先 ま で 突 出 し 、 後 述 す る よ う に 撹 拌 部 材 40と 相 互 に 作 用 す る 。
キ ャ ッ プ と は 別 の ラ イ ナ ー を 、 標 準 的 な キ ャ ッ プ と 嵌 合 さ せ て 使 用 す る こ と が 好 ま し い も
の の 、 カ バ ー を 1部 品 と し て 一 体 に 成 形 し 、 環 状 結 合 部 材 35お よ び 中 央 環 状 ボ ス 36を 含 む
も の と す る こ と も で き る 。 カ バ ー は 、 こ う し た 1部 品 の カ バ ー （ ま た は 、 上 述 し た よ う な 2
部 品 の カ バ ー ） で は な く 、 容 器 の 壁 21の リ ム の 内 側 に 沿 っ て 突 出 し 、 リ ム の 内 側 と の 間 で
封 止 が 生 じ る よ う な 栓 型 の シ ー ル と し て 作 用 す る 形 状 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 1、 3、 お よ び 5に つ い て 説 明 す る と 、 撹 拌 部 材 40は 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 好 ま し く は ポ リ プ
ロ ピ レ ン か ら 成 形 さ れ 、 中 央 が 傾 斜 し 、 中 央 流 入 口 42の 設 け ら れ た 円 形 の 基 部 ま た は 底 部
壁 41と 、 管 の 底 部 付 近 に 2つ の 半 径 方 向 の 両 端 に 位 置 す る 吸 引 口 44の 設 け ら れ た 中 央 に 下
垂 す る 吸 引 管 43と 、 外 側 に 向 か っ て 延 在 す る 羽 根 45の 形 状 と し た 分 散 用 （ 撹 拌 用 ） 部 材 と
を 備 え て い る 。 撹 拌 部 材 40の 上 部 は 、 基 部 41と 、 上 方 に 立 ち 上 が っ た 環 状 壁 47と に よ っ て
規 定 さ れ た 杯 状 の 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー ま た は マ ニ ホ ル ド 46を 備 え て い る 。 壁 47の 上 端
は 傾 斜 さ せ 、 内 縁 48は 、 傾 斜 を き つ め と し て 、 後 述 す る よ う に 、 マ ニ ホ ル ド 46内 に フ ィ ル
タ ー 組 立 体 Fを 配 置 し や す い 形 状 と す る の が 好 ま し い 。 撹 拌 部 材 に 使 用 し う る プ ラ ス チ ッ
ク 材 料 と し て は 、 他 に 、 ABSお よ び EASTAR(登 録 商 標 )DN004が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
環 状 壁 47は 、 撹 拌 部 材 40を キ ャ ッ プ の ラ イ ナ ー 32に 着 脱 可 能 に 結 合 す る た め の 結 合 部 材 の
役 割 を 果 た し て い る た め 、 環 状 結 合 部 材 35に ち ょ う ど 納 ま る 寸 法 と す る （ 図 1を 参 照 の こ
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と ） 。 具 体 的 に は 、 結 合 部 材 35と 結 合 部 材 47と は 、 摩 擦 嵌 め ま た は プ レ ス 嵌 め で 結 合 さ れ
て お り 、 閉 じ た バ イ ア ル を 通 常 の か た ち で 取 り 扱 っ て も 、 さ ら に 、 （ た と え ば 、 生 物 学 的
検 体 を 容 器 に 入 れ る 目 的 で ） 容 器 20か ら カ バ ー 30を 取 り 外 し 、 取 り 外 し た カ バ ー 30を 通 常
の か た ち で 取 り 扱 っ て も 、 撹 拌 部 材 が カ バ ー か ら 離 れ る こ と は な い 。 結 合 部 材 47は 、 結 合
部 材 35に 対 し て 、 当 初 の 直 径 方 向 の 干 渉 が 極 め て わ ず か 、 好 ま し く は 、 約 0.31 mmと な る
よ う な 寸 法 と す る 。 結 合 部 材 47の 方 が 結 合 部 材 35よ り 硬 い の で 、 撹 拌 部 材 を カ バ ー に 取 り
付 け る 際 に は 、 わ ず か な 変 形 が 、 主 に 結 合 部 材 35の 側 に 生 じ 、 そ の 結 果 、 摩 擦 力 が 生 じ て
撹 拌 部 材 が カ バ ー に 係 合 し た ま ま と な る 。 こ う し た 摩 擦 に よ る 保 持 力 に 打 ち 勝 つ 外 力 を バ
イ ア ル に 加 え る と 、 撹 拌 部 材 40が カ バ ー 30か ら 離 脱 し 、 重 力 に よ っ て 、 さ ら に 容 器 20に 落
ち る （ 図 10を 参 照 の こ と ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
外 部 か ら 撹 拌 部 材 を 離 脱 さ せ る た め に 加 え る 力 は 、 カ バ ー 30の 中 央 部 分 に 加 え る の が 好 ま
し く （ 図 10の 矢 印 を 参 照 の こ と ） 、 こ の 力 は 、 キ ャ ッ プ 31と ラ イ ナ ー 32と を 内 向 き に 変 形
さ せ る 。 図 1に 示 す よ う に 、 ラ イ ナ ー 32の 中 央 ボ ス 36は 、 そ の 先 端 が 、 撹 拌 部 材 の 基 部 41
に ち ょ う ど 触 れ る か わ ず か に 触 れ な い く ら い の 寸 法 と な っ て い る 。 そ の た め 、 カ バ ー の 中
央 部 を く ぼ ま せ る と 、 中 央 ボ ス 36は 、 ラ イ ナ ー 32の 環 状 結 合 部 材 35よ り 大 き く 変 形 し 、 撹
拌 部 材 40が 押 さ れ て 、 結 合 部 材 35と の 係 合 関 係 が 外 れ る 。 ま た 、 ラ イ ナ ー 32が 内 向 き に 変
形 す る と 、 結 合 部 材 35が 外 向 き に 広 が り 、 撹 拌 部 材 を 保 持 す る 力 が 低 減 し 、 撹 拌 部 材 が 離
脱 し や す く な る 。 撹 拌 部 材 を 離 脱 さ せ る た め に カ バ ー 30に 加 え る 力 は 、 5～ 30ポ ン ド の 範
囲 、 好 ま し く は 約 12ポ ン ド と す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
撹 拌 部 材 40は 、 カ バ ー 30か ら 離 脱 す る と 、 リ ブ 26の 上 端 27で 受 け 止 め ら れ る 。 図 10を 参 照
の こ と 。 こ の よ う に し て 、 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー （ マ ニ ホ ル ド ） 46は 、 容 器 開 口 部 付 近
で 安 定 し た か た ち で 支 え ら れ 、 LBP処 理 ヘ ッ ド が 容 易 に ア ク セ ス し 、 撹 拌 部 材 を 操 作 す る
こ と に よ っ て 検 体 を 直 接 容 器 中 で 処 理 す る こ と が 可 能 と な る 。 撹 拌 部 材 を 安 定 的 に 支 え る
た め に は 、 少 な く と も 3本 の リ ブ 26が 必 要 で あ る が 、 リ ブ は 4本 設 け る 方 が 撹 拌 に 際 し て 粒
状 物 質 が 液 体 中 で よ り よ く 分 散 す る よ う で あ り 、 好 ま し い 。 医 療 現 場 に お い て 、 撹 拌 部 材
が 不 注 意 に も カ バ ー か ら 離 脱 し て し ま っ た 場 合 に は 、 医 師 ま た は 補 助 者 は 、 単 に 、 撹 拌 部
材 を バ イ ア ル 中 に 軽 く 置 い て 、 検 体 中 に 撹 拌 部 材 が 沈 む よ う に す れ ば よ く 、 そ の 後 、 普 段
と 同 様 に し て 、 カ バ ー を 回 し 締 め す れ ば よ い 。 こ の 過 程 は 、 困 難 で は な い 。 と い う の も 、
バ イ ア ル 中 に リ ブ が 設 け ら れ て い る た め に 撹 拌 部 材 を 一 方 向 に し か 挿 入 で き な い か ら で あ
る 。 検 体 の 入 っ た バ イ ア ル が 一 度 閉 じ ら れ る と 、 撹 拌 部 材 は 、 処 理 の 過 程 を 通 じ て バ イ ア
ル 中 に 保 持 さ れ 、 バ イ ア ル の キ ャ ッ プ を 締 め 直 す 際 に も バ イ ア ル 中 に 封 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
患 者 の 検 体 に は 、 ご く 一 部 で は あ る が 、 婦 人 科 の パ パ ニ コ ロ ー 塗 抹 検 査 や 他 の 種 類 の 検 体
の よ う に 、 大 き な 細 胞 塊 、 人 工 物 、 お よ び /ま た は 細 胞 や 細 胞 以 外 の 破 片 の 含 ま れ る も の
が あ る 。 こ う し た 大 型 の 混 雑 物 に は 、 捕 集 さ れ て ス ラ イ ド 上 に 載 せ ら れ た 場 合 に 、 診 断 対
象 で あ る 細 胞 の 視 認 を 困 難 と し 、 結 果 的 に 、 ス ラ イ ド の 試 料 に つ い て の 解 釈 や 診 断 の 正 確
さ を 損 な う も の も 含 ま れ て い る 。 こ う し た 混 雑 物 の 大 半 は 診 断 上 重 要 で は な い の で 、 一 般
的 に は 、 試 料 か ら 取 り 除 い て お く こ と が 望 ま し い 。 そ の た め に は 、 撹 拌 部 材 の 吸 引 管 43の
側 面 吸 引 口 44を 設 け ず に （ 図 10aを 参 照 の こ と ） 、 吸 引 管 43の 底 部 と 、 容 器 20の 底 部 壁 22
中 央 に 設 け た 小 型 の 突 起 23と の 間 の 境 界 面 で 細 か い 制 御 を 行 う こ と が 望 ま し い 。 こ の 境 界
面 は 、 効 果 的 に 計 量 バ ル ブ を 形 成 し て お り 、 そ の 形 状 （ オ リ フ ィ ス ） 23aは 、 撹 拌 部 材 40
が 容 器 20の リ ブ 26に 受 け 止 め ら れ る 際 に か た ち づ く ら れ る （ 図 10を 参 照 の こ と ） 。 環 状 の
流 入 オ リ フ ィ ス 23aを 適 正 な 寸 法 と し て お く こ と で 、 大 型 混 雑 物 が 吸 引 管 43に 入 る こ と を
防 止 し つ つ 、 診 断 上 有 用 な 可 能 性 の あ る 小 型 成 分 は 通 過 さ せ る こ と が で き る 。 オ リ フ ィ ス
23aに 設 け ら れ て い る の は 、 細 い 通 過 セ ク シ ョ ン と 小 型 の 計 量 領 域 で あ る が 、 径 が 大 き い
た め に 、 詰 ま り が 問 題 に な る こ と は な い 。 環 状 オ リ フ ィ ス 23aは 、 外 径 を 0.105イ ン チ 程 度
、 内 径 を 0.071イ ン チ 程 度 と す る の が 好 ま し く 、 こ の 場 合 に は 、 通 路 の 幅 は 、 0.017イ ン チ
程 度 と な る 。 オ リ フ ィ ス の こ の 寸 法 は 、 婦 人 科 の 検 体 に つ い て 最 適 化 し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
フ ィ ル タ ー シ ス テ ム
図 6お よ び 8に 、 本 発 明 の フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fの 一 態 様 を 示 す 。 図 3お よ び 6に 、 本 発 明 の （
撹 拌 部 材 40中 の ） マ ニ ホ ル ド 46の 一 態 様 を 示 す 。 フ ィ ル タ ー シ ス テ ム は 、 フ ィ ル タ ー 組 立
体 Fと 、 マ ニ ホ ル ド 46と を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 6お よ び 8に つ い て 説 明 す る と 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fは 、 フ ィ ル タ ー の ハ ウ ジ ン グ ま た は
ホ ル ダ ー 200、 多 孔 質 の フ リ ッ ト 202、 お よ び 多 孔 質 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205を 含 む 構 成
と な っ て い る 。 図 8に 、 こ れ ら の 構 成 部 分 を 、 拡 大 図 で よ り 明 瞭 に 示 す 。 ホ ル ダ ー 200は 、
フ リ ッ ト 202を 納 め る く ぼ み ま た は 凹 部 206、 お よ び フ リ ッ ト 202と ホ ル ダ ー 200と の 間 に 規
定 さ れ た チ ャ ン バ ー 207を 備 え た 杯 形 状 ま た は 容 器 形 状 と す る こ と が で き る 。 フ リ ッ ト 202
お よ び メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205は 、 上 掲 の Guirguisの 特 許 、 す な わ ち 米 国 特 許 第 5,301,6
85号 お よ び 米 国 特 許 第 5,471,994号 に 開 示 さ れ た 材 料 か ら 製 造 す る こ と が で き る 。 な お 、
こ れ ら の 開 示 に つ い て は 、 参 照 と し て 本 発 明 に 組 み 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fで は 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205、 フ リ ッ ト 202、 お よ び ホ ル ダ ー 200
を 一 緒 に 組 み 立 て て 、 ユ ニ ッ ト と す る 。 円 筒 形 状 の フ リ ッ ト 202を 、 ま ず 、 ホ ル ダ ー 200内
に 配 置 す る 。 次 に 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205を 、 ホ ル ダ ー 200に 、 恒 久 的 に 固 定 、 接 着 、
結 合 、 ま た は 融 着 す る 。 図 示 し た 態 様 で は 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205の 外 周 ま た は 外 延
が 、 ホ ル ダ ー 200に 融 着 さ れ て い る 。 こ の 点 に 関 し て は 、 ホ ル ダ ー 200の 外 周 コ ー ナ ー 部 に
、 斜 角 面 ま た は 傾 斜 面 208が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 傾 斜 面 208は 、 通 常 の 結 合 技 術 、 た と え
ば 、 超 音 波 溶 接 を 使 用 す る こ と に よ っ て メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205を 付 着 す る こ と の で き
る 、 角 度 の つ い た 表 面 と な っ て い る 。 ホ ル ダ ー 200と メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205は 、 互 い に
融 着 す る 材 料 か ら 形 成 す る 必 要 が あ る 。 双 方 を ポ リ カ ー ボ ネ ー ト か ら 形 成 す る の が 好 ま し
い が 、 ABS製 の ホ ル ダ ー で あ れ ば 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 製 の メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー と と も に
使 用 す る こ と が で き る 。 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー が 同 一 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る の で あ れ ば
、 熱 可 塑 性 ポ リ エ ス テ ル を ホ ル ダ ー に 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 フ リ ッ ト 202は 、 ポ リ
エ チ レ ン 製 の も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 8に つ い て 説 明 す る と 、 ホ ル ダ ー 200は 、 円 筒 形 と す る の が 好 ま し く 、 底 部 壁 ま た は 基 部
210と 、 基 部 210か ら 実 質 的 に ま っ す ぐ 立 ち 上 が っ て リ ム 21laま で 延 在 し て い る 円 筒 状 の 側
壁 211と を 含 む 実 質 的 に 杯 形 状 の 胴 部 を 備 え て い る 。 側 壁 211に は 、 半 径 方 向 内 側 に 中 央 に
向 か っ て 延 在 す る 環 状 の 肩 部 212が 設 け ら れ て い る 。 肩 部 212は 、 フ リ ッ ト 202を 正 確 に 位
置 決 め す る 受 け 部 の 役 割 を 果 た す 。 フ リ ッ ト 202は 、 フ リ ッ ト 背 面 の 周 囲 部 分 が 肩 部 212と
当 接 し た 際 に 、 フ リ ッ ト の 外 面 ま た は リ ム 21laが 前 面 213に と っ て と る に 足 る （ リ ム 21la
を 超 え て 前 面 213が さ ら に 延 在 す る ） よ う な 寸 法 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
側 壁 211の 内 径 は 、 フ リ ッ ト 202を 摩 擦 に よ っ て 所 定 の 位 置 に 係 合 し て 保 持 す る よ う な 寸 法
と す る こ と が で き る 。 こ の 点 に つ い て は 、 フ リ ッ ト の 外 径 を 、 側 壁 211の 内 径 と 実 質 的 に
対 応 す る も の と し て 、 機 械 的 に 、 す な わ ち 摩 擦 に よ っ て フ リ ッ ト 202を 所 定 の 位 置 に 保 持
す る こ と が で き る 。 し か し 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205が フ リ ッ ト 202を 覆 っ て い る の で 、
フ リ ッ ト は 、 摩 擦 に よ っ て ホ ル ダ ー に 保 持 し な く て も よ い 。 す な わ ち 、 フ リ ッ ト 202は 、
ホ ル ダ ー 中 に 余 裕 を 持 っ て 納 め て も よ い 。 し か し 、 フ リ ッ ト 202を 摩 擦 に よ っ て ホ ル ダ ー 2
00に 載 置 す る と 、 フ リ ッ ト 202が 所 定 の 位 置 に 保 た れ 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205の 付 着 を
、 離 れ た 位 置 に て 行 う こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 フ リ ッ ト 202を 摩 擦 に よ っ て ホ ル ダ ー 200
に 載 置 す る と 、 ホ ル ダ ー 200と フ リ ッ ト 202と を 結 合 さ せ て 準 組 立 体 を 製 造 し 、 こ の 準 組 立
体 を 保 存 し て お い て 、 そ の 後 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205を 取 り 付 け る こ と が で き る の で
、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 の 大 量 生 産 を よ り 単 純 か つ 低 コ ス ト で 実 施 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
フ リ ッ ト 202を ホ ル ダ ー 200に 載 置 し た 後 、 図 6に わ か り や す く 示 す よ う に 、 メ ン ブ レ ン フ

10

20

30

40

50

(15) JP 2005-506531 A 2005.3.3



ィ ル タ ー 205を 、 フ リ ッ ト 外 面 213と 、 フ リ ッ ト 側 壁 215の 、 ホ ル ダ ー 200を 超 え て 延 在 す る
露 出 部 214と に 覆 い 被 せ 、 傾 斜 面 208に 付 着 さ せ る 。 フ リ ッ ト の 露 出 し た 外 部 側 壁 部 分 214
は 、 検 体 の 液 体 が 通 過 し て 流 れ る こ と の で き る 環 状 の 表 面 領 域 と な っ て お り 、 こ の 部 分 を
検 体 液 体 が 通 過 す る こ と で 、 図 7aに 模 式 的 に 示 す よ う に 、 二 方 向 の 流 路 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fに は 、 コ ー ド を 付 し て 、 特 定 の 処 理 プ ロ ト コ ー ル で 必 要 と さ れ る 可 能
性 の あ る 各 種 の 孔 径 お よ び 孔 密 度 （ 単 位 断 面 積 あ た り の 孔 の 数 ） を 記 載 す る こ と が で き る
。 フ ィ ル タ ー 組 立 体 に は 、 色 で コ ー ド を 付 す こ と が 好 ま し い が 、 機 械 に よ る 検 出 が 可 能 で
あ れ ば 、 任 意 の コ ー ド 、 た と え ば 、 触 知 基 部 の セ ン サ ー に よ る 認 識 が 可 能 な 小 型 ニ ッ プ ル
の よ う な 識 別 用 突 起 を 付 す こ と も で き る 。 LBP装 置 に は 、 色 ま た は 他 の コ ー ド を 識 別 し う
る セ ン サ ー を 設 け 、 適 正 な フ ィ ル タ ー を 確 実 に 選 ぶ 。 フ ィ ル タ ー 組 立 体 に は 、 LBP装 置 に
挿 入 し や す い よ う 、 紙 製 の 支 持 体 入 り と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 8に つ い て 再 度 説 明 す る と 、 ホ ル ダ ー の 底 部 壁 210に は 、 中 央 開 口 部 204が 設 け て あ り 、
こ の 開 口 部 204を 通 し て 真 空 を 引 き 、 検 体 液 体 を 吸 引 す る こ と が で き る 。 ホ ル ダ ー 200に は
、 さ ら に 、 底 部 壁 210か ら ホ ル ダ ー 内 部 に 向 か っ て 延 在 す る 中 央 突 出 部 ま た は 突 起 216が 設
け て あ る 。 こ の 中 央 突 起 216は 、 開 口 部 204と 同 心 的 に 配 置 し さ れ 、 フ リ ッ ト の 内 面 218、
底 部 壁 210の 内 面 219、 側 壁 211の 内 側 220に よ っ て 規 定 さ れ る チ ャ ン バ 207の 内 部 に 位 置 し
て い る 。 突 起 216は 、 実 質 的 に 中 空 で 、 複 数 の 側 面 開 口 部 221を 備 え て お り 、 こ の 側 面 開 口
部 221に よ っ て 、 チ ャ ン バ ー 207が 減 圧 さ れ 、 チ ャ ン バ ー を 通 過 す る 実 質 的 に 対 称 な 流 れ が
創 出 さ れ る 。 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205と フ リ ッ ト 202を 通 し て 吸 引 さ れ た 検 体 液 体 は 、 チ
ャ ン バ ー 207を 満 た し 、 そ の 後 、 側 面 開 口 部 221と 中 央 開 口 部 204を 通 っ て チ ャ ン バ ー 207を
出 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
突 起 216は 、 ホ ル ダ ー の 開 口 面 に 向 か っ て 延 在 す る 当 接 面 217を 備 え て い る 。 こ の 当 接 面 21
7は 、 フ リ ッ ト の 背 面 218と 当 接 す る 形 状 を 有 す る 。 具 体 的 に は 、 当 接 面 217は 、 環 状 肩 部 2
12よ り わ ず か に 先 に 存 在 し て い る 。 す な わ ち 、 当 接 面 217は 、 環 状 肩 部 212の レ ベ ル よ り わ
ず か に 上 側 ま た は 先 に 存 在 し て い る の で 、 フ リ ッ ト を ホ ル ダ ー に 装 着 す る と 、 フ リ ッ ト の
外 面 213が 、 わ ず か に 外 向 き に 湾 曲 す る こ と に な る 。 た と え ば 、 当 接 面 217は 、 環 状 肩 部 21
2の 高 さ よ り 、 約 0.002イ ン チ 先 ま で 延 在 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 突 起 が フ リ ッ ト
202の 中 央 部 を 外 向 き に 押 し 出 し て 、 フ リ ッ ト 202の 中 央 部 が わ ず か に 湾 曲 す る こ と と な り
、 こ の わ ず か な 湾 曲 が 存 在 し て い る た め に 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205の 中 央 部 が ス ラ イ
ド と 確 実 に 接 触 す る こ と に な る 。 押 圧 転 写 の 間 に ス ラ イ ド に 加 え ら れ る 圧 力 に よ っ て 、 フ
リ ッ ト の 前 面 213が 平 坦 と な り 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205が ス ラ イ ド と 十 分 に 接 触 し 、 捕
集 さ れ た 粒 状 物 質 が ス ラ イ ド に 効 果 的 に 転 写 さ れ 、 堆 積 の 欠 損 箇 所 が 低 減 す る 。 こ う し た
わ ず か に 湾 曲 し た 形 状 が 望 ま し い 場 合 に は 、 フ リ ッ ト 202は 、 上 述 し た よ う に 、 摩 擦 に よ
っ て ホ ル ダ ー 200に し っ か り 納 め る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
フ リ ッ ト が 湾 曲 形 状 を し て い る の で 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205は 、 張 り つ め た 状 態 で な
く て も よ い 。 こ の こ と に よ り 、 製 造 過 程 が 簡 素 化 さ れ 、 コ ス ト が 削 減 さ れ 、 検 品 で の 棄 却
率 も 低 減 す る 。 フ ィ ル タ ー は 、 め だ っ た 皺 さ え な け れ ば 、 有 効 に 作 動 す る 。 前 述 し た よ う
に 、 フ リ ッ ト 202は 、 わ ず か に 変 形 可 能 と す る の が 好 ま し く 、 そ う す る と 、 吸 引 後 に フ リ
ッ ト の コ ン プ ラ イ ア ン ス に よ っ て フ リ ッ ト が 変 形 し て ス ラ イ ド に 対 し て 平 ら と な り 、 目 的
と す る 細 胞 や 他 の 構 成 成 分 を フ ィ ル タ ー か ら ス ラ イ ド に 転 写 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ う
し た こ と を 可 能 に す る た め に は 、 フ リ ッ ト は 、 8ポ ン ド の 力 を 加 え る と 、 0.0016イ ン チ 変
形 し て 、 平 ら に 押 し つ ぶ さ れ う る よ う な 弾 性 を 有 し て い る 必 要 が あ る 。 良 好 な フ リ ッ ト 材
料 と し て は 、 焼 結 ポ リ エ チ レ ン お よ び 焼 結 ポ リ エ ス テ ル が 挙 げ ら れ る 。 フ リ ッ ト 202は 、
孔 径 が 通 常 約 50 μ m～ 70 μ mの 範 囲 の 孔 が 空 間 的 に ラ ン ダ ム に 配 置 さ れ た 多 孔 質 材 料 と す
る こ と が で き る 。 こ の 材 料 の 顕 著 な 特 性 と し て 、 薄 層 の メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205（ 通 常
は 孔 径 約 5 μ m～ 8 μ m） の 材 料 と 比 べ て 、 流 れ が 妨 害 さ れ に く い こ と が 挙 げ ら れ る 。 す な
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わ ち 、 圧 力 降 下 は 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205を 通 過 す る 場 合 と 比 べ て フ リ ッ ト 202で は は
る か に 低 い 。 し た が っ て 、 フ ィ ル タ ー を 通 過 し た 流 体 は 、 フ リ ッ ト を 自 由 に 流 下 す る 。 フ
リ ッ ト 202は 、 ま た 、 ラ ン ダ ム に 配 置 さ れ た 孔 で は な く 、 多 数 の 小 内 径 （ た と え ば 、 50 μ
m～ 70 μ m） の 流 路 が 平 行 に 延 在 し 、 そ の 内 部 を 吸 引 さ れ た 流 体 と 粒 状 物 質 が 通 過 す る 構
造 を 有 し た 材 料 か ら 製 造 す る こ と も で き る 。 こ う し た 平 行 な 流 路 の 配 置 は 、 見 か け 上 流 れ
の 妨 害 が 少 な い 内 部 流 体 通 過 性 メ ジ ュ ー ム と し て 機 能 す る 。 実 際 、 検 体 捕 集 ス テ ー シ ョ ン
に は 、 孔 の 有 無 に か か わ ら ず 、 流 れ が 適 正 な 程 度 に 妨 害 さ れ に く く 、 変 形 /弾 性 特 性 を 有
す る 材 料 や 素 子 で あ れ ば 、 任 意 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
検 体 液 体 を 実 質 的 に 軸 線 方 向 、 す な わ ち 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー と 垂 直 方 向 に 流 す と 、 特
に 、 必 要 以 上 の 時 間 に わ た っ て メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー を 通 し て 真 空 を 引 い た 場 合 に は 、 図
7bに 模 式 的 に 示 す よ う に 、 粒 状 物 質 の 層 ま た は 塊 が 蓄 積 す る 可 能 性 が あ る こ と が わ か っ て
い る 。 こ う し た 状 態 は 、 流 れ が 二 方 向 に 生 じ 、 半 径 方 向 の 二 次 的 な 流 れ 構 成 成 分 が あ る 程
度 生 じ る Guirguisの デ ザ イ ン の 場 合 で あ っ て も 生 じ る こ と が あ る 。 た と え ば 、 Guirguisの
米 国 特 許 第 5,471,994号 お よ び 米 国 特 許 第 5,301,685号 の 図 4お よ び 12を 参 照 の こ と 。 こ の
形 状 に よ っ て 形 成 さ れ る 二 次 的 な 流 れ は 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー を 横 断 し て 押 し 流 し た り
、 剪 断 し た り す る 効 果 を 生 じ る に は 不 十 分 な よ う で あ る 。 Guirguisの さ ら に 以 前 の 特 許 、
す な わ ち 米 国 特 許 第 5,137,031号 に は 、 漏 斗 ま た は 円 錐 形 状 の マ ニ ホ ル ド が 開 示 さ れ て い
る 。 こ の 構 成 で は 、 周 囲 に 、 二 次 的 な 半 径 方 向 外 向 き の 流 れ は 存 在 し な い 。 フ ィ ル タ ー そ
の も の を 通 過 し て 直 接 流 れ る 流 れ 以 外 に は 流 れ が 存 在 し な い の で 、 実 質 的 な 半 径 方 向 の 流
れ の 成 分 は 存 在 し て い な い 。 し た が っ て 、 検 体 液 体 は 、 実 質 的 に メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー に
垂 直 な 方 向 に の み 流 れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 6に つ い て 説 明 す る と 、 撹 拌 部 材 40の 頂 部 に 位 置 す る マ ニ ホ ル ド 46の 縦 壁 47の 内 径 は 、
フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fの 外 径 、 す な わ ち ホ ル ダ ー の 側 壁 211の 外 径 よ り わ ず か に 大 き め の 寸 法
と し て あ る の で 、 図 示 す る よ う に 、 マ ニ ホ ル ド 46は 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205が 下 向 き
と な る よ う に フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fを 受 け 止 め 、 収 納 す る こ と が で き る 。 フ ィ ル タ ー 組 立 体 F
は 、 マ ニ ホ ル ド 46に 余 裕 を も っ て 納 め る こ と が で き る 。 フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fを マ ニ ホ ル ド 4
6に 納 め る と 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205の 外 周 端 が 、 底 部 壁 41に 受 け 止 め ら れ る 。 底 部 壁
41は 、 く ぼ み ま た は 凹 部 を 備 え た 形 状 と な っ て い る の で 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fを マ ニ ホ ル
ド 46に 納 め た 際 に マ ニ ホ ル ド チ ャ ン バ ー Mが 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 チ ャ ン バ ー Mは 、 メ
ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205の 外 面 と 、 底 部 壁 41の 上 面 41Sに よ っ て 規 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
本 発 明 の 流 れ が 二 方 向 に 生 じ る 構 成 は 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー の 表 面 に 粒 状 物 質 が 堆 積 ま
た は 蓄 積 す る と い う 問 題 を 解 決 す る 。 こ の 構 成 で は 、 粒 状 物 質 を 脇 に 押 し 流 し 、 堆 積 し た
り 積 層 し た り す る こ と を 防 止 す る の に 十 分 な 剪 断 力 ま た は 剪 断 作 用 が 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル
タ ー の 前 面 を 横 切 る よ う に 発 生 す る 。 堆 積 ま た は 積 層 し た 粒 状 物 質 は 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル
タ ー 205の 孔 が 粒 状 物 質 で 覆 わ れ る に し た が っ て 吸 引 力 が 低 減 す る の で 、 堆 積 し て い く に
し た が っ て 下 層 に 対 す る 結 合 力 が 弱 く な る 。 剪 断 力 は 、 接 線 方 向 ま た は 実 質 的 に 半 径 方 向
の 流 れ 成 分 を 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205の 前 面 を 横 切 る よ う に 、 検 体 液 体 に 対 し て 付 与
す る こ と に よ っ て 生 成 さ れ る 。 こ の 流 れ 成 分 は 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー の 前 面 と 実 質 的 に
平 行 、 す な わ ち 、 層 の 堆 積 方 向 と 垂 直 で あ り 、 粒 状 物 質 を 、 半 径 方 向 外 向 き に 、 メ ン ブ レ
ン フ ィ ル タ ー の 前 面 か ら 遠 ざ か る 方 向 に 押 し 流 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
二 次 的 な ま た は 半 径 方 向 の 流 路 を 確 保 す る た め に 、 マ ニ ホ ル ド 46は 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ
ー 205の 前 面 と 底 部 壁 41の 上 面 41Sの 間 に 形 成 さ れ る マ ニ ホ ル ド チ ャ ン バ ー Mの 周 囲 に わ ず
か な 空 間 ま た は 隙 間 G（ 図 6を 参 照 の こ と ） が で き る 形 状 と し 、 押 し 流 さ れ た 粒 状 物 質 が 、
メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー の 前 面 か ら 離 れ て マ ニ ホ ル ド チ ャ ン バ ー Mを 出 る よ う に す る 。 隙 間 G
は 、 粒 状 物 質 が 詰 ま る こ と の な い よ う 、 十 分 な 幅 を と る 。 つ ま り 、 も し 隙 間 が 濾 過 を 行 っ
て い る 粒 状 物 質 に 対 し て 狭 す ぎ る と 、 隙 間 Gが 詰 ま り 、 二 次 的 な 流 れ が 途 絶 え て し ま う こ
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と に な る 。 隙 間 の 最 小 寸 法 は 、 最 終 的 に は 、 粒 状 物 質 の 粒 径 、 検 体 液 体 の 粘 度 、 検 体 液 体
の 温 度 に よ っ て 決 ま る 。 隙 間 Gは 、 細 胞 粒 状 物 質 が 詰 ま ら な い よ う に す る う え で は 、 少 な
く と も 0.004イ ン チ は 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 3お よ び 6に つ い て 説 明 す る と 、 マ ニ ホ ル ド 46の 底 部 壁 41に は 、 流 出 ノ ズ ル を 形 成 す る 隙
間 Gを 形 成 す る た め に 、 マ ニ ホ ル ド 46の 周 囲 に 、 複 数 の 互 い に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 支
柱 ま た は 隆 起 リ ブ 48aが 設 け て あ る 。 リ ブ 48a間 の 空 間 49は 、 検 体 液 体 が チ ャ ン バ ー Mか ら
出 る 際 の 流 路 と な る 。 図 示 し た 好 ま し い 態 様 で は 、 マ ニ ホ ル ド 46の 内 径 は 23.4 mmで 、 36
本 の リ ブ 48aが 10° の 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 。 リ ブ は 、 高 さ 0.150 mmで 、 図 示 す る
よ う に 、 湾 曲 し つ つ 周 囲 の 肩 部 に 続 い て お り 、 半 径 Rが 0.63 mmで あ る 。 本 発 明 で は 、 互 い
に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た リ ブ ま た は 支 柱 の 形 状 と し て 、 他 の 形 状 も 想 定 し て お り 、 こ の
リ ブ ま た は 支 柱 に よ っ て 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 を 底 部 壁 41か ら 厳 密 に 離 し て 配 置 し て 、 厳 密
な 流 出 領 域 を 創 出 す る 。 リ ブ ま た は 支 柱 の 数 と 太 さ に 応 じ て 、 流 出 領 域 の 合 計 面 積 は 、 流
入 領 域 と 比 較 し て 、 50%ま で 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
上 記 で 言 及 し た Guirguis型 の フ ィ ル タ ー 構 成 で は 、 半 径 方 向 外 側 に 向 か っ て 移 動 す る 検 体
液 体 が 失 速 す る こ と が 観 察 さ れ た 。 本 発 明 の 流 れ が 二 方 向 に 生 じ る フ ィ ル タ ー シ ス テ ム で
は 、 検 体 液 体 が 流 下 す る 実 質 的 に 円 錐 形 状 の 浅 い 面 を 設 け る こ と に よ っ て 、 速 度 の 低 下 を
補 う 。 こ の 面 は 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205と 対 向 す る 実 質 的 に 円 錐 形 状 の 分 配 用 マ ニ ホ
ル ド チ ャ ン バ ー Mを 形 成 し て い る 。 本 発 明 の チ ャ ン バ ー Mは 、 空 間 49経 由 で の 環 状 の 半 径 方
向 出 口 Oを 備 え て お り 、 こ の 出 口 Oは 、 中 央 流 入 口 Iの 最 大 面 積 に ほ ぼ 等 し い か 、 そ れ よ り
狭 い 面 積 を 有 し て い る 。 図 9に つ い て 説 明 す る と 、 半 径 方 向 の 環 状 の 流 路 の 「 正 面 」 領 域
は 、 円 筒 状 で 、 任 意 の 所 定 の 半 径 R 1 、 R x 、 Ry、 ...、 R 2 に て 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205の
前 面 と マ ニ ホ ル ド の 円 錐 面 41Sと に よ っ て 規 定 さ れ て （ 領 域 が 定 め ら れ て ） い る 。 検 体 液
体 が 外 側 に 向 か っ て 移 動 す る に つ れ て 、 半 径 が 増 大 し 、 そ の 一 方 で 、 マ ニ ホ ル ド の 高 さ は
低 減 す る 。 マ ニ ホ ル ド チ ャ ン バ ー Mは 、 高 さ H 1 、 H x 、 H y 、 ...、 H 2 が 、 環 状 流 路 の 正 面 領 域
が マ ニ ホ ル ド 流 入 口 Iか ら 外 周 流 出 口 Oま で 実 質 的 に 一 定 に 保 た れ る よ う な 割 合 で 低 減 し 、
メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205の 正 面 に 沿 っ た 半 径 方 向 流 速 が 実 質 的 に リ ニ ア と な る よ う な 形
状 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
こ の 点 に つ い て は 、 図 9に つ い て さ ら に 説 明 す る と 、 円 形 の マ ニ ホ ル ド 流 入 口 Iの 理 論 上 の
半 径 方 向 の 最 大 流 れ 面 積 は 、 周 囲 の 長 さ （ 2π R 1 ） に マ ニ ホ ル ド チ ャ ン バ ー の 高 さ H 1 を 乗
じ た も の と し て 定 義 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 2π R 1 H 1 は 、 マ ニ ホ ル ド 流 入 口 Iの 最 大
周 囲 面 積 を 定 義 す る 。 マ ニ ホ ル ド 流 出 口 Oの 最 大 周 囲 面 積 は 、 2π R 2 H 2 と し て 定 義 す る こ と
が で き る 。 流 出 口 の 流 れ の 面 積 が 、 流 入 口 の 流 れ の 面 積 と 同 じ で あ る 場 合 に は 、 流 入 口 の
面 積 と 流 出 口 の 面 積 は 、 下 記 の よ う に 表 す こ と が で き る 。
2π R 1 H 1  = 2π R 2 H 2
R 1 H 1  = R 2 H 2
こ の 式 を 使 用 す る と 、 高 さ 、 た と え ば 、 H x 、 H y を 、 流 入 口 Iか ら 流 出 口 Oま で の 所 定 の 半 径
、 た と え ば 、 た と え ば 、 R x 、 R y で 定 義 す る こ と が で き る 。 流 入 口 か ら 流 出 口 ま で の 高 さ H 1
、 ...、 H x ,、 ...、 H y 、 ...H 2 を プ ロ ッ ト し た と す る と 、 得 ら れ る 表 面 41Sは 、 直 線 的 で な
く 局 面 と な る 。 し か し 、 マ ニ ホ ル ド の 下 面 が 有 意 に 湾 曲 し て い る と 、 直 線 的 な 表 面 41Sほ
ど は 効 果 的 に 機 能 し な い こ と が 観 察 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 現 時 点 で 好 ま し い 態 様 で は
、 流 入 口 か ら 流 出 口 ま で 延 在 す る 直 線 状 ま た は 実 質 的 あ る い は ほ ぼ 直 線 状 の （ わ ず か に 湾
曲 し て い て も よ い ） 表 面 41Sを 想 定 し て い る 。 ま た 、 検 体 液 体 が 効 果 的 に 流 れ る た め に は
、 最 低 限 の 高 さ H 2 と し て 約 0.006イ ン チ の 隙 間 が 必 要 で あ る 。 こ の 要 件 に も と づ い て 、 最
低 の R 1 は 、 0.006R 2 /H 1 イ ン チ と し て 定 義 す る こ と が で き る 。 こ う し た 形 状 と す る と 、 検 体
液 体 が フ ィ ル タ ー を 通 し て 吸 引 さ れ る の に つ れ て 、 検 体 液 体 が メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー 205
の 前 面 を 横 切 っ て 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー の 前 面 と 実 質 的 に 平 行 ま た は 、 ほ ぼ 平 行 な 方 向
に 移 動 し 、 所 望 の 剪 断 作 用 が 創 出 さ れ る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
経 験 的 に は 、 直 線 的 な 円 錐 面 41Sに 関 し て は 、 流 出 口 Oの 面 積 は 、 好 ま し く は 、 流 入 口 Iの
最 大 面 積 以 下 と す る 必 要 が あ り 、 す な わ ち 、 R 1 H 1 　 R 2 H 2 と す る 必 要 が あ る 。 一 例 を 挙 げ る
と 、 マ ニ ホ ル ド は 、 以 下 の 寸 法 （ こ こ で の 単 位 は す べ て mm） 、 す な わ ち 、 R 1  = 1.24、 H 1  
= 1.32、 R 2  = 10.00、 H 2  = G = 0.15を 有 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 最 大 流 入 口 面 積
は 、 3.27π  mm 2 と な り 、 流 出 口 面 積 は 、 3.00π  mm 2 と な っ て 、 こ れ は 最 大 流 入 口 面 積 よ り
わ ず か に 少 な い も の の 、 最 大 流 入 口 面 積 （ 1.64π  mm 2 ） の 50%と し て 定 義 す る こ と の で き
る 平 均 流 入 口 面 積 よ り は 大 き い 。 こ の よ う に 、 流 出 口 面 積 は 、 最 大 流 入 口 面 積 と 平 均 流 入
口 面 積 の 間 と な る 。 別 の 例 で は 、 マ ニ ホ ル ド は 、 以 下 の 寸 法 （ 単 位 は 、 す べ て イ ン チ ） 、
す な わ ち 、 R 1  = 0.040、 H 1  = 0.060、 R 2  = 0.400、 H 2  = 0.006を 有 す る こ と が で き る 。 こ
の 場 合 、 最 大 流 入 口 面 積 は 、 0.0048π in 2 と な り 、 こ れ は 、 流 出 口 面 積 と 等 し い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま と め る と 、 実 質 的 に 平 坦 な メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー と 対 向 す る マ ニ ホ ル ド チ ャ ン バ ー Mは
、 浅 い 漏 斗 状 の 形 状 と し 、 周 囲 に 流 出 口 を 設 け て 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー の 外 面 に 沿 っ た
実 質 的 に 半 径 方 向 の 流 れ を 創 出 す る 必 要 が あ る 。 半 径 方 向 の 流 れ は 、 相 対 的 に 弱 い 力 で 結
合 し た 粒 状 物 質 を 洗 い 流 し 、 ま た は 、 押 し 流 し て 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー の 表 面 に 、 粒 状
物 質 の 極 め て 薄 い 層 、 す な わ ち 単 層 を 残 す 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
LBP装 置 お よ び 方 法
図 11～ 57に は 、 本 発 明 の LBP装 置 の 好 ま し い 態 様 を 示 す 。 LBP装 置 は 、 観 察 、 画 像 診 断 、 ま
た は 光 学 的 分 析 を 行 う ス ラ イ ド を 調 製 す る た め の 自 動 化 機 械 で あ る 。 LBP装 置 は 、 上 述 の
流 れ が 二 方 向 に 生 じ る 濾 過 シ ス テ ム （ 図 6、 7a、 9） を 使 用 し て 、 細 胞 の 単 層 ま た は 薄 層 を
捕 集 し 、 そ れ ら を ス ラ イ ド に 転 写 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
図 11に つ い て 説 明 す る と 、 こ の 図 に 図 示 し た 態 様 の LBP装 置 は 、 少 な く と も 6つ の 別 々 の 処
理 ス テ ー シ ョ ン 、 す な わ ち 、 デ ー タ 取 得 ス テ ー シ ョ ン （ バ ー コ ー ド リ ー ダ ー ） 230、 キ ャ
ッ プ 取 外 し ス テ ー シ ョ ン 400、 一 次 撹 拌 ス テ ー シ ョ ン 500、 フ ィ ル タ ー 載 置 ス テ ー シ ョ ン 60
0、 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン 700、 お よ び キ ャ ッ プ 再 装 着 ス テ ー シ ョ ン 800に 分 か れ て い る 。
こ れ ら の 6つ の ス テ ー シ ョ ン は 、 平 行 処 理 を 行 い う る 構 造 と な っ て お り 、 す な わ ち 、 こ れ
ら の 6つ の ス テ ー シ ョ ン は 、 い ず れ も 、 他 の ス テ ー シ ョ ン と 同 時 か つ 独 立 し て 作 動 し う る
。 LBP装 置 は 、 こ れ ら と は 別 に 、 デ ー タ 読 み 出 し ス テ ー シ ョ ン 、 ス ラ イ ド 呈 示 ス テ ー シ ョ
ン 、 ス ラ イ ド 取 り 扱 い ス テ ー シ ョ ン 、 お よ び カ セ ッ ト 取 り 扱 い ス テ ー シ ョ ン を 備 え て お り
、 こ れ ら は い ず れ も 、 統 合 シ ス テ ム 900と し て 設 置 す る こ と が で き る 。 LBP装 置 は 、 さ ら に
、 検 体 容 器 を 各 種 の 操 作 ス テ ー シ ョ ン へ と 移 動 す る た め の 搬 送 機 構 240を 備 え て い る 。 LBP
装 置 は 、 さ ら に 、 検 体 バ イ ア ル を 搬 送 機 構 に 自 動 的 に 搭 載 、 脱 搭 載 す る 自 動 搭 載 機 構 300
も 備 え て い る 。 い ず れ の ス テ ー シ ョ ン も 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 制 御 さ れ て い る 。 図 1la
は 、 LBP装 置 の 操 作 シ ー ケ ン ス を 示 す 。 こ の 図 は 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ソ フ ト ウ ェ ア を 構 成
し た 際 に 最 重 要 と な る 表 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
図 12は 、 LBP装 置 の 基 本 的 な 構 成 要 素 を 示 す 。 こ う し た 構 成 要 素 と し て は 、 好 ま し く は 押
し 出 し ア ル ミ ニ ウ ム か ら 形 成 さ れ 、 好 ま し く は 移 動 し や す い よ う に キ ャ ス タ ー （ 図 示 せ ず
） 上 に 載 置 さ れ た フ レ ー ム 260と 、 フ レ ー ム に よ っ て 支 え ら れ 、 作 動 機 構 の 主 要 部 が そ の
上 に 装 着 さ れ た 機 械 加 工 ア ル ミ ニ ウ ム 製 基 板 262と が あ る 。 ま た 、 基 板 の 下 に は 、 い く つ
か の 構 成 部 品 の 動 力 源 と し て 圧 縮 空 気 を 供 給 す る 圧 縮 器 264； 各 種 構 成 部 品 の 真 空 源 と な
る 真 空 ポ ン プ （ 図 示 せ ず ） ； 自 動 搭 載 機 構 300で 使 用 さ れ る バ イ ア ル ト レ ー を 支 え る ス テ
ン レ ス ス チ ー ル 製 の 棚 ； な ら び に 電 源 供 給 ・ 制 御 装 置 、 お よ び 多 岐 に わ た る 機 器 を 含 む 電
気 部 品 が 配 置 さ れ て い る 。 空 気 を 動 力 源 と す る 作 動 装 置 で な く 、 電 気 を 動 力 源 と す る 作 動
装 置 を 使 用 す る 場 合 に は 、 圧 縮 器 は 不 要 で あ る 。 ユ ー ザ ・ イ ン タ フ ェ ー ス 、 た と え ば 、 タ
ッ チ セ ン シ テ ィ ブ な LCD表 示 部 （ 図 示 せ ず ） を 、 搬 送 機 構 240の 左 側 に 装 着 し す る と 、 技 術
者 は 、 マ シ ン に お け る 通 常 の 自 動 化 処 理 プ ロ ト コ ー ル を 超 え た 作 業 を 制 御 す る こ と も 可 能
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と な る 。 ユ ー ザ ・ イ ン タ フ ェ ー ス に 現 れ う る ロ グ イ ン 画 面 （ 上 側 の 図 ） お よ び ナ ビ ゲ ー シ
ョ ン 画 面 （ 下 側 の 図 ） の 例 を 示 す 図 25を 参 照 の こ と 。 利 用 者 が 、 ユ ー ザ ・ イ ン タ フ ェ ー ス
と 対 話 す る 際 に は 、 も ち ろ ん 、 他 の 画 面 も 呈 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
LBP装 置 の 「 低 価 格 」 版 は 、 一 度 に 処 理 す る 検 体 の 数 が 限 定 さ れ た 卓 上 式 の モ デ ル と す る
こ と が で き る 。 こ う し た モ デ ル で は 、 い く つ か の 構 成 要 素 、 た と え ば 、 フ レ ー ム 260お よ
び 自 動 搭 載 機 構 300を 省 き つ つ 、 他 の 構 成 要 素 の ス ケ ー ル 、 た と え ば フ ィ ル タ ー 載 置 ス テ
ー シ ョ ン 600の 容 積 を 減 ら す こ と が こ と が で き る 。 外 部 の 真 空 源 お よ び 圧 縮 空 気 源 を 使 用
し て 当 該 装 置 を 駆 動 し 、 他 の 構 成 要 素 （ 電 源 、 制 御 装 置 、 等 ） は 、 改 変 し た 機 械 の 基 板 に
隣 接 し た 、 ま た は 当 該 機 械 上 の 1つ 以 上 の モ ジ ュ ー ル に 再 配 置 す れ ば よ い 。 当 業 者 で あ れ
ば 、 こ う し た 改 変 を 実 施 す る 各 種 の 方 法 を 容 易 に 思 い つ く は ず で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
搬 送 機 構
図 11に つ い て 説 明 す る と 、 搬 送 機 構 240は 、 ス テ ッ パ モ ー タ ー （ 図 示 せ ず ） で 、 高 精 度 の
ス プ ロ ケ ッ ト 242、 244の 周 囲 に 駆 動 さ れ た エ ン ド レ ス な リ ン ク ベ ル ト コ ン ベ ヤ 242を 備 え
て い る 。 こ の コ ン ベ ヤ は 、 ピ ン 248に よ っ て 連 結 さ れ た 複 数 の レ セ プ タ ク ル ま た は 支 持 体 2
46を 備 え て お り 、 こ の レ セ プ タ ク ル が 、 対 応 す る 数 の 検 体 バ イ ア ル を 受 け 止 め る 。 図 11に
図 示 し た 態 様 で は 、 1～ 30の 番 号 を 付 し た 30個 の レ セ プ タ ク ル を 備 え て い る 。 試 料 バ イ ア
ル の 寸 法 と 、 コ ン ベ ヤ の 長 さ に 応 じ て 、 LBP装 置 で は 、 30個 よ り 少 な い 、 ま た は 多 い レ セ
プ タ ク ル を 、 必 要 に 応 じ て 使 用 す る こ と が で き 、 コ ン ベ ヤ は 、 す べ て の 処 理 を 一 列 の ラ イ
ン で 完 了 す る の に 十 分 な 長 さ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
リ ン ク ベ ル ト コ ン ベ ヤ の レ セ プ タ ク ル 246は 、 軌 道 を 形 成 す る 一 対 の 誘 導 レ ー ル 250に よ っ
て 、 ス プ ロ ケ ッ ト の 間 に 誘 導 さ れ て お り 、 通 常 の 位 置 補 正 シ ス テ ム （ 図 示 せ ず ） を 備 え て
い る の で 、 レ セ プ タ ク ル は 正 確 に 位 置 決 め さ れ る 。 LBP装 置 は 、 各 レ セ プ タ ク ル の 位 置 を
追 跡 し 、 か つ そ れ ら の レ セ プ タ ク ル を 、 通 常 の 方 法 で ス テ ッ プ 駆 動 ま た は 割 出 し 駆 動 す る
こ と が で き る 。 た と え ば 、 LBP装 置 の 各 リ ン ク 上 に 、 直 動 位 置 セ ン サ ー 、 た と え ば 光 学 セ
ン サ ー ま た は フ ォ ト イ ン タ ラ プ タ を 設 け て 、 こ の 直 動 位 置 セ ン サ ー に よ っ て 、 制 御 装 置 に
位 置 を 送 り 込 ん で 支 持 体 の 位 置 を 登 録 し 、 各 支 持 体 を 、 処 理 パ ス 上 の 各 処 理 ス テ ー シ ョ ン
で 正 確 に 割 出 し 駆 動 す る こ と が で き る 。 正 確 な 整 列 化 や 位 置 決 め が 期 さ れ る よ う に コ ン ベ
ヤ を 運 転 す る 方 法 は 通 常 の 技 術 な の で 、 こ こ に こ れ 以 上 記 載 す る こ と は し な い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
Z軸 お よ び Y軸 方 向 に 軌 道 を 形 成 し て い る 誘 導 レ ー ル 250は 、 レ セ プ タ ク ル の 側 面 に 機 械 加
工 さ れ た ス ロ ッ ト と 係 合 し て い る 。 た と え ば 、 図 29、 33、 37、 お よ び 43を 参 照 の こ と 。 機
械 的 軌 道 と 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト は 、 外 部 か ら 潤 滑 剤 を 加 え な く て も 作 動 す る よ う に 、 自 己 潤
滑 性 プ ラ ス チ ッ ク か ら 構 成 す る こ と が で き る 。 レ セ プ タ ク ル 246に は 、 そ れ ぞ れ 、 窓 247を
設 け て （ 図 12を 参 照 の こ と ） 、 検 体 容 器 の バ ー コ ー ド を 、 レ ー ザ で 、 す な わ ち 光 学 的 に 走
査 で き る よ う に す る 。 コ ン ベ ヤ は 、 清 浄 し や す い よ う に PTFE7を 含 浸 さ せ た hard-coated-a
lminum(登 録 商 標 )と す る こ と が で き る 。 リ ン ク ピ ン 248は 、 精 密 に 研 削 し て 硬 化 さ せ る こ
と が で き る 。 リ ン ク ピ ン は 、 非 回 転 リ ン ク 孔 に 、 軸 線 方 向 に 固 定 し て 位 置 さ せ る こ と が で
き る 。 回 転 リ ン ク 孔 は 、 潤 滑 剤 を さ ら に 追 加 し な く て も 作 動 し う る 適 当 な ベ ア リ ン グ 材 料
を 用 い て 装 備 す る こ と が で き る 。 操 作 者 の 安 全 の た め に 、 コ ン ベ ヤ の 作 動 は 、 機 械 の カ バ
ー と 連 動 式 に し て お く こ と も で き る 。 （ 図 示 せ ず ） 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
レ セ プ タ ク ル 246は 、 検 体 バ イ ア ル を 特 定 の 向 き に 受 け 入 れ 、 ま た は 受 け 止 め る よ う な 形
状 と し て あ る 。 す な わ ち 、 検 体 バ イ ア ル と レ セ プ タ ク ル と は 、 バ イ ア ル が 特 定 の 向 き に の
み レ セ プ タ ク ル に 納 ま る よ う 相 補 的 な 形 状 と し 、 つ ま り 楔 止 す る 。 た と え ば 、 バ イ ア ル は
、 「 D」 字 形 と し て 、 平 坦 な 側 面 を 含 む よ う な 形 状 と す る こ と が で き （ 図 2a、 2bを 参 照 の
こ と ） 、 レ セ プ タ ク ル も 「 D」 字 形 と し て 、 平 坦 な 側 同 士 が 並 列 す る よ う に す る 。 こ う す
る と 、 バ イ ア ル は 、 レ セ プ タ ク ル に 対 し て 回 転 す る こ と が な く な る 一 方 、 レ セ プ タ ク ル に
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対 す る 縦 方 向 の 動 き は 制 限 さ れ ず に 確 保 さ れ る 。 D字 形 以 外 に も 、 各 バ イ ア ル に 底 部 ノ ッ
チ 25を 設 け （ 図 2aを 参 照 の こ と ） 、 レ セ プ タ ク ル に 、 ノ ッ チ 25と 嵌 合 し て 楔 止 す る ペ グ ま
た は ス タ ッ ド （ 図 示 せ ず ） を 設 け る こ と が で き る 。 図 示 し た ノ ッ チ お よ び ペ グ は 、 弓 形 で
あ る が 、 相 互 に 嵌 合 す る 他 の 形 状 （ た と え ば 、 V字 形 の 形 状 ） と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
バ イ ア ル の 搭 載 /取 り 出 し 機 構
図 12、 13、 お よ び 14は 、 バ イ ア ル の 自 動 搭 載 /取 り 出 し 機 構 機 構 300を 示 す 。 縦 方 向 （ Y軸
） の 縦 型 ス タ ン ダ ー ド 310の 頂 部 に 設 け ら れ た 親 ね じ （ lead screw） モ ー タ ー 308に よ っ て
駆 動 さ れ る エ レ ベ ー タ ・ キ ャ リ ッ ジ 306に は 、 枢 動 型 ピ ッ ク ＆ プ レ ー ス ・ ア ー ム 304が 、 装
着 さ れ て い る 。 こ の ア ー ム 304は 、 通 常 の 電 気 ま た は 空 気 に よ っ て 操 作 さ れ る 顎 型 の 把 持
手 段 312を 備 え て お り 、 こ の 把 持 手 段 312は 、 検 体 バ イ ア ル 10を 三 方 向 の 自 由 度 で 移 動 さ せ
る こ と が で き る 。 ア ー ム は 、 エ レ ベ ー タ ・ キ ャ リ ッ ジ 306の ク レ バ ス 型 ブ ラ ケ ッ ト 316に 枢
動 可 能 に 装 着 さ れ た 横 方 向 の 親 ね じ モ ー タ ー 314に よ っ て 水 平 面 内 を 移 動 す る 。 図 示 し た
顎 型 把 持 手 段 の か わ り に 、 ピ ッ ク ＆ プ レ ー ス ・ ア ー ム に は 、 図 15に 示 す よ う な 、 通 常 の 空
気 に よ っ て 操 作 さ れ る 吸 引 ヘ ッ ド 型 の 把 持 手 段 を 設 け て も よ い 。 こ う し た 把 持 手 段 は 、 シ
リ コ ー ン ゴ ム 製 の ベ ロ ー ズ 318を 備 え て お り 、 こ の ベ ロ ー ズ 318は 、 カ バ ー の 上 に 載 置 し て
吸 引 ラ イ ン 320を 通 し て 吸 引 す る と 、 バ イ ア ル の カ バ ー 30に 対 し て シ ー ル を 形 成 す る 。 把
持 手 段 は 、 機 械 的 に 操 作 す る に せ よ 、 空 気 で 操 作 す る に せ よ 、 把 持 手 段 の 操 作 は 、 当 業 者
で あ れ ば 理 解 し う る よ う に 、 機 械 的 に プ ロ グ ラ ム さ れ た 操 作 に よ っ て 行 う 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
図 17～ 20に つ い て 説 明 す る と 、 検 体 バ イ ア ル 10は 、 機 械 の 棚 320に 摺 動 し て 入 る 、 特 別 に
射 出 成 形 し た プ ラ ス チ ッ ク 製 の バ イ ア ル ト レ ー 330に 保 存 す る （ 図 12を 参 照 の こ と ） 。 混
乱 を さ け る う え で は 、 図 13～ 15に 示 す ト レ ー は 異 な っ た 種 類 （ ス タ ン ピ ン グ し た 鋼 製 ） で
あ る こ と を 指 摘 し て お か ね ば な ら な い が 、 ト レ ー を 回 転 さ せ る 機 構 の 操 作 は 、 そ の 構 成 に
か か わ ら ず 、 同 一 で あ る 。 プ ラ ス チ ッ ク 製 の バ イ ア ル ト レ ー 330が 好 ま し く 、 ポ リ プ ロ ピ
レ ン と す る の が 好 ま し い 。 「 ト レ ー 」 と い う 用 語 は 、 本 発 明 で 使 用 す る 場 合 に は 、 図 示 し
た 態 様 に 限 ら れ る も の で は な く 、 一 般 的 に は 、 平 坦 な 別 個 の 物 体 を 、 お お む ね 本 明 細 書 に
記 載 す る よ う な 方 法 で 支 え 、 移 動 さ せ る よ う な も の で あ れ ば 、 リ ム の あ る も の も な い も の
も 含 め 、 任 意 の 種 類 の 支 持 体 を 包 含 す る も の と 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
各 ト レ ー 330に は 、 検 体 バ イ ア ル 10を 一 方 向 に の み 受 け 止 め る 寸 法 お よ び 形 状 と し た 円 形
の 凹 部 332が 41個 設 け て あ る 。 各 凹 部 332の 上 端 は 、 好 ま し く は 、 傾 斜 端 333と し て 、 バ イ
ア ル を 滑 ら か に 挿 入 で き る よ う に し て お く 。 凹 部 は 、 4本 の 同 心 の 列 が 密 集 し た 配 置 と し
、 好 ま し く は 、 一 番 外 側 の 列 が 16個 の 凹 部 、 次 の 列 が 8個 の 凹 部 、 3番 目 の 列 が 、 9個 の 凹
部 、 最 も 内 側 の 列 が 、 8個 の 凹 部 と な る よ う に 配 置 す る 。 隣 合 っ た 列 の レ セ プ タ ク ル は 、
場 所 の 節 約 上 、 互 い に ず ら し て 配 置 す る 。 2列 目 の レ セ プ タ ク ル は 、 4列 目 （ 最 も 内 側 ） の
レ セ プ タ ク ル と 、 半 径 方 向 に 一 致 し た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 最 も 外 側 の 列 の レ セ プ タ ク
ル は 、 レ セ プ タ ク ル 中 央 で 測 定 し て 18° の 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 。 他 の 列 の 各 レ セ
プ タ ク ル は 、 レ セ プ タ ク ル 中 央 で 測 定 し て 36° の 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 。 も ち ろ ん
、 レ セ プ タ ク ル は 、 ピ ッ ク ＆ プ レ ー ス ・ ア ー ム 304が す べ て の バ イ ア ル に ア ク セ ス 可 能 で
あ れ ば 、 さ ら な る 他 の 並 び 方 で 配 置 し て し て も よ い 。 各 レ セ プ タ ク ル は 、 独 自 に 指 定 可 能
な 位 置 を 有 し て お り 、 そ の た め 、 ど の バ イ ア ル に も 、 随 意 に 任 意 の 順 番 で ア ク セ ス す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
上 述 し た よ う に 、 処 理 を 行 う 間 に 検 体 バ イ ア ル が ど ち ら を 向 い て い る か は 極 め て 重 要 で あ
り 、 こ れ ら の ト レ ー に 保 存 さ れ て い る バ イ ア ル が 適 正 な 向 き に 配 置 さ れ て い る こ と で 、 ピ
ッ ク ＆ プ レ ー ス ・ ア ー ム 304が 、 各 バ イ ア ル を コ ン ベ ヤ の レ セ プ タ ク ル 246の 適 正 な 位 置 に
配 置 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ の た め 、 各 凹 部 332の 底 部 に は （ 図 19を 参 照 の こ と ） 、 固
定 さ れ た 指 標 ペ グ （ indexing peg） 334が 設 け て あ り 、 こ の ペ グ 334は 、 バ イ ア ル の ノ ッ チ
25に 嵌 合 す る よ う な 寸 法 を 有 し て い る 。 ペ グ 334は 、 た と え ば 接 着 剤 で 、 凹 部 332の 底 部 に
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隣 接 し て ト レ ー に 成 形 さ れ た 溝 335内 に 納 め ら れ て い る 。 ペ グ の い く つ か は 説 明 の 目 的 か
ら 図 19に 記 載 し て い な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ペ グ 334は 、 ト レ ー 330の メ ジ ア ン 平 面 に 対 し て 特 定 の 角 度 で 配 置 し て 、 ト レ ー か ら 取 り 出
さ れ た 各 バ イ ア ル が 搬 送 用 レ セ プ タ ク ル に 送 達 さ れ た 際 に 、 ノ ッ チ が レ セ プ タ ク ル 中 の 嵌
合 相 手 の ペ グ と 、 あ る い 嵌 合 相 手 の ペ グ が ノ ッ チ と 整 列 す る よ う に す る 。 こ れ ら の 各 角 度
は 、 特 定 の 凹 部 332中 の バ イ ア ル に ピ ッ ク ＆ プ レ ー ス ・ ア ー ム 304が ア ク セ ス す る 時 点 で の
ト レ ー 330の 位 置 と 、 バ イ ア ル を つ ま み 上 げ る 地 点 か ら コ ン ベ ヤ の レ セ プ タ ク ル 246に バ イ
ア ル を 載 置 す る 地 点 ま で の ピ ッ ク ＆ プ レ ー ス ・ ア ー ム の 回 転 角 度 と に よ っ て 決 ま る 。 こ う
し た 角 度 の 決 定 は 、 当 業 者 の 能 力 の 範 囲 内 で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
ト レ ー 330に は 、 3本 の 直 立 す る 誘 導 ポ ス ト 336が 設 け て あ り 、 そ れ ぞ れ に は 、 ば ね を 担 持
し た ボ ー ル 338が 配 置 さ れ て い る 。 誘 導 ポ ス ト 336は 、 各 棚 302の 上 に 設 け ら れ た 誘 導 部 （
図 示 せ ず ） と 協 働 し て 、 ト レ ー を 機 械 に 挿 入 す る 際 に ト レ ー を 誘 導 す る 役 目 を 果 た し て 、
確 実 に 適 正 な 向 き と な る よ う に す る 。 誘 導 ポ ス ト 336は 、 保 存 に 際 し て ト レ ー を 積 み 重 ね
る 際 の 積 み 重 ね 用 の ポ ス ト の 役 目 も 果 た し （ 図 20を 参 照 の こ と ） 、 ボ ー ル 338は 、 上 側 の
ト レ ー の 底 部 に 設 け ら れ た く ぼ み 339（ 図 19を 参 照 の こ と ） と 係 合 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
ト レ ー 330は 、 大 き な 裾 広 が り の ノ ッ チ 340を 備 え て お り 、 こ の ノ ッ チ 340は 、 こ の ト レ ー
が 棚 302に 挿 入 さ れ る と き に は 機 械 の 方 を 向 い て い る 。 ノ ッ チ 340の 最 奥 部 に は 、 対 向 す る
キ ー 溝 342が 設 け ら れ て お り 、 後 述 す る 浮 動 キ ー と 係 合 す る よ う に な っ て い る 。 キ ー 溝 は
、 好 ま し く は 、 ミ リ ン グ し た 真 鍮 製 の ハ ブ 挿 入 部 343に 形 成 さ れ て お り 、 こ の ハ ブ 挿 入 部 3
43は 、 ト レ ー の 上 面 の く ぼ み に 、 ト レ ー の 上 面 と 面 一 と な る よ う に 、 ね じ 止 め さ れ て い る
。
【 ０ ０ ７ １ 】
図 14、 15、 お よ び 15aに つ い て 説 明 す る と 、 外 側 の 回 転 ス ピ ン ド ル 350の 上 部 と 下 部 が 、 ベ
ア リ ン グ 352、 354で 、 そ れ ぞ れ 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。 外 側 の ス ピ ン ド ル 350は 、 1回
に 1枚 の み の ト レ ー と 係 合 し て 、 そ の ト レ ー を 回 転 さ せ る の で 、 ピ ッ ク ＆ プ レ ー ス ・ ア ー
ム 304は 、 基 板 262に 設 け ら れ た 開 口 部 266を 通 過 し 、 任 意 の 利 用 さ れ て い な い ト レ ー の 定
位 置 に 位 置 あ わ せ さ れ た ノ ッ チ 340を 通 過 し て 下 向 き に 移 動 す る こ と に よ り 、 バ イ ア ル に
ア ク セ ス す る こ と が で き る 。 図 14は 、 ト レ ー の 定 位 置 を 破 線 で 示 し 、 こ こ で 、 ト レ ー の ノ
ッ チ 340は 位 置 あ わ せ さ れ て お り 、 外 側 ス ピ ン ド ル 350を 包 持 し て い る 。 外 側 の ス ピ ン ド ル
350は 、 コ ン ピ ュ ー タ 制 御 さ れ た 回 転 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー （ stepper motor） 356と タ イ
ミ ン グ 歯 車 360、 362と 係 合 し た タ イ ミ ン グ ベ ル ト 358に よ っ て 、 底 部 か ら 、 高 精 度 で 回 転
さ れ る 。 下 向 き の 光 学 回 転 位 置 セ ン サ ー 363が 、 位 置 あ わ せ さ れ た ト レ ー の ノ ッ チ の 上 方
に 配 置 さ れ て お り 、 こ の 回 転 位 置 セ ン サ ー 363が 、 ト レ ー が い つ 、 ど の よ う に 定 位 置 か ら
回 転 し た の か を 検 出 し 、 そ し て ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 356の 回 転 を 制 御 す る た め の フ ィ ー
ド バ ッ ク を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
外 側 の ス ピ ン ド ル 350の 内 部 に は 、 内 側 の ス ピ ン ド ル 364が 設 け ら れ 、 こ の 内 側 の ス ピ ン ド
ル 364に は 、 各 ト レ ー に 関 し て 1対 ず つ 、 8対 の 対 向 す る キ ー 365が 設 け ら れ て い る 。 キ ー 36
5は 、 外 側 の ス ピ ン ド ル 350か ら 、 外 側 の ス ピ ン ド ル に 設 け ら れ た 対 向 す る ス ロ ッ ト 366を
通 し て 突 出 し て い る （ ス ピ ン ド ル と 、 一 番 下 の ト レ ー 2枚 の 中 央 部 の 断 面 図 で あ る 図 15aを
参 照 の こ と ） 。 内 側 の ス ピ ン ド ル 364は 、 内 側 の 親 ね じ 372に よ っ て 、 外 側 の ス ピ ン ド ル 35
0の 内 部 を 上 下 に 移 動 す る 。 親 ね じ 372は 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 376お よ び タ イ ミ ン グ 歯 車 378
、 380を 介 し て 、 親 ね じ ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 374に よ っ て 回 転 さ れ る 。 内 側 の ス ピ ン ド ル
364の 頂 部 に は 、 キ ー 「 定 位 置 （ home） 」 セ ン サ ー 382が 設 け ら れ て お り （ 図 15を 参 照 の こ
と ） 、 基 準 点 を 提 供 し て い る 。 す な わ ち 、 機 械 の 始 動 時 に は 、 内 側 の ス ピ ン ド ル が キ ー 「
定 位 置 」 セ ン サ ー 382ま で 戻 り 、 そ の 後 、 そ の 位 置 か ら の 内 側 の ス ピ ン ド ル の 動 き が 参 照
さ れ る 。
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【 ０ ０ ７ ３ 】
図 15に 示 す よ う に 、 キ ー の 各 組 は 、 縦 方 向 に 均 一 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 間 隔
ま た は ピ ッ チ は 、 全 数 の 搭 載 ト レ ー 330の キ ー 溝 342の ピ ッ チ と は 異 な る 。 し た が っ て 、 キ
ー が ど の キ ー 溝 と 係 合 す る か は 、 内 側 の ス ピ ン ド ル の 上 下 方 向 の 位 置 に よ っ て 決 ま り 、 ど
の 時 点 で も 、 係 合 し て い る の は 1対 の キ ー 溝 （ ト レ ー ） だ け で あ る 。 図 15aの 拡 大 図 で は 、
一 番 下 の ト レ ー 330-1の キ ー 溝 342は 、 キ ー 365と 係 合 し て い る が 、 下 か ら 二 番 目 の ト レ ー 3
30-2の キ ー 溝 は 、 ど の キ ー と も 係 合 し て い な い 。 内 側 の ス ピ ン ド ル 364が 、 ピ ッ チ 差 の 1/8
動 く と 、 そ れ ま で 係 合 し て い た ト レ ー が 外 れ て 、 す ぐ 隣 の ト レ ー が 係 合 す る 。 棚 302に よ
っ て 規 定 さ れ る ト レ ー ス ロ ッ ト に 1枚 以 上 の ト レ ー が 不 在 で あ っ て も 、 搭 載 お よ び 取 り 出
し 機 構 の 動 作 は 影 響 を う け な い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
ピ ッ ク ＆ プ レ ー ス ・ ア ー ム 304が 、 （ コ ン ピ ュ ー タ の 制 御 装 置 に よ っ て 決 定 さ れ た ） 特 定
の ト レ ー に ア ク セ ス す る 場 合 に は 、 親 ね じ モ ー タ ー 374に よ っ て 、 内 側 の ス ピ ン ド ル が 適
当 な 距 離 だ け 移 動 さ れ 、 適 当 な キ ー が 、 そ の 特 定 の ト レ ー の キ ー 溝 と 係 合 す る 。 次 に 、 ア
ー ム 304が 特 定 の 凹 部 332に ア ク セ ス で き る よ う 、 回 転 モ ー タ ー 356が 、 楔 止 さ れ た ト レ ー
を 適 正 な 角 位 置 ま で 回 転 さ せ る 。 ト レ ー が 積 層 し て 配 置 さ れ 、 積 層 さ れ た ト レ ー の 裾 広 が
り の ノ ッ チ 340を 通 し て 把 持 手 段 312が 特 定 の ト レ ー に ア ク セ ス し 、 各 ト レ ー に 凹 部 332が
密 集 し て 配 置 さ れ て い る の で 、 LBP装 置 の コ ン パ ク ト な 基 部 に 容 易 に 組 み 込 む こ と が で き
、 極 め て コ ン パ ク ト で 、 容 量 が 大 き く 、 効 率 的 な バ イ ア ル 取 り 扱 い シ ス テ ム が 実 現 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
図 示 し た 態 様 で は 、 LBP装 置 は 、 そ れ ぞ れ 検 体 バ イ ア ル 41本 を 保 持 す る ト レ ー を 8枚 ま で 収
納 す る こ と が で き る 。 こ の 41本 分 の 凹 所 の う ち の 1箇 所 を 清 浄 用 の バ イ ア ル の た め に 確 保
し 、 こ の バ イ ア ル に 清 浄 液 を 入 れ て お い て 、 検 体 液 と 通 常 接 触 す る 装 置 の 各 部 が 清 浄 化 さ
れ る よ う に す る こ と が で き る 。 ま た は 、 こ の 41本 目 の バ イ ア ル に は 、 較 正 （ calibration
） 用 の 代 表 的 な 対 照 検 体 を 入 れ て お く こ と も で き る 。 こ の よ う に 、 LBP装 置 は 、 処 理 を 行
う べ き 検 体 の 入 っ た バ イ ア ル を 、 少 な く と も 320本 ま で 収 納 す る こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 本 装 置 は 、 長 時 間 に わ た っ て 連 続 的 に 無 人 操 作 を 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 少 な く と も
8時 間 は 連 続 無 人 操 作 を 行 う こ と が で き る の で 、 検 査 施 設 の 人 員 が 通 常 は 不 在 で あ る よ う
な 、 た と え ば 夜 の 時 間 帯 で あ っ て も 、 検 体 の 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
ト レ ー 330に バ ー コ ー ド を 付 す か 、 他 の か た ち で 機 械 で 読 み と り 可 能 な 識 別 用 デ ー タ の ラ
ベ ル を 付 し た 場 合 に は 、 指 令 を 受 け た 場 合 に 特 定 の ト レ ー に ア ク セ ス す る こ と が で き る よ
う な 自 動 保 存 装 置 で ト レ ー を 使 用 す る こ と が で き る 。 ト レ ー の 識 別 デ ー タ は 、 統 合 デ ー タ
管 理 シ ス テ ム に 入 力 し て 、 ト レ ー に 保 存 し た す べ て の 検 体 バ イ ア ル の 位 置 を 容 易 に 確 認 で
き る よ う に し て お く 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
ト レ ー を 利 用 し た 検 体 バ イ ア ル の 保 存 に 関 し て は 、 ラ イ ナ ー 型 の シ ス テ ム を ト レ ー 330と
と も に 使 用 す る こ と に よ っ て 費 用 を 低 減 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 バ イ ア ル を 、 ト レ
ー 330と 合 致 さ せ 、 凹 所 332に 容 易 に 褶 動 し て 納 ま る よ う な 薄 い シ ー ト 状 の ラ イ ナ ー （ 図 示
せ ず ） で 保 持 し て 保 存 す る こ と が で き る 。 ラ イ ナ ー は 、 バ イ ア ル を 最 大 限 に 搭 載 し て も 自
立 性 が 保 た れ る よ う な 堅 さ を 有 し て お り 、 積 層 が 可 能 で 、 移 動 し や す い よ う 台 車 付 き ワ ゴ
ン に 収 納 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
デ ー タ の 受 け 入 れ と 検 体 の 管 理
各 検 体 バ イ ア ル と 、 各 検 体 バ イ ア ル か ら 製 造 さ れ た 検 体 ス ラ イ ド に つ い て は 、 常 時 所 在 を
確 認 し て お く こ と が も ち ろ ん 重 要 で あ る 。 し た が っ て 、 LBP装 置 は 、 通 常 、 受 け 入 れ ス テ
ー シ ョ ン 102ま た は 他 の コ ン ピ ュ ー タ を 介 し て 、 統 合 デ ー タ 管 理 シ ス テ ム （ DMS） 104と 通
信 し て い る 。 図 21に は 、 検 体 バ イ ア ル の 取 り 扱 い と 、 LBP装 置 の 操 作 に 統 合 さ れ る デ ー タ
の 流 れ を 模 式 的 に 示 す 。 LBP装 置 と DMSと の 通 信 リ ン ク は 、 直 接 的 な ピ ア ・ ツ ウ ・ ピ ア （ pe
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er-to-peer） の 接 続 を 使 用 す る イ ー サ ネ ッ ト や 他 の プ ロ ト コ ー ル を 介 し て 、 ま た は 、 サ ー
バ ー を 基 本 と し た ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
検 体 処 理 操 作 は 、 ラ ベ ル を 付 し た 検 体 バ イ ア ル か ら 、 デ ー タ を 、 た と え ば 、 デ ー タ 入 力 端
末 ま た は 受 け 入 れ ス テ ー シ ョ ン に 設 け た バ ー コ ー ド リ ー ダ ー を 経 由 し て 、 DMSに 回 収 ま た
は 移 動 す る と こ ろ か ら 開 始 し 、 こ の 過 程 は 、 直 接 接 続 す る こ と に よ っ て も 、 ネ ッ ト ワ ー ク
を 介 し て 行 う こ と も で き る 。 検 体 追 跡 デ ー タ は 、 た と え ば 、 患 者 の 氏 名 、 検 査 の 識 別 （ ID
） 番 号 、 患 者 に つ い て の デ ー タ 、 任 意 の 特 別 な 処 理 上 の 指 示 事 項 を 含 む こ と が で き る 。 た
と え ば 、 バ ー コ ー ド を 付 し た 検 体 バ イ ア ル は 、 当 初 は 紙 の 申 込 用 紙 の 様 式 、 そ し て そ の 後
は デ ー タ ベ ー ス 中 の 個 別 に 割 り 当 て た 番 号 形 式 の IDに よ っ て 、 患 者 に つ い て の 情 報 と 関 連
づ け る こ と が で き る 。 好 ま し い 態 様 で は 、 バ イ ア ル の バ ー コ ー ド を 含 む 患 者 と 検 査 に つ い
て の 情 報 を 、 医 療 現 場 （ た と え ば 、 医 師 の 診 察 室 ） で 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 繋 い だ DMSデ ー タ
ベ ー ス に 入 力 す る こ と に よ り 、 紙 の 申 し 込 み 様 式 を 完 全 に 不 要 と す る こ と が で き る 。 ア キ
ュ メ ド ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 社 （ AccuMed International、 Inc.） （ 現 在 の モ レ キ ュ ラ ー
・ ダ イ ア グ ノ ス テ ィ ッ ク 社 （ Molecular Diagnostics、 Inc.） 、 す な わ ち MDI） に 譲 渡 さ れ
た 米 国 特 許 第 5,963,368号 （ 本 明 細 書 に 参 照 と し て 組 み 入 れ ら れ る ） に は 、 生 物 学 的 検 体
分 析 用 の コ ン ピ ュ ー タ -制 御 機 器 （ 顕 微 鏡 ） に 適 用 し た 類 似 の 概 念 と 、 各 分 析 で 得 ら れ た
デ ー タ を 保 存 す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 米 国 特 許 第 5,963,368号 は 、 液 体 ベ ー ス の
細 胞 診 断 の 分 野 モ ノ ジ ェ ン 社 （ MonoGen、 Inc.、 こ の 出 願 の 所 有 者 ） に 対 し て 、 非 蛍 光 に
基 づ く 画 像 解 析 素 子 、 方 法 、 シ ス テ ム お よ び /ま た は 機 器 と 組 み 合 わ せ て 、 あ る い は そ れ
ら と と も に 使 用 す る べ く 排 他 的 に 認 可 さ れ て い る 。 モ ノ ジ ェ ン の 市 販 の 病 理 ワ ー ク ス テ ー
シ ョ ン お よ び デ ー タ 管 理 シ ス テ ム は 、 米 国 特 許 第 5,963,368号 に 開 示 さ れ た 概 念 を 実 現 し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
各 検 体 バ イ ア ル は 、 識 別 用 （ ID） の 記 号 ま た は ラ ベ ル （ た と え ば 、 バ ー コ ー ド ） お よ び /
ま た は 保 存 さ れ た 情 報 ラ ベ ル ま た は 記 号 、 た と え ば 、 ホ ロ グ ラ ム ま た は メ モ リ ー チ ッ プ ま
た は 素 子 を 備 え て い る 。 本 態 様 は 、 IDラ ベ ル を 光 学 読 み と り 装 置 、 た と え ば バ ー コ ー ド リ
ー ダ ー で 読 み と り 、 こ の 光 学 読 み と り 装 置 か ら 情 報 を DMSに 送 っ て 、 同 一 ま た は 異 な っ た
場 所 、 た と え ば 検 査 施 設 、 医 師 の 診 察 室 、 病 院 、 ま た は 他 の 患 者 の 看 護 に 置 か れ た 別 々 の
ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン ま た は 機 器 の 間 で 情 報 を 共 有 す る こ と を 念 頭 に 置 い て い る 。 図 21aは
、 DMSを 拡 張 し 、 検 体 デ ー タ /患 者 デ ー タ を サ ー バ ー を 通 じ て 各 種 の 検 体 処 理 装 置 お よ び /
ま た は コ ン ピ ュ ー タ 化 し た ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン と 関 連 づ け て 、 完 全 に 統 合 さ れ た 検 体 の 管
理 を 実 現 し た 検 査 シ ス テ ム の 全 体 を 図 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
別 の バ ー コ ー ド リ ー ダ ー 230（ 図 11を 参 照 の こ と ） が 、 LBP機 械 自 体 に 装 着 さ れ お り 、 こ の
バ ー コ ー ド リ ー ダ ー 230が 、 処 理 を 行 う 前 に 、 す べ て の 検 体 バ イ ア ル を 、 各 搬 送 用 レ セ プ
タ ク ル 246に 設 け ら れ た ス リ ッ ト を 通 し て 走 査 す る 。 各 搬 送 用 レ セ プ タ ク ル 246は 、 こ う し
た 通 常 の 光 学 読 み と り 装 置 で 読 み と り 可 能 な 記 号 ま た は コ ー ド 、 た と え ば バ ー コ ー ド を 使
用 し て 追 跡 す る 。 LBP装 置 で 使 用 す る バ ー コ ー ド リ ー ダ ー は 、 任 意 の 市 販 の 型 式 、 た と え
ば 、 キ ー エ ン ス （ Keyence） の BL-600の よ う な 、 最 低 限 、 BCR対 象 コ ー ド と し て 、 物 流 用 の
標 準 バ ー コ ー ド （ Interleaved 2 of 5） 、 コ ー ド 128c、 ま た は EAN128を 読 み と る こ と の で
き る も の と す る こ と が で き る 。 操 作 者 を 保 護 す る う え で は 、 バ ー コ ー ド リ ー ダ ー は 、 液 密
な 格 納 容 器 に 封 止 さ れ て い る の が 好 ま し い 。 検 体 バ イ ア ル /搬 送 用 レ セ プ タ ク ル の IDを 読
み と っ た 後 、 デ ー タ を 、 ホ ス ト デ ー タ ベ ー ス ま た は ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の DMSに 送 る と 、
ホ ス ト デ ー タ ベ ー ス ま た は ロ ー カ ル ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン は 、 LBP装 置 に 、 そ の 個 別 の 検 体
で 実 施 す べ き 具 体 的 な 処 理 プ ロ ト コ ー ル を 送 り 返 し て く る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
デ ー タ 管 理 シ ス テ ム （ DMS） の 最 も 重 要 な 機 能 と し て は 、 た と え ば 、 以 下 の も の が あ る 。
受 け 入 れ の 間 に 患 者 と 検 体 に つ い て の デ ー タ を 得 、 必 要 に 応 じ て 各 装 置 に こ の デ ー タ を 提
供 し て 、 処 理 パ ラ メ ー タ を 設 定 し 、 医 療 デ ー タ を ス ラ イ ド の 観 察 者 に 提 供 す る 。
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検 体 お よ び ス ラ イ ド に つ い て の 物 証 保 管 の 継 続 性 を 維 持 し 、 デ ー タ 保 全 を 確 実 に 行 う 。
デ ー タ を コ ン パ イ ル し 、 規 制 、 法 令 順 守 、 検 査 管 理 報 告 書 と し て 必 要 と さ れ る 様 式 を 印 刷
す る 。
医 学 報 告 書 を 作 成 し 、 保 護 さ れ た デ ジ タ ル 電 子 署 名 を 使 用 し て デ ー タ 保 全 を 確 実 に 行 う 。
機 器 に つ い て 、 「 使 用 回 ご と の 」 料 金 の 請 求 書 作 成 発 送 を 管 理 す る 。
各 処 理 に 関 し て 最 適 な 処 理 プ ロ ト コ ー ル を 蓄 積 し 、 検 体 の 種 類 お よ び /ま た は 利 用 者 の 要
求 に し た が っ て 、 装 置 に 最 適 の 処 理 プ ロ ト コ ー ル を 供 給 す る 。
遠 隔 診 断 お よ び 修 理 を 可 能 と し 、 利 用 者 の マ ニ ュ ア ル お よ び ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ の 手
引 書 を 提 供 す る 。
図 21bは 、 こ れ ら の 作 業 を 遂 行 す る 際 に 使 用 す る こ と の で き る リ レ ー シ ョ ナ ル （ relationa
l） デ ー タ ベ ー ス 表 の 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
DMSは 、 細 胞 診 断 処 理 の 各 種 の 段 階 で 、 紙 を 必 要 と し な い デ ー タ の 流 れ を 実 現 す る こ と が
で き る の で 、 有 意 な 量 の 人 員 の 時 間 お よ び 費 用 を 節 約 し 、 転 記 ミ ス を 減 ら し 、 正 確 さ を 向
上 し 、 紙 の 記 録 を 保 存 す る の に 必 要 な 空 間 を 不 要 と す る こ と が で き る 。 デ ー タ の 取 得 、 保
存 、 検 索 を 自 動 化 し て 管 理 す る こ と に よ っ て 、 検 体 に 対 す る 応 答 時 間 が 有 意 に 短 縮 さ れ 、
各 操 作 の 効 率 が 上 が る 。 較 正 が 自 動 的 に 実 施 さ れ 、 機 械 的 に 照 合 確 認 さ れ る の で 、 潜 在 的
な 問 題 が 早 い 段 階 で 特 定 さ れ 、 検 体 の 質 が 向 上 す る 。 ま た 、 多 文 化 環 境 に あ る 検 査 施 設 の
場 合 に は 、 世 界 規 模 で の 販 売 に む け て 外 国 語 に 関 し て 自 在 に 支 援 を 受 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
DMSは 、 共 通 の ユ ー ザ ・ イ ン タ フ ェ ー ス を 提 供 し 、 こ の ユ ー ザ ・ イ ン タ フ ェ ー ス は 、 連 結
さ れ た 各 検 査 装 置 お よ び ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の 操 作 に つ い て の 詳 細 な 情 報 を 提 供 し 、 か つ
オ ン ラ イ ン の 利 用 者 マ ニ ュ ア ル や 訓 練 補 助 プ ロ グ ラ ム を 使 用 で き る の で 、 使 用 が 容 易 と な
り 、 訓 練 が 低 減 さ れ る 。 DMSは 、 備 え 付 け の ソ フ ト ウ ェ ア ・ イ ン タ フ ェ ー ス を 通 じ て 、 患
者 や 検 体 に 関 す る す べ て の 関 連 デ ー タ の 、 利 用 者 自 身 の LIS（ ま た は 他 の デ ー タ 管 理 シ ス
テ ム ） と の 交 換 を 取 り 扱 う 。 そ の 上 、 離 れ た 場 所 に あ る 機 器 で 診 断 を 行 う こ と が で き る の
で 、 中 断 の な い 最 大 限 の 操 作 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。 ペ ー パ ー ワ ー ク が 減 り 、 他 の 機
器 お よ び 既 存 の コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク と の 相 互 互 換 性 が 高 ま り 、 他 の 中 央 病 院 ま た は
検 査 情 報 シ ス テ ム と の 統 合 が 可 能 と な る と 、 利 用 者 の 便 益 も 有 意 に 高 ま る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
通 常 の 操 作 で は 、 検 査 施 設 は 、 （ 1） 健 康 管 理 の 提 供 者 か ら 、 申 込 用 紙 を 、 バ ー コ ー ド を
予 め 付 し た 検 体 バ イ ア ル と と も に 受 取 り 、 （ 2） 検 体 に 個 別 の ID番 号 （ 受 け 入 れ 番 号 ） を
割 り 当 て 、 （ 3） 申 込 用 紙 の 情 報 に も と づ い て 、 具 体 的 な LBP検 査 IDを 入 力 し て 、 使 用 す る
処 理 を 具 体 的 に 指 定 す る 。 図 23は 、 技 術 者 に 呈 示 さ れ 、 バ イ ア ル の バ ー コ ー ド 、 受 け 入 れ
番 号 、 LBP処 理 コ ー ド が 入 力 さ れ る 受 け 入 れ （ デ ー タ 入 力 ） 画 面 の 例 を 示 す 。 処 理 を 行 う
た め に 検 体 バ イ ア ル を LBP装 置 に 搭 載 す る 際 に は 、 LBP装 置 は 、 自 動 的 に 検 体 バ イ ア ル 上 の
バ ー コ ー ド を 読 み と り 、 バ ー コ ー ド の 番 号 （ 106） を DMSに 送 り 、 DMSは 、 選 択 さ れ た 検 査
と 、 作 成 す べ き ス ラ イ ド の 数 に つ い て の 処 理 パ ラ メ ー タ を 送 り 返 す 。 LBP装 置 は 、 受 取 通
知 （ 108） を 送 り 返 し 、 検 体 を 処 理 し て 、 DMSを 介 し て 指 示 さ れ た 1枚 ま た は 2枚 以 上 の ス ラ
イ ド を 作 成 す る 。 LBP装 置 が 、 検 体 バ イ ア ル か ら 濾 過 に よ っ て 得 ら れ た 材 料 を 検 体 ス ラ イ
ド に 押 圧 転 写 す る 直 前 に 、 LBP装 置 は 、 検 体 試 料 を 載 置 す る 予 め バ ー コ ー ド を 付 し て お い
た ス ラ イ ド か ら バ ー コ ー ド を 読 み と る 。 LBP装 置 は 、 各 ス ラ イ ド の バ ー コ ー ド （ 110） と 、
関 連 し た バ イ ア ル の バ ー コ ー ド を DMSに 送 り 、 DMSは 、 患 者 デ ー タ ベ ー ス に ス ラ イ ド の バ ー
コ ー ド 番 号 を 記 録 し て デ ー タ ベ ー ス を ア ッ プ デ ー ト し 、 ス ラ イ ド の バ ー コ ー ド 番 号 を 正 し
い バ イ ア ル 番 号 と 関 連 づ け 、 LBP装 置 に 処 理 命 令 信 号 （ 112） を 送 る 。 す る と 、 LBP装 置 は
、 検 体 か ら 得 た 細 胞 診 断 用 試 料 を 1枚 以 上 の ス ラ イ ド に 押 圧 転 写 し 、 オ ン ボ ー ド ・ デ ー タ
の ロ グ を 、 次 に 処 理 を 行 う 検 体 に 備 え さ せ る 。 図 24に 図 示 し て あ る の は 、 バ イ ア ル 番 号 、
ス ラ イ ド 番 号 、 お よ び 患 者 の デ ー タ を 含 む 、 こ の 時 点 で DMSデ ー タ ベ ー ス に 関 連 づ け ら れ
て い る デ ー タ 項 目 を 示 す DMSの メ ニ ュ ー 画 面 の 例 で あ る 。 DMSは 、 ス ラ イ ド の ID番 号 と 、 関
連 す る バ イ ア ル の ID番 号 、 患 者 の デ ー タ 、 お よ び 処 理 プ ロ ト コ ー ル が 列 挙 さ れ た 印 刷 可 能
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な 報 告 書 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
最 低 で も 、 プ ロ ト コ ー ル の 変 数 は 、 検 体 混 合 時 間 （ 撹 拌 速 度 お よ び 時 間 ） お よ び フ ィ ル タ
ー の 選 択 を 含 む 。 通 常 、 初 期 撹 拌 速 度 は 、 500 rpm～ 3,000 rpmの 範 囲 で 50 rpmき ざ み で 選
択 可 能 と す る 。 撹 拌 間 隔 は 、 5～ 120秒 の 範 囲 で 5秒 ず つ 選 択 可 能 と す る 。 フ ィ ル タ ー 型 の
選 択 は 、 平 均 孔 径 を 基 準 と し 、 選 択 し た 検 査 プ ロ ト コ ー ル に 応 じ て 、 5ミ ク ロ ン （ 赤 色 の
ハ ウ ジ ン グ ） （ た と え ば 、 痰 検 体 の よ う な 非 婦 人 科 検 体 の 場 合 ） と し た り 、 ま た は 8ミ ク
ロ ン （ 白 色 の ハ ウ ジ ン グ ） （ た と え ば 、 婦 人 科 検 体 の 場 合 ） と し た り す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
LBP装 置 は 、 試 料 の 入 り 交 じ っ た か た ち で の 運 転 （ す な わ ち 各 種 の 検 体 の 入 っ た バ イ ア ル
が 混 在 す る か た ち で の 運 転 ） を 互 換 的 に 行 う こ と も で き 、 さ ら に 同 種 の 検 体 ご と に バ ッ チ
処 理 を 行 う 必 要 が な い 。 検 体 の 処 理 に 際 し て は 、 少 な く と も 100種 の 異 な っ た 処 理 プ ロ ト
コ ー ル を 実 施 す る こ と が で き 、 こ う し た 処 理 プ ロ ト コ ー ル は 、 DMS内 に 、 利 用 者 が ア ク セ
ス 可 能 な か た ち で 存 在 し て い る 。 予 め 定 義 し て お い た 手 順 コ ー ド （ 検 査 ID） 、 た と え ば 下
記 の よ う な コ ー ド を 使 用 し て 、 操 作 者 の 入 力 を 簡 略 化 し 、 ど の プ ロ ト コ ー ル を 使 用 す る の
か を 特 定 す る こ と が で き る 。
1 乳 房 嚢 胞 、 左
2 乳 房 嚢 胞 、 右
3 気 管 支 の ブ ラ ッ シ ン グ 液
4 気 管 支 洗 浄 液
5 気 管 支 肺 胞 洗 浄 液
6 脳 脊 髄 液
7 結 腸 の ブ ラ ッ シ ン グ 液 /洗 浄 液
8 食 道 の ブ ラ ッ シ ン グ 液 /洗 浄 液
9 胃 の ブ ラ ッ シ ン グ 液 /洗 浄 液
10 歯 肉 （ 頬 側 ） の 掻 き 取 り 液
11 婦 人 科 の パ パ ニ コ ロ ー 塗 抹 検 査 検 体
12 小 腸 ブ ラ ッ シ ン グ 液 /洗 浄 液
13 乳 頭 分 泌 液 、 左
14 乳 頭 分 泌 液 、 右
15 卵 巣 嚢 胞 、 左
16 卵 巣 嚢 胞 、 右
17 膜 液
18 腹 水
19 胸 水
20 直 腸 ブ ラ ッ シ ン グ 液 /洗 浄 液
21 痰 （ 誘 導 ）
22 痰 （ 自 発 ）
23 尿 （ 導 尿 ）
24 尿 （ 随 時 尿 ）
【 ０ ０ ８ ８ 】
各 検 体 は 、 新 し い フ ィ ル タ ー で 処 理 し て 、 相 互 汚 染 の 可 能 性 を 防 止 す る 。 本 態 様 で は 、 2
種 以 上 の 異 な っ た 型 の フ ィ ル タ ー の い ず れ か を 特 定 し て 使 用 す る こ と が で き る の で 、 多 岐
に わ た る 選 択 肢 の 検 査 を 行 う こ と が で き る （ 本 装 置 は 、 8本 の フ ィ ル タ ー チ ュ ー ブ を 備 え
て い る の で 、 8種 ま で の 異 な っ た 型 の フ ィ ル タ ー を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る ） 。 各 種 の
検 体 ご と の 処 理 パ ラ メ ー タ は 、 前 も っ て 遠 隔 操 作 で 決 定 し て お い て 、 鍵 と な る 識 別 子 と し
て 検 体 バ イ ア ル の バ ー コ ー ド を 使 用 す る こ と に よ り 、 双 方 向 通 信 リ ン ク を 通 じ て 処 理 装 置
に 通 信 す る こ と が で き る 。 LBP装 置 は 、 デ フ ォ ル ト の （ DMSに 予 め 搭 載 し て お い た ） 処 理 プ
ロ ト コ ー ル を 使 用 す る こ と も 、 DMSに 利 用 者 が 加 え る こ と の で き る 検 査 施 設 で 生 成 し た 処
理 プ ロ ト コ ー ル を 使 用 す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ８ ９ 】
バ ー コ ー ド リ ー ダ ー 230の 地 点 、 あ る い は そ の す ぐ 下 流 に 、 充 填 量 が 過 剰 な バ イ ア ル を 検
出 す る 装 置 （ 図 示 せ ず ） を 設 け て 、 各 半 透 明 バ イ ア ル に 過 剰 量 の 流 体 が 入 っ て い な い か ど
う か を 検 出 す る こ と も で き る 。 充 填 量 過 剰 バ イ ア ル を 開 い て 処 理 す る と 、 生 物 学 的 流 体 が
こ ぼ れ た り 、 射 出 し た り し て 危 険 な こ と が あ る 。 し た が っ て 、 充 填 量 過 剰 バ イ ア ル が 検 出
さ れ た 場 合 に は 、 DMSに そ の 旨 の 通 知 が な さ れ 、 そ の バ イ ア ル に つ い て の 全 LBP処 理 プ ロ ト
コ ー ル が キ ャ ン セ ル さ れ 、 充 填 量 過 剰 バ イ ア ル の 蓋 は 開 か れ ぬ ま ま 、 処 理 経 路 を ま わ る こ
と が 可 能 と な る 。 あ る い は 、 充 填 量 過 剰 状 態 を 、 バ イ ア ル 搭 載 機 構 300に よ っ て バ イ ア ル
が 搭 載 さ れ る コ ン ベ ヤ ホ ル ダ ー 246で 検 出 す る こ と も で き る 。 充 填 量 過 剰 バ イ ア ル が こ の
地 点 で 検 出 さ れ た 場 合 に は 、 DMSに そ の 旨 の 通 知 が な さ れ 、 搭 載 機 構 は 、 た た ち に 、 充 填
量 過 剰 バ イ ア ル を そ の ト レ ー 330に 戻 す よ う 指 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
各 バ イ ア ル の コ ン ベ ヤ へ の 搭 載 時 に 検 出 さ れ た 他 の 異 常 に 対 処 す る 際 も 、 同 様 の ア プ ロ ー
チ を と る こ と が で き る 。 た と え ば 、 セ ン サ ー （ 図 示 せ ず ） を 使 用 し て 、 バ イ ア ル 上 の バ ー
コ ー ド が 読 め な い 場 合 や 、 ホ ル ダ ー 246内 で の バ イ ア ル の 位 置 が 適 正 で な い 場 合 を 検 知 す
る こ と が で き る 。 そ う し た 状 態 が 検 出 さ れ た 場 合 に は 、 DMSに そ の 旨 の 通 知 が な さ れ 、 搭
載 機 構 は 、 た だ ち に 、 充 填 量 過 剰 バ イ ア ル を そ の ト レ ー 330に 戻 す よ う 指 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
図 22は 、 DMSを 稼 働 す る 際 に 使 用 す る こ と の で き る 、 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム ま た は ワ
ー ク ス テ ー シ ョ ン 270の 構 成 部 品 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 270は 、
通 常 、 中 央 処 理 装 置 （ CPU） 272と シ ス テ ム メ モ リ ー 274と を 備 え て い る 。 シ ス テ ム メ モ リ
ー 274は 、 通 常 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 276、 BIOSの ド ラ イ バ ー 278、 お よ び 応 用 プ ロ
グ ラ ム 271、 た と え ば 、 DMSを 含 む 。 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 270は 、 入 力 装 置 273、 た
と え ば 、 マ ウ ス 、 キ ー ボ ー ド 、 マ イ ク 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク 、 光 学 読 み と り 装 置 ま た は バ ー
コ ー ド リ ー ダ ー な ど と 、 出 力 装 置 、 た と え ば プ リ ン タ ー 275Pお よ び 表 示 画 面 275Mを 含 む も
の と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム ま た は ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン は 、 電 子 ネ ッ ト ワ ー ク 280、 た と え ば コ
ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク 280は 、 公
的 ネ ッ ト ワ ー ク 、 た と え ば イ ン タ ー ネ ッ ト ま た は メ ト ロ ポ リ タ ン ネ ッ ト ワ ー ク （ Metropol
itan Area Network、 MAN） 、 ま た は 他 の 私 的 ネ ッ ト ワ ー ク 、 た と え ば 会 社 の 構 内 ネ ッ ト ワ
ー ク （ Local Area Network、 LAN） ま た は 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク （ Wide Area Network、 WAN）
、 ま た は 仮 想 専 用 網 と す る こ と が で き る 。 こ の 点 に 鑑 み 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 270は 、
電 子 ネ ッ ト ワ ー ク 280と の 通 信 に 使 用 し う る 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス 277、 た と え ば イ ー サ ネ
ッ ト 、 USB、 ま た は フ ァ イ ア ワ イ ヤ を 含 む も の と す る こ と が で き る 。 他 の コ ン ピ ュ ー タ シ
ス テ ム 279、 た と え ば 、 リ モ ー ト ・ ホ ス ト ・ デ ー タ ベ ー ス 、 他 種 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 、
た と え ば 自 動 分 析 装 置 、 お よ び 病 院 、 検 査 施 設 、 ま た は 他 の 医 療 機 関 の コ ン ピ ュ ー タ ま た
は デ ー タ ベ ー ス （ た と え ば 、 LIS） も 、 電 子 ネ ッ ト ワ ー ク 280に つ な ぐ こ と が で き る 。 他 の
LBP装 置 、 お よ び 別 の タ イ プ の 検 体 処 理 装 置 （ た と え ば 、 自 動 ス ラ イ ド 染 色 装 置 お よ び カ
バ ー ガ ラ ス 載 置 装 置 ） 279aも 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 相 互 に 、 そ し て DMSと 接 続 す る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
当 業 者 で あ れ ば 、 上 述 の シ ス テ ム が 、 電 子 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ た 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ シ
ス テ ム の 代 表 的 な 構 成 部 品 を 含 む も の で あ る こ と に 気 づ く は ず で あ る 。 LBP装 置 お よ び そ
の 処 理 に 際 し て は 、 他 の 多 く の 同 様 の 構 成 も 使 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 明 細 書 に
開 示 す る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム お よ び ネ ッ ト ワ ー ク は 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 明 細 書 に 記 載
し た 方 法 、 シ ス テ ム 、 お よ び ソ フ ト ウ ェ ア を 実 施 し 、 か つ 本 発 明 を 実 施 す る う え で 必 要 と
さ れ る コ ン ピ ュ ー タ デ ー タ お よ び 電 子 シ グ ナ ル を 提 供 す る た め に 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ し 、 構
成 す る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
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ま た 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 明 細 書 に 記 載 し た 「 コ ン ピ ュ ー タ 」 に よ っ て 実 現 さ れ た 発 明 が
、 コ ン ピ ュ ー タ 自 体 で は な い 構 成 部 品 も 含 み う る も の で あ り 、 本 発 明 に 記 載 し た 機 能 の 1
種 以 上 を 実 現 す る た め に 使 用 す る こ と の で き る イ ン タ ー ネ ッ ト 機 器 お よ び プ ロ グ ラ ム 可 能
制 御 装 置 （ PLC） の よ う な 装 置 も 含 み う る こ と を 理 解 で き る は ず で あ る 。 ま た 、 「 電 子 」
ネ ッ ト ワ ー ク は 、 本 発 明 の 処 理 現 場 間 を 接 続 す る 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 一 般 を 称 す る べ く 使 用
し て い る が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 光 学 技 術 ま た は 他 の 同 等 の 技 術 を 使 用 す る こ と に よ っ て こ
う し た ネ ッ ト ワ ー ク を 実 現 し う る こ と が 理 解 で き る は ず で あ る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 別 の シ
ス テ ム の 構 成 や デ ー タ 構 造 を 用 い る こ と に よ っ て 本 発 明 の 機 能 を 実 現 し う る こ と も 理 解 で
き る は ず で あ る 。 こ う し た 構 成 お よ び デ ー タ 構 造 は 、 す べ て 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る と 理 解
さ れ た い 。 こ う し た 文 脈 で は 、 本 発 明 が 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 電 子 デ ー タ を 送 付 す る 際
に 使 用 さ れ る 公 知 の セ キ ュ リ テ ィ 手 段 お よ び 情 報 処 理 手 段 も 利 用 す る も の で あ る こ と に つ
い て も 理 解 さ れ た い 。 し た が っ て 、 公 的 ネ ッ ト ワ ー ク お よ び 私 的 な ネ ッ ト ワ ー ク の 双 方 を
通 じ て 電 子 デ ー タ を 送 る 際 に 使 用 さ れ る 暗 号 化 、 認 証 、 検 証 、 圧 縮 を は じ め と す る セ キ ュ
リ テ ィ 手 段 お よ び 情 報 処 理 手 段 も 、 等 量 者 に は 周 知 の 技 術 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 必 要
に 応 じ て 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
キ ャ ッ プ 取 外 し ス テ ー シ ョ ン
本 発 明 の バ イ ア ル を 基 本 と す る LBP装 置 お よ び シ ス テ ム が 有 す る 利 点 の 一 つ と し て は 、 操
作 者 が 、 潜 在 的 な バ イ オ ハ ザ ー ド 物 質 を 含 む 可 能 性 の あ る 検 体 と 接 触 す る 可 能 性 が 低 減 し
て い る 点 が あ げ ら れ る 。 図 26～ 31に つ い て 説 明 す る と 、 LBP装 置 は 、 ま ず 、 バ イ ア ル 中 の
撹 拌 部 材 40を カ バ ー 30か ら 自 動 的 に 離 脱 さ せ 、 次 に 、 カ バ ー を 取 り 外 し て 廃 棄 す る キ ャ ッ
プ 取 外 し 機 構 400を 備 え て お り 、 こ う し た 過 程 は 、 い ず れ も 、 操 作 者 が 介 入 す る こ と な く
行 わ れ る 。 カ バ ー 30の 取 り 外 し 後 に 、 撹 拌 部 材 が バ イ ア ル の リ ブ 26上 に 受 け 止 め ら れ て い
る 状 態 を 図 示 し た 図 26を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
搬 送 用 レ セ プ タ ク ル 246に 入 っ た ま ま キ ャ ッ プ 取 外 し ス テ ー シ ョ ン に 到 着 し た 閉 鎖 状 態 の
検 体 バ イ ア ル 10は 、 キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド 402と 遭 遇 し 、 こ の キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド 402は
、 検 体 バ イ ア ル の カ バ ー 30ま で 降 下 す る 。 図 27お よ び 28を 参 照 の こ と 。 キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ
ッ ド 402は 、 テ ー パ ー の つ い た 脚 部 404を 4本 を 備 え て お り 、 こ の 4本 の 脚 部 404が 、 テ ー パ
ー の つ い た 把 持 用 の 凹 所 を 形 成 し て お り 、 こ の 凹 所 は 、 ヘ ッ ド 402が 降 下 す る に し た が っ
て カ バ ー 30が 徐 々 に 締 め つ け ら れ る よ う な 間 隔 お よ び 寸 法 を 有 す る 、 た が ね 状 の 内 側 エ ッ
ジ 406を 備 え て い る 。 脚 部 が カ バ ー に し っ か り と 係 合 し た と こ ろ で 、 中 央 ス ピ ン ド ル ま た
は プ ラ ン ジ ャ 408が 降 下 し て カ バ ー 30と 接 触 す る と 、 プ ラ ン ジ ャ に よ っ て カ バ ー に 下 向 き
の 力 が 加 え ら れ 、 上 述 し た よ う に 撹 拌 部 材 40が カ バ ー 30か ら は ず れ て 、 バ イ ア ル 中 で リ ブ
26に 落 ち る 。 次 に 、 プ ラ ン ジ ャ を 後 退 さ せ 、 キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド 402を 反 時 計 回 り （ 図 2
8） に 回 し て 、 カ バ ー 30の ね じ を ゆ る め て 容 器 20か ら 取 り 外 す 。 そ の 後 、 キ ャ ッ プ 取 外 し
ヘ ッ ド と 、 ヘ ッ ド の 把 持 部 材 内 の 取 り 外 し た カ バ ー は 、 図 29お よ び 11に 破 線 410で 示 し た
位 置 ま で 横 方 向 に 移 動 し 、 プ ラ ン ジ ャ 408が 再 度 下 降 し て 、 今 度 は カ バ ー 30を 射 出 し 、 カ
バ ー 30は 、 キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド の 下 方 に 配 置 さ れ た 廃 棄 物 シ ュ ー ト ま た は 貯 蔵 所 に 落 ち
る （ 図 示 せ ず ） 。 ま た は 、 移 動 可 能 な 廃 棄 物 シ ュ ー ト を キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド の 下 方 に 移
動 し て 、 射 出 さ れ た カ バ ー を 受 け 止 め 、 キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド の 横 方 向 の 移 動 を 不 要 と す
る こ と も で き る 。 相 互 汚 染 の 可 能 性 を 排 除 す る た め 、 カ バ ー は 再 使 用 し な い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
プ ラ ン ジ ャ 408は 、 キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド の 頂 部 の L字 形 の ブ ラ ケ ッ ト 415に 装 着 さ れ た 空
気 圧 シ リ ン ダ ー 412に よ っ て 駆 動 さ れ 、 こ の 空 気 圧 シ リ ン ダ ー 412は 、 カ バ ー に 約 30ポ ン ド
以 下 の 力 を 加 え る こ と が で き る 。 シ リ ン ダ ー 412の 動 作 を 停 止 さ せ る と 、 コ イ ル ば ね 413が
、 プ ラ ン ジ ャ を そ の 後 退 位 置 ま で 戻 す 。 ヘ ッ ド 402は 、 約 10ポ ン ド -フ ィ ー ト 以 下 の キ ャ ッ
プ 取 外 し ト ル ク を 、 把 持 用 の 脚 部 を 介 し て 加 え る こ と が で き 、 こ の ト ル ク は 、 カ バ ー を 緩
め る の に 十 分 で あ る 。 把 持 用 脚 部 は 自 己 賦 勢 型 と し て 、 カ バ ー と の 精 密 な 心 合 わ せ や 、 カ
バ ー の 形 状 の わ ず か な 変 形 に よ っ て 、 把 持 に 支 障 を き た す こ と の な い よ う に す る こ と が で
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き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
キ ャ ッ プ 取 外 し 機 構 は 、 装 着 フ レ ー ム 414を 備 え て お り 、 こ の 装 着 フ レ ー ム 414は 、 レ ー ル
418上 処 理 経 路 を 横 方 向 に 褶 動 す る ブ ロ ッ ク 416上 に 支 持 さ れ て い る 。 Y軸 ス テ ッ ピ ン グ モ
ー タ ー 420と 親 ね じ 422は 、 横 方 向 の 動 き を 行 う 。 キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド 402は 、 軸 受 ブ ロ
ッ ク 424内 に 回 転 可 能 に 装 着 さ れ て い る 。 軸 受 ブ ロ ッ ク 424は 、 装 着 フ レ ー ム 414上 を 縦 方
向 に 褶 動 可 能 な C形 フ レ ー ム 426に 固 定 さ れ て い る 。 C形 フ レ ー ム 426、 す な わ ち キ ャ ッ プ 取
外 し ヘ ッ ド 402の 縦 方 向 の 動 き は 、 Z軸 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 428お よ び 親 ね じ 430に よ っ て
生 じ る 。 親 ね じ 430は 、 カ バ ー 30の ね じ が 緩 め ら れ る の に し た が っ て 、 カ バ ー 30の 上 向 き
の 動 き に 応 従 す る こ と が で き る 。 し か し 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 428は 、 キ ャ ッ プ 取 外 し
の 過 程 で は 、 ヘ ッ ド 402が 、 緩 め ら れ つ つ あ る カ バ ー と ほ ぼ 同 じ 速 度 で あ っ て カ バ ー よ り
速 く は な い 速 度 で 上 昇 す る よ う 作 動 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド 402は
、 キ ャ ッ プ 取 外 し モ ー タ ー 432に よ っ て 、 ギ ヤ 減 速 ユ ニ ッ ト 433、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 434、
お よ び タ イ ミ ン グ 滑 車 436、 438を 介 し て 回 転 可 能 に 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
上 述 し た キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド は 、 容 器 と カ バ ー が 通 常 の 「 押 し て か ら 回 す 」 差 込 み 方 式
で 結 合 さ れ て い る バ イ ア ル で も 作 動 す る 。 プ ラ ン ジ ャ 408に よ っ て 加 え ら れ る 下 向 き の 力
は 、 結 合 の 内 部 回 転 防 止 ロ ッ ク を 緩 め る の に 十 分 で あ り 、 把 持 手 段 は 、 カ バ ー を 回 転 さ せ
て 取 り 外 す こ と が で き る 。 取 り 外 す 際 に 回 転 を 必 要 と し な い カ バ ー 、 た と え ば 、 ス ナ ッ プ
・ オ ン 式 の カ バ ー を 有 す る バ イ ア ル の 場 合 は 、 カ バ ー の 結 合 形 式 に 応 じ た 、 設 計 の 異 な る
キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド が 必 要 と な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
カ バ ー を 付 さ れ た バ イ ア ル に 必 要 な 外 力 を 加 え て 撹 拌 部 材 を カ バ ー か ら 離 脱 さ せ る に あ た
っ て は 、 上 述 の プ ラ ン ジ ャ 408の か わ り と な る も の を 、 キ ャ ッ プ 取 外 し ス テ ー シ ョ ン ま た
は そ の 上 流 で 用 い る こ と も で き る 。 た と え ば 、 カ ム 、 レ バ ー ア ー ム な ど の 可 動 機 械 要 素 を
接 触 さ せ て 、 カ バ ー を 下 向 き に 押 圧 す る こ と が で き る 。 ま た は 、 唐 突 な 上 向 き の 外 力 を バ
イ ア ル に 加 え て 、 結 合 部 材 35お よ び 47の 間 の 摩 擦 に よ る 保 持 力 を 超 え る よ う な 加 速 力 を 得
て 、 撹 拌 部 材 を カ バ ー と の 係 合 状 態 か ら 効 果 的 に 引 き 離 す こ と も で き る 。 唐 突 な 外 力 に よ
る 離 脱 は 、 た と え ば 、 閉 じ た バ イ ア ル を 急 激 に 下 向 き に 移 動 さ せ て 、 容 器 20の 底 部 を 、 硬
め の 表 面 に 軽 く 打 ち つ け る こ と に よ っ て 、 た と え ば 、 機 械 的 お よ び /ま た は 空 気 に よ っ て
、 閉 じ た バ イ ア ル を 、 そ の 後 の 処 理 工 程 の 間 バ イ ア ル を 保 持 す る こ と に な る 搬 送 用 支 持 体
246に 押 し 込 ん だ り 、 ま た は 、 バ イ ア ル を 、 シ ュ ー ト を 通 し て 支 持 体 内 ま で 、 撹 拌 部 材 を
離 脱 さ せ る の に 十 分 な 距 離 だ け 落 と し こ ん だ り す る こ と に よ っ て 行 う こ と が で き る 。 バ イ
ア ル に 対 し て 唐 突 な 上 向 き の 力 加 え る 別 の 方 法 と し て は 、 容 器 20の 底 部 を 、 打 撃 部 材 で 打
つ 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 方 法 は 、 た と え ば 、 容 器 20を 架 台 に 載 せ 、 容 器 の 底 部 を 打 撃 部
材 で 瞬 間 的 に 叩 く こ と に よ っ て 、 た と え ば 、 バ イ ア ル の 支 持 体 246に 設 け た 開 口 部 を 通 し
て 、 空 気 お よ び /ま た は 機 械 的 手 段 に よ っ て 容 器 の 底 部 を 叩 く こ と に よ っ て 実 施 す る こ と
が で き る 。 こ う し た 機 構 や 、 こ う し た 作 業 を 実 施 す る う え で 適 当 な 他 の 自 動 化 機 構 を 設 計
す る こ と は 、 当 業 者 の 理 解 の 範 囲 内 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
予 備 処 理 （ 一 次 撹 拌 ） ス テ ー シ ョ ン
キ ャ ッ プ 取 り 外 し の 完 了 後 、 検 体 容 器 は 、 搬 送 機 構 に よ っ て 、 予 備 処 理 が 行 わ れ る ス テ ー
シ ョ ン ま で 割 出 し 駆 動 さ れ る 。 予 備 処 理 ス テ ー シ ョ ン は 、 予 備 処 理 作 業 、 た と え ば 、 容 器
お よ び 容 器 に 入 っ た 検 体 が 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン に 移 動 す る 前 に 、 容 器 内 で 検 体 を 分 散 さ
せ て お く 作 業 が 行 わ れ る 位 置 で あ る 。 予 備 処 理 ス テ ー シ ョ ン で は 、 通 常 、 分 散 作 業 を 行 う
。 好 ま し い 態 様 で は 、 機 械 的 混 合 手 段 に よ っ て 分 散 作 業 が 行 わ れ 、 こ の 混 合 装 置 は 、 検 体
容 器 内 で 一 定 速 度 で 一 定 時 間 回 転 す る 。 こ の 例 で は 、 混 合 手 段 は 、 大 型 の 粒 状 物 質 と 微 細
な 粒 状 物 質 、 た と え ば ヒ ト の 細 胞 を 、 液 体 ベ ー ス の 検 体 内 で 、 検 体 を 均 一 化 す る こ と に よ
っ て 分 散 さ せ る 。 あ る い は 、 検 体 は 、 細 胞 以 下 の 大 き さ の の 物 体 、 た と え ば 、 結 晶 ま た は
他 の 高 次 構 造 を 有 す る 分 子 を 含 む 場 合 も あ る 。 こ う し た 場 合 に は 、 機 械 的 撹 拌 を 行 わ な く
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て も 、 予 備 処 理 ス テ ー シ ョ ン で 検 体 に 化 学 物 質 を 導 入 し て 、 た と え ば 、 特 定 の 結 晶 構 造 を
溶 解 さ せ て 、 分 子 を 化 学 的 過 程 に よ っ て 液 体 ベ ー ス の 検 体 全 体 に 分 散 さ せ る こ と が で き る
。 こ の 例 で は 、 予 備 化 学 処 理 ス テ ー シ ョ ン に お い て 、 分 散 剤 が 予 備 処 理 ヘ ッ ド を 通 し て 導
入 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
図 示 し た 好 ま し い 態 様 で は 、 予 備 処 理 は 一 次 撹 拌 ス テ ー シ ョ ン 500で 行 わ れ 、 一 次 撹 拌 ス
テ ー シ ョ ン 500で は 、 所 定 の 、 ま た は 指 示 さ れ た 撹 拌 プ ロ ト コ ー ル を 使 用 し て 、 容 器 中 で
、 必 要 に 応 じ て 撹 拌 部 材 40を 使 用 し て 、 所 定 の 速 度 （ rpm） に て 所 定 の 時 間 に わ た っ て 検
体 を 撹 拌 す る 。 撹 拌 プ ロ ト コ ー ル は 、 上 述 し た よ う に 、 主 に 検 体 に 応 じ て 決 定 さ れ 、 通 常
、 粘 膜 材 料 お よ び /ま た は 検 体 液 体 中 の 他 の 粒 状 物 質 を 解 離 し て 分 散 す る こ と を 意 図 し て
い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
図 32～ 35に つ い て 説 明 す る と 、 一 次 撹 拌 ス テ ー シ ョ ン 500は 、 拡 径 可 能 な 鋼 製 の コ レ ッ ト
形 状 の 撹 拌 ヘ ッ ド 502を 備 え て い る 。 こ の コ レ ッ ト は 、 軸 503の 下 端 に 形 成 さ れ た お り 、 6
本 の 等 間 隔 に 配 置 さ れ た ス リ ッ ト 506に よ っ て 規 定 さ れ た 6本 の 可 撓 性 の 指 状 部 材 504に 分
か れ る 。 軸 503は 、 軸 受 ブ ロ ッ ク 508内 で 回 転 可 能 に 保 持 さ れ て お り 、 軸 受 ブ ロ ッ ク 508は
、 装 着 フ レ ー ム 512上 を 縦 方 向 に 褶 動 可 能 な C形 フ レ ー ム 510に 固 定 さ れ て い る 。 C形 フ レ ー
ム 510の 縦 方 向 の 動 き 、 す な わ ち 、 撹 拌 ヘ ッ ド 502の 縦 方 向 の 動 き は 、 Z軸 ス テ ッ ピ ン グ モ
ー タ ー 514と 親 ね じ 516と に よ っ て 駆 動 さ れ て い る 。 撹 拌 ヘ ッ ド 502は 、 撹 拌 モ ー タ ー 518に
よ っ て 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 520お よ び タ イ ミ ン グ 滑 車 522、 524を 用 い て 回 転 可 能 に 駆 動 さ
れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
コ レ ッ ト 指 状 部 材 504の 内 面 は 、 コ レ ッ ト の 下 端 に 向 か っ て 均 一 に 内 向 き に 傾 斜 し て い る
。 中 央 の プ ラ ン ジ ャ 526は 、 ブ ラ ケ ッ ト 530の 頂 部 に 設 け ら れ た 空 気 シ リ ン ダ ー 528に よ っ
て 上 下 方 向 に 可 動 で あ り 、 プ ラ ン ジ ャ 526が 下 降 し て 、 傾 斜 の つ い た 指 状 部 材 と 遭 遇 す る
と 、 プ ラ ン ジ ャ 526が 指 状 部 材 504を 外 向 き に 拡 げ る 。 そ の 結 果 、 プ ラ ン ジ ャ 526の 下 降 時
に は 、 撹 拌 ヘ ッ ド （ collet） 502の 下 端 の 直 径 が 拡 大 す る 。 こ の 端 部 は 、 コ レ ッ ト の 非 拡
径 時 に 、 撹 拌 部 材 40の 頂 部 の 環 状 壁 47の 内 側 に 緩 く 、 し か し 近 接 し て 嵌 る よ う な サ イ ズ と
し て あ る 。 プ ラ ン ジ ャ 526が 下 降 す る と 、 指 状 部 材 504が 外 側 に 拡 が っ て 、 マ ニ ホ ル ド M内
で 壁 47の 内 側 に 楔 止 さ れ 、 撹 拌 部 材 と し っ か り 係 合 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
作 動 時 に は 、 撹 拌 ヘ ッ ド 502を ま ず 降 下 さ せ て 、 コ レ ッ ト が マ ニ ホ ル ド M内 ま で 入 る よ う に
す る 。 図 33お よ び 34の モ ー タ ー と ブ ラ ケ ッ ト の 破 線 は 、 下 降 時 の 位 置 を 示 す 。 次 に 、 プ ラ
ン ジ ャ 526が 下 降 し て 、 撹 拌 ヘ ッ ド を 撹 拌 部 材 に 固 定 す る 。 次 に 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 5
14を 作 動 さ せ て 、 撹 拌 ヘ ッ ド と ヘ ッ ド に 接 続 し た 撹 拌 部 材 40を わ ず か に 上 昇 さ せ る 。 こ の
上 下 方 向 の 動 き は 、 ご く わ ず か 、 た と え ば 、 0.050イ ン チ で 十 分 で あ り 、 こ の 操 作 に よ り
、 撹 拌 部 材 を リ ブ 26か ら 自 在 と し て 、 撹 拌 の 間 に 容 器 と ぶ つ か る こ と を 避 け る 。 次 に 、 DC
撹 拌 モ ー タ ー 518を 、 検 体 に 固 有 の 撹 拌 プ ロ ト コ ー ル に し た が っ て 作 動 さ せ る 。 撹 拌 速 度
は 変 化 さ せ る こ と が で き 、 通 常 、 約 500 rpm～ 約 3,000 rpmの 範 囲 と す る 。 撹 拌 時 間 は 、 約
5秒 ～ 約 90秒 の 間 で 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 撹 拌 部 材 の 基 部 ま た は 底 部 壁 41が 水 切 り と
し て 作 用 し て 、 撹 拌 部 材 に 沿 っ て 容 器 の 壁 に 向 か っ て 上 昇 す る 液 体 を 押 し 戻 し 、 容 器 か ら
液 体 が 溢 れ 出 る の を 防 止 す る 。 コ レ ッ ト か ら プ ラ ン ジ ャ 526を 後 退 さ せ る と 、 撹 拌 部 材 40
が コ レ ッ ト 502か ら 解 放 さ れ る の で 、 検 体 容 器 は 、 次 の ス テ ー シ ョ ン に 移 動 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
拡 径 す る コ レ ッ ト 502で は な く 、 縮 径 す る コ レ ッ ト を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場
合 、 コ レ ッ ト の 指 状 部 材 は 環 状 壁 47の 外 側 に 嵌 り 、 指 状 部 材 を 取 り 囲 む ス リ ー ブ が 下 降 す
る こ と に よ っ て 指 状 部 材 が 絞 ら れ て 、 壁 部 が 締 め 付 け ら れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
フ ィ ル タ ー 載 置 ス テ ー シ ョ ン
フ ィ ル タ ー 載 置 ス テ ー シ ョ ン 600で は 、 撹 拌 部 材 40の 頂 部 の 解 放 し た マ ニ ホ ル ド Mに 、 適 当
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な フ ィ ル タ ー 組 立 体 F（ 図 5を 参 照 の こ と ） が 搭 載 さ れ る 。 フ ィ ル タ ー 組 立 体 は 、 異 な っ た
フ ィ ル タ ー 形 状 の も の を 使 用 す る こ と が で き 、 そ れ を 自 動 的 に 機 械 で 認 識 す る 。 た と え ば
、 一 組 の フ ィ ル タ ー 組 立 体 を 赤 色 と し （ 5 μ m） 、 別 の 一 組 を 白 色 と し て （ 8 μ m） 、 そ れ
ぞ れ 異 な っ た 濾 過 特 性 を 有 す る も の と し 、 色 セ ン サ ー が 前 面 に 位 置 し て い る の が ど の 型 の
フ ィ ル タ ー な の か を 検 出 し て 、 適 正 な フ ィ ル タ ー が 搭 載 さ れ る よ う に す る 。 フ ィ ル タ ー 組
立 体 は 、 複 数 の フ ィ ル タ ー チ ュ ー ブ を 備 え た マ ガ ジ ン か ら 、 押 し 込 み 手 段 に よ っ て 供 給 さ
れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
図 36～ 40は 、 フ ィ ル タ ー 載 置 ス テ ー シ ョ ン の 構 造 と 操 作 を 示 す 。 図 37お よ び 40に つ い て 説
明 す る と 、 フ ィ ル タ ー 供 給 ヘ ッ ド 610に は 、 フ ィ ル タ ー マ ガ ジ ン が 、 ス ピ ン ド ル 614上 で ス
テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 616に よ っ て 回 転 可 能 な 旋 回 台 612と し て 設 け ら れ て い る 。 上 下 方 向 に
延 在 す る ポ ス ト 611が 、 旋 回 台 を 主 に 支 え て い る 。 旋 回 台 612は 、 頂 部 支 持 板 618を を 備 え
て お り 、 こ の 頂 部 支 持 板 618の 外 周 の 近 く に は 8個 の 穴 620が 等 間 隔 に 配 置 さ れ 、 各 穴 620は
、 ス ロ ッ ト 622で 、 板 618の 縁 を 貫 い て 開 い て い る 。 ス ピ ン ド ル 614上 の 底 部 誘 導 板 624に も
同 様 の 穴 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 穴 は 、 頂 部 支 持 板 の 穴 お よ び ス ロ ッ ト と 同 心 に 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
穴 620と 、 下 方 の 同 心 に 配 置 さ れ た 穴 に よ っ て 、 8本 の 上 下 方 向 に 延 在 す る 鋼 製 の フ ィ ル タ
ー チ ュ ー ブ 626が 支 持 さ れ 、 各 フ ィ ル タ ー チ ュ ー ブ 626に 設 け ら れ た 上 部 支 持 肩 部 628が 、
頂 部 支 持 板 618に 受 け 止 め ら れ て い る 。 各 フ ィ ル タ ー チ ュ ー ブ 626に は 、 全 長 に わ た っ て 延
在 す る ス ロ ッ ト 630が 設 け ら れ 、 フ ィ ル タ ー チ ュ ー ブ 626の 下 端 部 分 は 、 ス ロ ッ ト 634に よ
っ て 、 4本 の ば ね 状 の 指 状 部 材 632に 分 か れ て い る 。 指 状 部 材 632の 下 端 部 分 の す ぐ 上 は 、
内 向 き に 湾 曲 し て お り 、 湾 曲 形 状 の 内 側 肩 部 636が 形 成 さ れ 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fは 、 こ の
内 側 肩 部 636に 受 け 止 め ら れ て い る 。 フ ィ ル タ ー チ ュ ー ブ の 寸 法 は 、 積 み 重 ね ら れ た 全 フ
ィ ル タ ー 組 立 体 Fが チ ュ ー ブ か ら 抜 け 落 ち る こ と の な い よ う に 、 肩 部 636で フ ィ ル タ ー 組 立
体 を 保 持 す る こ と が で き 、 し か も 、 積 み 重 ね ら れ た フ ィ ル タ ー 組 立 体 が 下 向 き に 押 さ れ た
場 合 に は 変 形 し て 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 に 損 傷 を 加 え る こ と な く フ ィ ル タ ー 組 立 体 を 通 過 さ
せ る こ と の で き る よ う な も の と す る 。 す な わ ち 、 指 状 部 材 632は 、 ば ね 状 の 絞 り 部 を 形 成
し て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
図 39は 、 フ ィ ル タ ー マ ガ ジ ン 612の 位 置 を 、 処 理 経 路 な ら び に 隣 接 し た 処 理 ス テ ー シ ョ ン
、 す な わ ち 、 左 側 の 一 次 撹 拌 ス テ ー シ ョ ン 500お よ び 右 側 の 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン 700と の
関 係 で 示 す 。 こ れ ら は 、 い ず れ も 、 誘 導 レ ー ル 250に よ っ て 規 定 さ れ る 処 理 経 路 の 片 側 に
位 置 し て い る 。 処 理 経 路 の 反 対 側 で 、 フ ィ ル タ ー マ ガ ジ ン 612と 対 向 す る 位 置 に は 、 押 し
込 み ア ー ム 640を 支 持 し て 駆 動 す る 組 立 体 が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 組 立 体 は 、 ス テ ッ ピ ン
グ モ ー タ ー （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 駆 動 さ れ る Z軸 方 向 の 親 ね じ 644を 支 持 す る 支 持 ポ ス ト 64
2を 備 え 、 こ の ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー （ 図 示 せ ず ） が 、 押 し 込 み ア ー ム 640を 搬 送 す る シ ャ
ト ル 646を 移 動 さ せ る 。 底 部 誘 導 板 624と 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ ー 検 出 手 段 65
0が 、 検 体 容 器 の 方 を 向 い た （ す な わ ち 検 体 容 器 の 直 上 の ） フ ィ ル タ ー チ ュ ー ブ 内 で の 一
番 下 の フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fの 通 過 （ 落 下 ） を モ ニ タ ー し て い る 。 セ ン サ ー 650は 、 フ ィ ル タ
ー チ ュ ー ブ が 空 と な っ た 場 合 も 検 出 す る 。 第 二 の セ ン サ ー 651が 、 フ ィ ル タ ー の 種 類 を モ
ニ タ ー す る 。
【 ０ １ １ １ 】
フ ィ ル タ ー 組 立 体 は 、 各 チ ュ ー ブ 内 で 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー の 側 （ 傾 斜 端 部 の 側 ） が 下
向 き と な る よ う に 、 同 種 の も の を 適 正 な 向 き で 積 み 重 ね る 。 た と え ば 、 各 チ ュ ー ブ に 54個
の フ ィ ル タ ー 組 立 体 を 収 納 し 、 マ ガ ジ ン に 総 計 で 432個 の フ ィ ル タ ー 組 立 体 を 搭 載 す る こ
と が で き る 。 54個 の フ ィ ル タ ー 組 立 体 は 、 積 み 重 ね た 状 態 で 予 め 包 装 し て お く こ と が で き
、 フ ィ ル タ ー チ ュ ー ブ に 、 包 装 状 態 の ま ま 、 包 装 材 の タ ブ が ス ロ ッ ト 630か ら 突 出 す る よ
う に 挿 入 し て お い て 、 タ ブ を 外 向 き に 引 っ 張 る こ と に よ っ て 包 装 を 解 く こ と が で き る 。 ま
た は 、 同 種 の フ ィ ル タ ー 組 立 体 を 、 幾 何 形 状 に よ っ て フ ィ ル タ ー 組 立 体 の 向 き を 認 識 す る
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こ と の で き る 振 動 供 給 装 置 に 投 入 し て 適 正 な 向 き に 揃 え て か ら 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 を チ ュ
ー ブ に 供 給 す る こ と も で き る 。 こ う し た 供 給 装 置 の 数 台 を 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 の 各 種 に つ
い て 1台 ず つ 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ２ 】
運 転 時 に は 、 押 し 込 み ア ー ム 640が 、 図 38に 破 線 で 示 し た シ ャ ト ル の 輪 郭 に よ っ て 示 さ れ
る 定 位 置 （ 頂 部 ） に 位 置 し た 状 態 で 、 フ ィ ル タ ー マ ガ ジ ン 612が 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 6
16に よ っ て 、 セ ン サ ー 650が 、 セ ン サ ー 650前 方 の フ ィ ル タ ー チ ュ ー ブ 中 に 所 定 の タ イ プ の
フ ィ ル タ ー 組 立 体 の 存 在 を 検 出 す る ま で 回 転 さ れ る 。 そ の 後 、 シ ャ ト ル 646が 下 向 き に 移
動 し 、 そ の 際 に は 、 押 し 込 み ア ー ム 640も ス ロ ッ ト 630内 を 移 動 し て 、 チ ュ ー ブ 内 の 積 み 重
ね ら れ た フ ィ ル タ ー 組 立 体 を 、 一 番 下 の フ ィ ル タ ー 組 立 体 が 、 チ ュ ー ブ か ら 、 撹 拌 部 材 40
の マ ニ ホ ル ド Mに 落 ち る ま で 下 向 き に 押 す 。 フ ィ ル タ ー の 落 下 が 検 出 さ れ た ら 、 シ ャ ト ル 6
46は 、 押 し 込 ア ー ム 640と と も に 前 進 を 停 止 す る 。 別 の 構 成 で は 、 重 量 セ ン サ ー を 使 用 し
て 、 積 み 重 ね ら れ た フ ィ ル タ ー 組 立 体 の 重 量 を モ ニ タ ー し 、 重 量 変 化 に よ っ て 、 フ ィ ル タ
ー 組 立 体 が 、 積 み 重 ね ら れ た フ ィ ル タ ー 組 立 体 か ら 落 下 し た 時 点 お よ び フ ィ ル タ ー チ ュ ー
ブ が 空 に な っ た 時 点 を 検 出 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
マ ガ ジ ン 612で 8本 の フ ィ ル タ ー チ ュ ー ブ 626が 使 用 さ れ て い る こ と に よ り 、 バ イ ア ル 自 動
搭 載 装 置 300の ト レ ー に 収 納 さ れ た 全 検 体 を 無 人 処 理 す る こ と が 可 能 と な る 。 上 述 し た よ
う な 型 式 の 卓 上 式 の モ デ ル の 場 合 に は 、 処 理 経 路 の 上 方 の 固 定 し た 位 置 に 支 持 さ れ た 1本
の フ ィ ル タ ー チ ュ ー ブ に よ っ て 、 同 種 の フ ィ ル タ ー を 必 要 と す る 処 理 検 体 に フ ィ ル タ ー が
供 給 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ １ ４ 】
検 体 取 得 お よ び 細 胞 堆 積 ス テ ー シ ョ ン
図 41に つ い て 説 明 す る と 、 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン 700は 、 吸 引 ヘ ッ ド 702を 備 え て お り 、 こ
の 吸 引 ヘ ッ ド 702は 、 降 下 し て 撹 拌 部 材 40の 上 側 部 分 と 係 合 す る 。 フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fを 通
し て 検 体 を 減 圧 す る 前 に 、 吸 引 ヘ ッ ド が 、 撹 拌 部 材 40を 把 持 し 、 わ ず か に 引 き 上 げ 、 一 次
撹 拌 ス テ ー シ ョ ン よ り は 低 速 で 回 転 さ せ て （ 通 常 、 5秒 間 隔 で 、 500 rpm以 下 ） 、 検 体 液 体
で 中 で 粒 状 物 質 を 再 度 懸 濁 さ せ る 。 こ の 再 撹 拌 モ ー タ ー は 、 マ ク ソ ン （ Maxon） の 24ボ ル
ト DC衛 星 歯 車 減 速 型 と す る こ と が で き る 。 次 に 、 吸 引 ラ イ ン 750を 通 し て 吸 引 を 行 い 、 検
体 液 体 を 、 容 器 20か ら 吸 引 管 43を 経 て 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン バ ー （ マ ニ ホ ル ド ） 46ま で 吸 引
し 、 さ ら に フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fを 通 過 さ せ て 、 単 層 、 す な わ ち 薄 層 の 均 一 に 堆 積 し た 細 胞
が 上 述 の フ ィ ル タ ー の 底 面 に 残 る よ う に す る 。 検 体 液 体 を 吸 引 す る 間 も 撹 拌 部 材 を ゆ っ く
り 回 転 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
図 6に は 、 吸 引 ヘ ッ ド が 、 ど の よ う に 、 撹 拌 部 材 の マ ニ ホ ル ド の 環 状 壁 47と 、 そ の 内 部 に
収 納 さ れ た フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fと 協 働 す る か が 示 さ れ て い る 。 吸 引 ヘ ッ ド の 外 側 部 分 704が
、 壁 47を 包 み 込 み 、 こ の 外 側 部 分 704は 、 壁 47の 外 側 に 対 し て 封 止 を 行 う Oリ ン グ 760を 備
え て い る 。 吸 引 ヘ ッ ド の 内 側 部 分 706は 、 フ ィ ル タ ー ホ ル ダ ー 200の 上 側 に 対 し て 封 止 を 行
う 2本 の 同 心 の Oリ ン グ 762、 764を 備 え て い る 。 開 口 部 750か ら 加 え ら れ た 吸 引 力 に よ っ て
、 中 央 開 口 部 204の 周 囲 と フ ィ ル タ ー ホ ル ダ ー 200内 に 真 空 状 態 が 創 出 さ れ 、 こ の 真 空 状 態
に よ っ て 、 液 体 が マ ニ ホ ル ド 46内 に 吸 引 さ れ 、 さ ら に フ ィ ル タ ー 202を 通 し て 吸 引 さ れ る
。 吸 引 ヘ ッ ド の 内 側 部 分 と 外 側 部 分 と の 間 に は 、 Oリ ン グ 766が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
図 42に つ い て 説 明 す る と 、 検 体 の 吸 引 が 完 了 し た ら 、 吸 引 ヘ ッ ド 702を 上 昇 さ せ る 。 同 時
に 、 吸 引 ヘ ッ ド の 内 側 部 分 706が 、 吸 引 ヘ ッ ド の 上 方 に 装 着 し た 空 気 シ リ ン ダ ー （ 図 示 せ
ず ） の 作 用 よ っ て 伸 張 す る 。 吸 引 ヘ ッ ド 702が 上 昇 す る に し た が っ て 、 外 側 部 分 704は 撹 拌
部 材 40か ら 離 脱 す る が 、 Oリ ン グ 762お よ び 764の 間 の 環 状 空 間 に 吸 引 ラ イ ン 752を 通 し て 真
空 を 引 く こ と に よ っ て 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fは 、 内 側 部 分 706上 に 保 持 さ れ る 。 し た が っ て
、 吸 引 ヘ ッ ド 702に よ っ て 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fが 撹 拌 部 材 か ら 取 り 除 か れ 、 吸 引 ヘ ッ ド 70
2は 、 さ ら に 、 吸 引 ラ イ ン 750を 経 て 、 フ ィ ル タ ー を 通 し て 軽 い 吸 引 力 を 加 え 続 け て 、 フ ィ
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ル タ ー 上 の 細 胞 物 質 水 分 を 所 望 の 程 度 に 制 御 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ １ ７ 】
次 に 、 吸 引 ヘ ッ ド 702は 、 縦 軸 の ま わ り を 90° 枢 動 す る こ と に よ っ て 横 方 向 に 移 動 し て 搬
送 コ ン ベ ヤ か ら 離 れ 、 図 46に 示 す 細 胞 転 写 位 置 「 P」 ま で 移 動 し 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fを 、
ス ラ イ ド 呈 示 ス テ ー シ ョ ン 900の ス ラ イ ド カ セ ッ ト か ら 供 給 さ れ た 顕 微 鏡 用 の ス ラ イ ド Sの
上 に 位 置 さ せ る 。 吸 引 ヘ ッ ド 702の こ の 枢 動 運 動 は 、 図 11お よ び 39で も 看 取 す る こ と が で
き る 。 次 に 、 吸 引 ヘ ッ ド 702の 内 側 部 分 706が 下 向 き に 移 動 し て 、 フ ィ ル タ ー を ス ラ イ ド S
に 4～ 8ポ ン ド の 範 囲 の 突 き 固 め 力 で 、 押 し つ け て 、 細 胞 の 単 層 を ス ラ イ ド に 転 写 す る 。 図
42の 細 線 は 、 こ の 吸 引 ヘ ッ ド 702の 位 置 の 変 化 と 、 フ ィ ル タ ー の ス ラ イ ド Sと の 接 触 を 示 す
。 吸 引 ヘ ッ ド 702は 、 枢 動 可 能 に 装 着 す る の で は な く 、 吸 引 ヘ ッ ド 702が ス ラ イ ド Sの 呈 示
さ れ る 転 写 位 置 、 た と え ば 処 理 経 路 の 上 方 ま で 、 直 進 運 動 で 前 進 し て 後 退 す る よ う 装 着 す
る こ と も で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
図 43～ 46に つ い て 説 明 す る と 、 吸 引 ヘ ッ ド 702は 、 ブ ー ム 716に 回 転 可 能 に 装 着 さ れ て お り
、 ブ ー ム 716は 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 720を 介 し て 吸 引 ヘ ッ ド 702を 回 転 さ せ る 再 撹 拌 モ ー タ
ー 718も 担 持 し て い る 。 ブ ー ム 716は 、 ス ラ イ ド 722上 の 縦 軸 721の ま わ り を 枢 動 可 能 に 支 持
さ れ て お り 、 こ の ス ラ イ ド 722は 、 Z軸 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 726と 親 ね じ 728と に よ っ て 、
フ レ ー ム 支 持 部 材 724に 沿 っ て 上 下 方 向 に 可 動 で あ る 。 し た が っ て 、 モ ー タ ー 726は 、 吸 引
ヘ ッ ド 全 体 を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ る 。 ブ ー ム 716の 枢 動 は 、 歯 車 列 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て
操 作 さ れ る ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 717に よ っ て い る 。 吸 引 ヘ ッ ド の 内 側 部 分 706の 上 下 方 向
の 動 き は 、 吸 引 ヘ ッ ド の 上 方 で L字 型 ブ ラ ケ ッ ト 719に 装 着 し た 空 気 シ リ ン ダ ー と 戻 し ば ね
（ 図 示 せ ず ） に よ っ て 操 作 さ れ 、 こ の 機 構 は 、 キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド 402の プ ラ ン ジ ャ 408
を 動 か す 際 に 使 用 し た 配 置 412、 413、 415（ 図 29を 参 照 の こ と ） と 実 質 的 に 同 一 で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
フ レ ー ム 支 持 部 材 724は 、 搬 送 路 を 横 断 す る 方 向 に 可 動 と な る よ う 、 ス ラ イ ド 730上 に 装 着
さ れ て い る 。 Y軸 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 732と 親 ね じ 734と が 、 こ の 動 き を 可 能 と し て い る
。 ス ラ イ ド へ の 転 写 が 終 了 し た ら 、 吸 引 ヘ ッ ド を Z軸 の モ ー タ ー で 上 昇 さ せ る と 、 Y軸 ス テ
ッ ピ ン グ モ ー タ ー 732が 、 組 立 体 全 体 を 、 図 43に 破 線 で 示 す 位 置 「 X」 ま で 前 進 さ せ る 。 次
に 、 吸 引 ヘ ッ ド が 枢 動 し て 、 搬 送 路 を 横 切 っ て も と の 向 き に 戻 る （ 図 46の 「 S」 の 位 置 ）
。 次 に 、 Y軸 の ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 732が 、 組 立 体 全 体 を 、 も と の 位 置 （ 図 43の 実 線 ） に
引 き 戻 す 。 吸 引 ヘ ッ ド 702が （ 図 43で は 右 側 ） に 移 動 す る の に し た が っ て 、 保 持 さ れ た ま
ま と な っ て い た フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fが 、 上 端 が 解 放 し た 使 用 済 み フ ィ ル タ ー （ 廃 棄 ） チ ュ
ー ブ 738の 端 部 736に よ っ て 、 吸 引 ヘ ッ ド か ら 「 剥 が 」 さ れ る （ 図 11お よ び 39も 参 照 の こ と
） 。 そ の 結 果 、 吸 引 ヘ ッ ド 702は 、 新 た な フ ィ ル タ ー 組 立 体 と 自 由 に 係 合 し う る 状 態 と な
る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
吸 引 ヘ ッ ド 702と 連 通 し て い る 真 空 源 は 、 わ ず か な 真 空 、 た と え ば 、 3イ ン チ ～ 10イ ン チ Hg
の 範 囲 の （ 制 御 装 置 で 調 節 可 能 な ） 真 空 を 吸 引 ラ イ ン 750を 経 由 で 引 い て 検 体 液 体 を 吸 引
し 、 検 体 液 体 を フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fに 通 過 さ せ る 。 フ ィ ル タ ー 組 立 体 を 吸 引 ヘ ッ ド 702に 保
持 す る た め に 、 こ れ と は 別 に 制 御 し た 真 空 を 、 吸 引 ラ イ ン 752を 経 て 引 く が 、 こ の 真 空 は 2
0イ ン チ Hg程 度 と 、 真 空 度 が さ ら に 高 い 。
【 ０ １ ２ １ 】
顕 微 鏡 用 の ス ラ イ ド 上 に 高 品 質 の 検 体 を 形 成 し う る か 否 か は 、 所 定 濃 度 （ す な わ ち 、 単 位
面 積 あ た り の 細 胞 の 数 ） の 単 層 の 細 胞 を ス ラ イ ド と 接 触 す る フ ィ ル タ ー 表 面 に 堆 積 で き る
か ど う か に 臨 界 的 に 依 存 し て お り 、 そ の 成 否 は 、 さ ら に 、 吸 引 速 度 お よ び /ま た は 吸 引 さ
れ た 流 体 の 容 積 に 臨 界 的 に 依 存 し て い る 。 フ ィ ル タ ー 表 面 上 の 細 胞 の 濃 度 は 、 検 体 液 体 に
懸 濁 し て い た 固 形 物 に よ っ て ブ ロ ッ キ ン グ さ れ た フ ィ ル タ ー の 孔 の 数 に 応 じ て 決 ま る の で
、 フ ィ ル タ ー の 最 大 開 口 状 態 か ら の 流 量 減 少 率 が 、 フ ィ ル タ ー の ブ ロ ッ キ ン グ 率 ま た は フ
ィ ル タ ー 上 の 堆 積 量 と 相 関 し て い る こ と に な る 。 生 体 検 体 は 、 そ の 性 質 上 、 固 形 粒 子 濃 度
が 、 処 理 中 に も 可 変 で あ り 、 こ の 点 に つ い て も 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 他 の 処 理 操 作
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の た め に も 、 即 時 （ real time） を 基 本 と し 、 濾 過 し た 材 料 の 総 量 を 特 定 し て お く こ と が
重 要 で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
し た が っ て 、 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン は 、 流 量 お よ び /ま た は 吸 引 容 積 を モ ニ タ ー す る こ と
に よ っ て 、 液 体 吸 引 用 の 真 空 適 用 時 間 を 制 御 す る 堆 積 制 御 シ ス テ ム を さ ら に 備 え て い る 。
モ ニ タ ー し た 流 量 ま た は 吸 引 容 積 は 、 真 空 の 切 断 お よ び /ま た は 吸 引 ヘ ッ ド の 後 退 の 信 号
を 発 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 、 こ の 信 号 は 、 メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー の 表 面 に 捕 集
さ れ た 細 胞 の 所 定 濃 度 と 相 関 し て い る 。 所 定 容 積 の 流 体 が 吸 引 さ れ る ま で に 、 所 定 の 濃 度
係 数 が 達 成 さ れ な い 場 合 に も 、 シ ス テ ム は 、 後 退 信 号 を 発 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
こ う し た 目 的 に は 、 各 種 の 堆 積 制 御 シ ス テ ム ま た は モ ジ ュ ー ル を 使 用 す る こ と が で き る 。
図 47に 、 こ う し た シ ス テ ム の 一 つ を 模 式 的 に 示 す 。 こ の シ ス テ ム は 、 液 柱 に そ っ て 配 置 し
た デ ジ タ ル 水 面 検 出 装 置 の 形 態 の 計 測 装 置 を 備 え て い る 。 こ の 「 バ ブ ル ・ フ ロ ー 」 シ ス テ
ム は 、 セ ン サ ー と し て 、 液 柱 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 配 置 し た 複 数 の LED発 光 体 と 対 応 す る 数
の 光 セ ン サ ー 、 た と え ば オ ム ロ ン の セ ン サ ー EE-SPX613 GaAs赤 外 LEDを 使 用 す る こ と が で
き る 。 他 の 任 意 の 種 類 の セ ン サ ー を 使 用 す る こ と も で き る 。 あ る い は 、 LEDセ ン サ ー 、 た
と え ば 上 述 の オ ム ロ ン の セ ン サ ー は 、 ガ ラ ス チ ュ ー ブ の ち ょ う ど 端 部 に 配 置 し た 場 合 に は
、 対 応 す る 発 光 体 な し で 使 用 す る こ と が で き る 。 チ ュ ー ブ 内 の 液 体 の メ ニ ス カ ス の 先 端 が
、 チ ュ ー ブ を 通 過 す る 光 を 回 折 し 、 上 昇 中 の メ ニ ス カ ス の 先 端 が セ ン サ ー に 到 達 す る と 、
セ ン サ ー は 、 シ フ ト し た 光 の パ タ ー ン を 検 出 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
液 柱 は 、 上 下 方 向 に 延 在 す る 透 明 の チ ュ ー ブ ま た は シ リ ン ダ ー 770、 た と え ば 、 パ イ レ ッ
ク ス （ Pyrex） ガ ラ ス 製 で 直 径 9 mm、 肉 厚 1 mmの チ ュ ー ブ の 内 部 に 形 成 さ れ る 。 吸 引 さ れ
た 検 体 流 体 は 、 シ リ ン ダ ー の 頂 部 と 接 続 さ れ た 真 空 源 772に よ っ て 、 検 体 容 器 か ら 、 メ ン
ブ レ ン フ ィ ル タ ー を 通 し て 吸 い 上 げ ら れ 、 吸 引 ラ イ ン 750と 三 方 弁 778を 経 て 、 ガ ラ ス シ リ
ン ダ ー 770に 入 る 。 複 数 の セ ン サ ー 774は 、 シ リ ン ダ ー 770に 沿 っ て 等 間 隔 に 、 好 ま し く は
、 容 積 で 1.5 mlの 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て お り 、 制 御 装 置 ま た は マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 776
と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
運 転 時 に は 、 正 常 な 状 態 で は 、 セ ン サ ー 中 継 ラ イ ン （ sensor relay line） は 、 チ ュ ー ブ 7
70に 流 体 が 入 っ て い な い 状 態 で 「 低 」 で あ る 。 真 空 に よ っ て 、 フ ィ ル タ ー を 通 し て の チ ュ
ー ブ へ の 流 体 の 吸 引 が は じ ま り 、 制 御 装 置 が 、 吸 引 作 業 の 開 始 を 記 録 す る 。 流 体 が 最 初 の
セ ン サ ー に 達 す る と 、 最 初 の セ ン サ ー の リ レ ー ラ イ ン が 「 高 」 と な る 。 制 御 装 置 が 、 流 体
が 最 初 の セ ン サ ー に 達 す る の に 要 し た 時 間 を 記 録 し 、 こ の 値 は 、 流 体 が ほ ぼ 自 由 に 流 れ る
状 態 と 、 検 査 で の 流 体 の 相 対 粘 度 を 示 唆 す る 。 チ ュ ー ブ に 次 の 1.5 mlの 流 体 が 吸 引 さ れ る
と 、 二 番 目 の セ ン サ ー の リ レ ー ラ イ ン が 「 高 」 と な る 。 最 初 の 1.5 mlの 流 体 に 要 し た 時 間
間 隔 （ 最 初 の セ ン サ ー と 二 番 目 の セ ン サ ー の 時 間 間 隔 ） を 制 御 装 置 で 記 録 し 、 こ の 値 を 、
基 準 基 本 時 間 と す る 。 さ ら に 1.5 mlの 流 体 が シ ス テ ム に 吸 引 さ れ （ そ の こ と が 、 以 降 の セ
ン サ ー に よ っ て 検 出 さ れ ） る ご と に 、 そ の 増 加 分 の 基 本 時 間 が 計 算 さ れ る 。 増 加 分 の 基 本
時 間 が 、 当 初 の （ 基 準 ） 基 本 時 間 に 対 し て 経 験 的 に 得 ら れ て い る 率 （ た と え ば 、 120%） に
達 し た ら 、 制 御 装 置 が 、 細 胞 の 捕 集 が 完 了 し た こ と を 指 示 し 、 停 止 信 号 が 送 ら れ 、 好 ま し
く は 検 体 容 器 の マ ニ ホ ル ド か ら 吸 引 ヘ ッ ド 702が 後 退 す る 。 上 述 の 経 験 的 に 得 ら れ た 値 は
、 プ ロ ト コ ー ル に よ っ て 可 変 で あ り 、 検 体 試 料 の 細 胞 充 実 度 （ cellurality） を 制 御 す る
。
【 ０ １ ２ ６ 】
流 体 が 自 由 に 流 れ る 状 態 の 最 良 の 近 似 は 、 流 体 が 最 初 の セ ン サ ー 774に 到 達 す る の に 要 す
る 時 間 が 、 現 実 的 に 最 低 と な る 場 合 に 得 ら れ る 。 こ の 状 態 は 、 最 初 の セ ン サ ー を 、 図 47a
に 模 式 的 に 示 す よ う に 、 吸 引 ヘ ッ ド 自 体 に 組 み 込 む こ と に よ っ て 実 現 す る こ と が で き る 。
こ の 態 様 で は 、 吸 引 ヘ ッ ド の 内 側 部 分 706に 、 発 光 体 774aと 、 対 向 す る セ ン サ ー 774bと が
設 け て あ り 、 こ の セ ン サ ー 774bが 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fに 極 め て 近 い 位 置 で 液 柱 の 先 端 を
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検 出 す る 。 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 720（ 図 示 せ ず ） と 係 合 し た 歯 775の 設 け ら れ た 外 側 部 分 704
は 、 内 側 部 分 706の 周 囲 を 回 転 す る こ と が で き る の で （ 間 に 配 置 さ れ た ベ ア リ ン グ 773に 注
意 の こ と ） 、 吸 引 を 行 う 前 に 撹 拌 部 材 （ 図 示 せ ず ） を 回 転 さ せ て 検 体 を 撹 拌 す る こ と が で
き る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
検 体 吸 引 操 作 の 間 、 制 御 装 置 は 、 累 積 吸 引 容 積 、 す な わ ち 合 計 吸 引 容 積 を 記 録 す る 。 基 準
流 量 と 比 較 し て 所 定 の 流 量 減 少 幅 ま で 達 す る 前 に 、 累 積 容 積 が 所 定 レ ベ ル に 達 し て し ま っ
た 場 合 に も 、 制 御 装 置 は 停 止 信 号 を 発 し 、 ま た 、 発 せ ら れ た 停 止 信 号 が 、 所 望 の 流 量 減 少
が 達 せ ら れ た 結 果 と し て で は な く 、 液 体 吸 引 最 大 限 度 量 に 達 し た た め に 発 せ ら れ た も の で
あ る 旨 を 表 示 す る フ ラ グ を 発 す る 。 フ ラ グ 発 行 状 態 で 形 成 さ れ た ス ラ イ ド は 、 細 胞 量 が 不
足 し た 状 態 と な り が ち で あ る 。 制 御 装 置 は 、 ス ラ イ ド へ の 押 圧 転 写 を 行 い 、 な お か つ 、 DM
Sに 対 し て 、 細 胞 量 不 足 状 態 が 存 在 す る 可 能 性 が 相 当 程 度 存 在 す る こ と を 報 告 す る 。 し た
が っ て 、 フ ラ グ が 発 行 さ れ た 状 態 が 存 在 す る 場 合 に は 、 制 御 装 置 は 、 シ リ ン ダ ー 770中 の
液 体 を 排 出 し て 、 2回 目 の 吸 引 を 開 始 す る 旨 の 信 号 を 発 行 す る 。 シ リ ン ダ ー は 、 試 料 採 取
の 各 回 ご と に 、 液 体 の 全 量 を 排 出 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
図 48に つ い て 説 明 す る と 、 堆 積 制 御 シ ス テ ム に は 、 空 気 抜 き 弁 を 設 け て 、 吸 引 サ イ ク ル が
完 了 し た ら 、 制 御 装 置 776に よ っ て 発 せ さ れ た 停 止 信 号 が 、 空 気 抜 き 弁 を 開 い て 、 真 空 供
給 ラ イ ン を 大 気 に 開 放 し て 、 シ リ ン ダ ー 770中 に 残 っ て い る 液 体 を 廃 液 容 器 に 排 出 さ せ る
こ と が で き る 。 シ リ ン ダ ー 770は 、 陰 圧 に 保 つ こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 段 階 で 、 シ ス テ ム
は 、 次 の サ イ ク ル の 準 備 が 完 了 し て い る 。 具 体 的 に は 、 シ ス テ ム は 、 吸 引 ラ イ ン に 一 方 78
0が 大 気 に 開 放 し た 二 方 電 磁 弁 V-3を 設 け る こ と が で き る 。 シ リ ン ダ ー 770の 底 部 は 、 2つ の
電 磁 弁 V-2、 V-4を 備 え た 弁 マ ニ ホ ル ド 782に 接 続 さ れ て い る 。 電 磁 弁 は 、 真 空 シ ス テ ム で
使 用 す る た め に 設 計 さ れ た LFシ リ ー ズ 、 二 方 弁 LFVA 2450110H、 ヴ ァ イ ト ン （ viton） シ ー
ル 、 24ボ ル ト 、 お よ び 三 方 弁 、 LFRX 0500300B、 ヴ ァ イ ト ン シ ー ル 、 24ボ ル ト と す る こ と
が で き る 。 二 方 弁 V-4は 、 検 体 液 体 を バ ブ ル フ ロ ー シ リ ン ダ ー 770、 ま た は 、 真 空 バ イ パ ス
に 通 す こ と が で き る 。 二 方 弁 V-2は 、 フ ィ ル タ ー 脱 水 用 真 空 源 を 制 御 す る こ と が で き る 。
図 49は 、 バ ル ブ の ロ ジ ッ ク を 示 す 。
【 ０ １ ２ ９ 】
堆 積 制 御 シ ス テ ム は 、 デ ジ タ ル の セ ン サ ー 774の か わ り に ア ナ ロ グ の 液 面 計 を 使 用 す る こ
と も で き る 。 ア ナ ロ グ の 液 面 計 は 、 吸 引 し た 液 体 の 静 電 容 量 を 検 知 す る 。 そ の 違 い は 、 シ
リ ン ダ ー 770中 の 液 体 の 容 積 と 充 填 速 度 を 検 知 す る 方 法 の み の 違 い で あ る 。 こ の 場 合 、 2つ
の 間 隔 を お い て 配 置 し た 電 極 を 使 用 し 、 す な わ ち 、 一 方 の 電 極 を 、 シ リ ン ダ ー 770の 外 周
を と り ま く よ う に 配 置 し 、 も う 一 方 の 電 極 を 、 シ リ ン ダ ー の 中 央 部 の 下 方 に 、 吸 引 し た 液
体 と は 誘 電 体 で 分 離 し て 配 置 す る 。 電 極 に 、 高 周 波 数 、 た と え ば 、 10 kHzの 低 電 圧 電 流 を
印 加 す る 。 こ の シ ス テ ム の 静 電 容 量 を 、 ア ナ ロ グ で 回 路 の 静 電 容 量 を 示 す ブ リ ッ ジ 回 路 で
測 定 す る 。 カ ラ ム に 流 体 が 充 填 さ れ る に し た が っ て 、 回 路 の 静 電 容 量 が 上 昇 す る 。 こ の シ
ス テ ム で は 、 直 接 静 電 容 量 で 10倍 の 差 を 容 易 に 得 る こ と が で き る 。 静 電 容 量 は 、 即 時 を 基
本 と し て 示 さ れ 、 サ ン プ リ ン グ シ ス テ ム の 制 御 を 行 う の に 十 分 な 頻 度 で 試 料 と す る こ と が
で き る 。 こ の 配 置 で も 、 最 初 の 2つ と 同 じ く 、 コ ン ピ ュ ー タ ま た は マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ と
バ ブ ル フ ロ ー 技 術 を 使 用 し て 、 即 時 に 流 量 と 合 計 流 体 容 積 を 計 測 す る 。 こ う し た 構 成 に 用
い る 所 定 の 容 積 増 加 分 は 、 約 0.1 ml～ 5.0 mlの 範 囲 、 好 ま し く は 約 1.0～ 2.0 mlの 範 囲 と
す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
別 の シ ス テ ム で は 、 チ ュ ー ブ を 通 過 す る 流 体 の 動 き を 測 定 す る の に 、 超 音 波 イ ン ジ ケ ー タ
を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 超 音 波 シ ス テ ム は 、 移 動 中 の 液 体 を 通 し て の 超 音 波 の 伝 搬
を 利 用 す る 。 こ の 点 で は 、 こ の 3つ め の シ ス テ ム は 、 液 体 吸 引 チ ュ ー ブ （ 吸 引 ラ イ ン 750）
の 両 側 に ク ラ ン プ 止 め さ れ 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 Fの 先 端 で 作 動 す る 超 音 波 発 生 器 と 超 音 波
検 出 器 を 使 用 す る 。 こ の シ ス テ ム は 、 チ ュ ー ブ 内 の 流 体 の 流 れ を デ ジ タ ル に 表 示 し 、 チ ュ
ー ブ を 通 し て 吸 引 さ れ た 流 体 の 合 計 容 積 を 、 流 れ の 間 隔 を 計 算 す る こ と に よ っ て 算 出 す る
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。 こ の シ ス テ ム で は 、 流 速 を 測 定 す る に あ た っ て 、 超 音 波 発 生 源 か ら 検 出 器 ま で の 位 相 変
位 を 測 定 す る 。
【 ０ １ ３ １ 】
吸 引 さ れ た 流 体 の 量 を 計 測 し 、 検 体 吸 引 時 間 を 制 御 す る 別 の 方 法 と し て は 、 検 体 バ イ ア ル
の 重 量 変 化 を 検 出 す る 方 法 も あ る 。 こ の 方 法 は 、 吸 引 対 象 検 体 の 入 っ た バ イ ア ル の 重 量 ま
た は 質 量 を 高 精 度 で 測 定 す る セ ン サ ー を 使 用 す る こ と に よ っ て 実 施 す る こ と が で き る 。 バ
イ ア ル の 重 量 ま た は 質 量 を 繰 り 返 し 高 頻 度 で 測 定 し て 、 バ イ ア ル の 重 量 ま た は 質 量 の 変 化
率 を 正 確 に 判 定 す る 。 検 体 の 吸 引 は 、 重 量 ま た は 質 量 の 変 化 率 が 、 当 初 の 変 化 率 よ り 所 定
量 ま た は 所 定 率 低 減 し た 時 点 で 完 了 さ せ る 。 重 量 セ ン サ ー は 、 た と え ば 、 各 搬 送 用 レ セ プ
タ ク ル 246の 内 部 に 配 置 し た ロ ー ド セ ル と す る こ と も 、 コ ン ベ ヤ の 検 体 取 得 ヘ ッ ド 地 点 の
下 方 に 設 け ら れ 、 上 昇 し て 、 上 方 の 容 器 と 係 合 す る 単 一 の ロ ー ド セ ル と す る こ と も で き る
。 い ず れ の 場 合 で も 、 検 体 取 得 ヘ ッ ド は 、 吸 引 の 間 に わ ず か に 上 昇 さ せ て 容 器 を 脱 装 填 し
、 ロ ー ド セ ル が 、 容 器 と 容 器 内 に 残 っ て い る 検 体 の 合 計 重 量 の み を 測 定 で き る よ う に す る
。
【 ０ １ ３ ２ 】
検 体 の 取 得 は 、 （ 真 空 を 使 用 し て ） 吸 引 す る こ と に よ っ て 実 施 す る こ と が 好 ま し い も の の
、 容 器 の 頂 部 を 封 止 す る 適 当 な ヘ ッ ド を 通 し て 容 器 20に 圧 力 を 加 え 、 検 体 液 体 に 正 の 空 気
圧 を 加 え る こ と に よ っ て 、 検 体 液 体 を チ ュ ー ブ 43と フ ィ ル タ ー 組 立 体 を 通 し て 上 昇 さ せ る
こ と に よ っ て 検 体 を 取 得 す る こ と も で き る 。 上 述 の 流 体 の 容 積 制 御 ス キ ー ム お よ び 機 構 は
、 こ う し た 加 圧 に よ る 検 体 取 得 シ ス テ ム で も 、 有 効 に 用 い る こ と が で き る は ず で あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
細 胞 濃 度 は 、 流 れ の 制 御 の カ ッ ト オ フ 値 を 定 義 す る こ と に よ っ て 、 低 度 か ら 高 度 ま で の 細
胞 濃 度 よ り 選 択 す る こ と が で き る 。 細 胞 充 実 度 を 低 度 と す る に は 、 通 常 、 上 述 の 基 準 値 12
0%に 対 し て カ ッ ト オ フ 値 を 80%と す る こ と が で き 、 細 胞 充 実 度 を 高 度 と す る に は 、 カ ッ ト
オ フ 値 を 、 基 準 値 の 60%に 設 定 す る こ と が で き る 。 こ の カ ッ ト オ フ 値 は 、 5%き ざ み で 設 定
す る こ と が で き る 。 検 体 あ た り の ス ラ イ ド の 数 は 、 1枚 ～ 3枚 と す る こ と が で き る 。 デ フ ォ
ル ト の プ ロ ト コ ー ル の い く つ か は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
婦 人 科 検 体 （ GYN） : 1,000 RPMで 撹 拌 。 30秒 の 間 隔 を お く 。 8 μ mの フ ィ ル タ ー 。 60% - 
高 度 の 細 胞 充 実 度 。 ス ラ イ ド 1枚 。
尿 : 1,000 RPM で 撹 拌 。 20秒 の 間 隔 を お く 。 5 μ mの フ ィ ル タ ー 。 70% - 中 度 の 細 胞 充 実
度 。 ス ラ イ ド 1枚 。
肺 の 痰 : 3,000 RPMで 撹 拌 。 120秒 の 間 隔 を お く 。 5 μ mの フ ィ ル タ ー 。 80% - 高 度 の 細 胞
充 実 度 。 ス ラ イ ド 2枚 。
【 ０ １ ３ ４ 】
キ ャ ッ プ 再 装 着 ス テ ー シ ョ ン
検 体 処 理 サ イ ク ル を 完 了 し た ら 、 撹 拌 部 材 を 容 器 中 に 残 し た ま ま 、 検 体 容 器 を 再 封 止 す る
。 ロ ー ル の 形 態 で 入 手 が 可 能 な 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン で コ ー テ ィ ン グ し た 薄 い ア ル ミ ニ ウ ム 箔
を 使 用 し て 、 新 た な キ ャ ッ プ を 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 箔 を 、 検 体 容 器 の 開 放 端 を 横 切
る よ う に 引 き 出 し 、 約 365° Fの 封 止 温 度 に て 、 約 3秒 間 3ポ ン ド の 封 止 力 を か け て 容 器 に 熱
で 接 着 し 、 ロ ー ル か ら 切 り 離 す 。 も ち ろ ん 、 バ イ ア ル の 材 料 と 適 合 性 で 、 安 全 か つ 信 頼 性
の 高 い 封 止 を 行 う こ と が で き る の で あ れ ば 、 他 の 任 意 の 再 キ ャ ッ プ 材 料 を 使 用 す る こ と が
可 能 で あ る 。 た と え ば 、 熱 可 塑 性 樹 脂 接 着 剤 で 裏 打 ち し た 箔 を 使 用 す る こ と も で き る し 、
裏 面 に 粘 着 剤 を 塗 布 し た 箔 を 使 用 す れ ば 、 封 止 に 際 し て 熱 が 不 要 と な り 、 ま た 、 プ ラ ス チ
ッ ク の 封 止 材 を 超 音 波 に よ っ て 容 器 に 接 着 す る こ と も で き る 。 無 人 運 転 を 可 能 と す る う え
で は 、 封 止 材 の 新 し い ロ ー ル を キ ャ ッ プ 再 装 着 機 構 に 装 填 す る 自 動 装 填 器 を 設 け て お く こ
と が で き る 。 ピ ー ル オ フ ・ タ ブ を 有 す る 予 め 打 ち 抜 い て お い た 閉 鎖 手 段 を ロ ー ル に マ ウ ン
ト し て 、 キ ャ ッ プ 再 装 着 機 構 に 供 給 す る 場 合 に は 、 ロ ー ル か ら キ ャ ッ プ を 切 り 取 る 工 程 を
省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
図 50お よ び 52に つ い て 説 明 す る と 、 キ ャ ッ プ 再 装 着 機 構 800は 、 機 械 の 基 板 に 固 定 さ れ た
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側 面 支 持 板 802を 備 え て い る 。 こ の 側 面 支 持 板 は 、 ス ロ ッ ト 814、 816と 2枚 の 側 面 板 818、 8
20と が 設 け ら れ た 主 フ レ ー ム 810を 備 え て い る 。 駆 動 巻 き 上 げ 機 822が 側 面 板 818、 820に 支
承 さ れ て い る 。 ブ ラ ケ ッ ト 826に 装 着 さ れ た 箔 前 進 モ ー タ ー 824が 、 巻 き 上 げ 機 を 駆 動 す る
。 主 フ レ ー ム 810に は 、 圧 力 ロ ー ラ ー 828が 枢 動 可 能 に 装 着 さ れ て お り 、 こ の 加 圧 ロ ー ラ ー
828が 、 巻 き 上 げ 機 に 、 ば ね 830の 作 用 で 弾 力 的 に 係 合 し て い る 。 巻 き 上 げ 機 822と 加 圧 ロ
ー ラ ー 828の 間 に は 、 箔 が 通 過 す る 喉 部 が 規 定 さ れ て お り 、 こ の 巻 き 上 げ 機 822と 加 圧 ロ ー
ラ ー 828は 、 弾 性 表 面 を 備 え て い る の で 、 箔 が 把 持 さ れ 、 き ち ん と 供 給 さ れ る 。 喉 部 は 、
ハ ン ド ル 832で 手 動 で 開 く こ と が で き る の で 、 箔 の 端 部 を 、 ス ロ ッ ト 814を ま ず 通 過 さ せ て
か ら 、 喉 部 に 供 給 す る こ と が で き る 。 支 持 板 802に よ っ て 担 持 さ れ る ス ピ ン ド ル 804が 、 箔
の 交 換 ロ ー ル を 支 持 し て い る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
図 51は 、 喉 部 を 通 過 す る 箔 の 経 路 834を 示 す 。 L字 型 の カ ッ タ ー 836の 肘 部 は 、 主 フ レ ー ム 8
10の 後 ろ 側 に 対 し て 枢 動 す る 。 単 動 で 空 気 式 の カ ッ タ ー 駆 動 用 シ リ ン ダ ー 838の 一 端 が 、
ブ ラ ケ ッ ト 840に 装 着 さ れ て お り 、 シ リ ン ダ ー の 他 端 は 、 カ ッ タ ー 836の 上 側 脚 部 842に 接
続 し て い る 。 カ ッ タ ー の 下 側 脚 部 は 、 ブ レ ー ド 844を 備 え て お り 、 こ の ブ レ ー ド 844は 、 通
常 、 箔 の 経 路 の 喉 部 の 下 流 側 の 上 方 に 載 置 さ れ て お り 、 上 側 脚 部 842と 支 持 板 802と の 間 に
張 ら れ た ば ね 845に よ っ て 、 こ の 位 置 に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
後 方 ポ ス ト 850が 、 主 フ レ ー ム 810に 向 か っ て 延 在 す る ア ー ム 852を 枢 動 可 能 に 支 持 し て い
る 。 ア ー ム 852は 、 加 熱 し た 圧 盤 （ platen） 854と 、 喉 部 に 向 か っ て 延 在 す る 歯 を 2本 備 え
た 箔 誘 導 フ ォ ー ク 856と を 担 持 し て お り 、 こ の 2本 の 歯 は 、 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る の
で 、 圧 盤 854が そ の 間 を 通 過 す る こ と が で き る 。 ア ー ム 852は 、 ば ね 858に よ っ て 、 図 51に
示 す 休 息 位 置 ま で 上 昇 し た ま ま 保 持 さ れ て い る 。 キ ャ ッ プ 再 装 着 操 作 の 間 は 、 単 動 空 気 式
シ リ ン ダ ー 860が 、 ア ー ム 852を 下 方 に 引 っ 張 っ て 、 圧 盤 854と 誘 導 フ ォ ー ク 856を 下 降 さ せ
て い る 。 圧 盤 854の 下 方 の 搬 送 用 レ セ プ タ ク ル （ 図 示 せ ず ） に 入 っ た 容 器 20の 位 置 に 留 意
の こ と 。
【 ０ １ ３ ８ 】
操 作 時 に は 、 箔 前 進 モ ー タ ー が 、 巻 き 上 げ 機 822を 回 転 さ せ て 、 測 定 さ れ た 長 さ の 箔 を 、
カ ッ タ ー ブ レ ー ド 844を 経 て フ ォ ー ク 856、 そ し て さ ら に 図 51に 破 線 で 示 す 位 置 ま で 供 給 す
る 。 光 電 管 862が 、 箔 の 先 端 を 検 知 し 、 モ ー タ ー に 停 止 の 信 号 を 送 る 。 次 に 、 シ リ ン ダ ー 8
38が 作 動 し て 箔 を 切 断 し 、 シ リ ン ダ ー 860も 作 動 し て 、 ア ー ム 852を 封 止 位 置 ま で 下 方 に 引
っ 張 る 。 切 断 さ れ た 所 定 長 さ の 箔 は 、 圧 盤 854と 容 器 20と の 間 に 挟 ま れ 、 容 器 が 封 止 さ れ
る 。 約 3秒 後 に 、 シ リ ン ダ ー 860が 停 止 し 、 ア ー ム 852が 上 昇 し て 、 も と の 休 息 位 置 に 戻 る
。 封 止 に 先 だ っ て 、 切 断 し た 箔 を 圧 盤 上 の 所 定 位 置 に 保 持 す る に あ た っ て は 、 必 要 に 応 じ
て 、 陰 圧 を 利 用 す る こ と も で き る （ 図 示 せ ず ） 。
【 ０ １ ３ ９ 】
キ ャ ッ プ 再 装 着 機 構 に よ っ て 装 着 さ れ る 箔 キ ャ ッ プ は 、 ほ ぼ 矩 形 の 形 状 で あ る 。 箔 キ ャ ッ
プ の 各 頂 点 は 、 バ イ ア ル の 縁 か ら さ ら に 延 在 す る こ と と な り 、 ト レ ー 330に 返 却 さ れ る キ
ャ ッ プ 再 装 着 済 み の バ イ ア ル と ぶ つ か る 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 各 箔 キ ャ ッ プ の 縁 と
頂 点 を 、 容 器 の 側 面 に 沿 っ て 折 り 下 げ る 箔 折 り リ ン グ 870（ 図 51の 細 線 参 照 ） を 設 け る こ
と が 好 ま し い 。 箔 折 り リ ン グ 870は 、 キ ャ ッ プ 再 装 着 機 構 の す ぐ 下 流 側 の 搬 送 位 置 、 す な
わ ち 図 51の 「 FF」 の 位 置 に 対 し て 作 動 す る よ う に 搭 載 す る こ と が 好 ま し く 、 キ ャ ッ プ 再 装
着 機 構 自 体 、 た と え ば 、 主 フ レ ー ム 810に 装 着 し て 、 シ リ ン ダ ー 860を 作 動 さ せ る と 、 あ る
容 器 に 箔 キ ャ ッ プ が 装 着 さ れ 、 そ れ と 同 時 に 、 一 つ 前 の （ 下 流 側 の ） 容 器 の 箔 キ ャ ッ プ の
縁 と 頂 点 が 折 り 下 げ ら れ る よ う に す る こ と も で き る 。 ま た 、 箔 折 り リ ン グ ま た は 同 等 の 箔
折 り 機 構 は 、 キ ャ ッ プ 再 装 着 機 構 の さ ら に 下 流 に 、 キ ャ ッ プ 再 装 着 機 構 と は 独 立 に 搭 載 す
る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
箔 折 り リ ン グ 870は 、 容 器 20の ね じ 部 の 外 径 よ り わ ず か の 大 き め の 内 径 を 有 す る 金 属 製 の
リ ン グ で あ る 。 リ ン グ 870は 、 ア ー ム （ 図 示 せ ず ） に 装 着 さ れ て お り 、 こ の ア ー ム は 、 作
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動 時 に 下 降 し て 、 リ ン グ 870を 、 容 器 の 上 端 よ り も さ ら に 下 降 さ せ る 。 リ ン グ が 容 器 の 周
囲 を 取 り 囲 む と 、 箔 キ ャ ッ プ の 張 り 出 し 部 分 872が 、 リ ン グ に よ っ て 、 容 器 の 側 面 に 沿 っ
て 折 り 下 げ ら れ る 。 箔 を 折 り 下 げ た 後 に リ ン グ が 上 昇 し て も 、 板 ば ね （ 図 示 せ ず ） に 取 り
付 け ら れ 、 リ ン グ 870の 中 央 に 位 置 す る ピ ン （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 、 容 器 は 、 搬 送 レ セ プ
タ ク ル 中 の 所 定 の 位 置 に 保 持 さ れ る 。 こ の 板 ば ね は 、 リ ン グ を 保 持 す る ア ー ム に 取 り 付 け
ら れ て い る の で 、 ア ー ム と リ ン グ が 完 全 に 後 退 す る ま で 、 箔 キ ャ ッ プ の 中 央 が ピ ン に よ っ
て 弾 力 的 に 押 さ え ら れ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
処 理 済 み 容 器 に 付 さ れ た 箔 に よ る 封 止 は 、 注 射 器 ま た は ピ ペ ッ ト で 容 易 に 穿 刺 し て 、 追 加
の 液 体 検 体 試 料 を 得 る こ と が で き る 。 し か し 、 こ の 封 止 は 耐 性 が 極 め て 高 く 、 荒 っ ぽ い 取
り 扱 い に も 耐 え 、 周 囲 圧 力 が 低 い 条 件 、 た と え ば 、 40,000フ ィ ー ト も の 高 さ で 航 行 中 の 航
空 機 中 で も 、 漏 れ が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 箔 に よ る 封 止 と い う 外 観 は 、 未 処 理 の バ イ ア ル の
カ バ ー と は 一 目 で 見 分 け が つ き 、 不 慣 れ な 操 作 者 で あ っ て も 間 違 え る 余 地 が な い 。 不 用 意
に 箔 に よ る 封 止 を 穿 刺 し て し ま う 潜 在 的 な 可 能 性 を 防 止 す る に は 、 再 封 止 し た 容 器 に 、 目
立 つ 色 の 未 使 用 の ね じ 込 み 式 カ バ ー で 蓋 を す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
ス ラ イ ド の 取 り 扱 い と 呈 示
LBP装 置 は 、 標 準 的 な 25 mm x 75 mm x 1 mm、 す な わ ち 1 x 3 x 0.040イ ン チ の ス ラ イ ド を
収 納 す る こ と の で き る 30お よ び 40枚 用 の プ ラ ス チ ッ ク 製 の ス ラ イ ド マ ガ ジ ン （ カ セ ッ ト ）
を 使 用 す る こ と が で き る 。 メ ー ト ル 法 お よ び イ ン チ 基 準 の ス ラ イ ド は 、 互 換 的 に 使 用 す る
こ と が で き る 。 図 52～ 55は 、 LBP装 置 で の 使 用 に 適 し た ス ラ イ ド 40枚 用 の カ セ ッ ト Cを 示 す
。 こ の ス ラ イ ド カ セ ッ ト は 、 い く つ か の 点 で 、 米 国 特 許 第 5,690,892号 （ 参 照 と し て 本 明
細 書 に 組 み 入 れ ら れ る ） に 開 示 さ れ た カ セ ッ ト と 類 似 し て い る が 、 他 の 装 置 、 た と え ば 、
自 動 染 色 装 置 、 自 動 画 像 解 析 装 置 、 病 理 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で の 使 用 に も 特 に 適 合 さ せ て
あ る の で 、 こ う し た 装 置 で 使 用 す る 際 に 、 ス ラ イ ド を 取 り 出 し て 、 別 の マ ガ ジ ン に 装 填 し
な お さ な く て も す む 。 カ セ ッ ト に は 、 機 械 で 読 み と り 可 能 な 表 示 、 た と え ば バ ー コ ー ド ま
た は 埋 設 し た マ イ ク ロ チ ッ プ が 設 け て あ る の で 、 こ の カ セ ッ ト 情 報 を 、 DMSに よ っ て 、 カ
セ ッ ト 内 の ス ラ イ ド 上 の バ ー コ ー ド と 関 連 づ け て 、 任 意 の カ セ ッ ト と 、 そ の カ セ ッ ト に 入
っ て い る 任 意 の ス ラ イ ド に つ い て の 位 置 と 状 態 を 、 検 査 シ ス テ ム で 追 跡 す る こ と が で き る
。 カ セ ッ ト は 、 保 存 時 に 場 所 を と ら ず 、 取 り 出 し や す い よ う に 、 積 み 重 ね 可 能 と な っ て い
る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
具 体 的 に は 、 ス ラ イ ド カ セ ッ ト は 、 プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 形 さ れ 、 ほ ぼ 矩 形 の 形 状 を 有 し て
お り 、 開 放 し た 前 面 902、 背 部 壁 904、 頂 部 壁 906、 底 部 壁 908、 側 壁 910を 備 え て い る 。 頂
部 壁 906に は 、 バ ー コ ー ド 化 さ れ た 情 報 909が 表 示 さ れ て い る 。 誘 導 フ ラ ン ジ 912が 、 各 側
壁 か ら 外 に 向 か っ て 横 方 向 に 延 在 し て い る 。 背 部 壁 904に は 、 矩 形 の 中 央 開 口 部 914が 設 け
ら れ 、 こ の 中 央 開 口 部 914を 、 ス ラ イ ド ・ シ ャ ト ル が 通 過 し て （ 後 述 ） 、 1回 に 1枚 ず つ 、
ス ラ イ ド を 取 り 出 し て 戻 す こ と が で き る 。 中 央 開 口 部 の 周 囲 に 設 け ら れ た 内 向 き に 突 出 す
る 凸 部 916が 、 カ セ ッ ト に ス ラ イ ド が 挿 入 さ れ た 際 に ス ラ イ ド が 当 接 す る 停 止 部 材 と し て
機 能 す る 。 カ セ ッ ト の 材 料 と し て 好 ま し い も の は 、 ABSプ ラ ス チ ッ ク で あ り 、 場 合 に よ っ
て は 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 熱 可 塑 性 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン と す る こ と も で き る 。 開 放
し た 前 面 は 、 別 の 同 様 の カ セ ッ ト の 背 面 を 受 け 止 め る 寸 法 と な っ て い る の で 、 積 み 重 ね が
可 能 で あ る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
ス ラ イ ド は 、 カ セ ッ ト の 両 側 に 設 け ら れ た 棚 918で 支 持 さ れ て い る 。 例 示 し た 態 様 で は 、 4
1組 の 左 側 お よ び 右 側 の 棚 が 設 け ら れ て お り 、 各 組 （ 一 番 上 の 一 組 を 除 く ） が 、 棚 の 間 の
空 間 に 延 在 す る 1枚 の ス ラ イ ド を 支 持 し て い る 。 図 53の 詳 細 な 図 に つ い て 説 明 す る と 、 各
棚 （ 一 番 上 と 一 番 上 の 棚 を 除 く ） に は 、 ス ラ イ ド が 載 置 さ れ る 頂 面 側 の 隆 起 し た 縁 920と
、 下 面 側 の ビ ー ム ば ね 922を 備 え て お り 、 こ の ビ ー ム ば ね 922は 、 ス ラ イ ド を 挟 ん で 、 ス ラ
イ ド を そ の 直 下 の 頂 面 側 の 縁 と の 間 で 摩 擦 に よ っ て 拘 束 す る た め の 力 を 加 え る 。 こ の 構 成
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に よ っ て 、 た と え カ セ ッ ト が 正 面 側 を 下 に し て 保 持 さ れ た 場 合 で も 、 ス ラ イ ド が カ セ ッ ト
か ら ず り 落 ち る こ と が 防 止 さ れ 、 し か も 、 各 ス ラ イ ド を 、 後 述 の ス ラ イ ド 呈 示 装 置 に よ っ
て 、 ス ラ イ ド に マ ウ ン ト し た 検 体 を ブ ロ ッ ク し た り 、 擦 り 傷 を つ け た り 、 損 傷 し た り す る
こ と な く 、 カ セ ッ ト か ら 取 り 出 し て 、 ま た 戻 す こ と が 可 能 と な る 。 各 棚 918に は 、 ス ラ イ
ド を カ セ ッ ト に 挿 入 す る 間 に ス ラ イ ド を 誘 導 す る 導 入 斜 面 924も 設 け て あ る 。 各 棚 918（ ば
ね 922を 含 む ） は 、 カ セ ッ ト と 一 体 に 成 形 し 、 背 部 壁 904と 側 壁 910の 双 方 に 固 着 す る こ と
が 好 ま し い 。 し か し 、 棚 の 間 に は 、 別 途 形 成 し た ば ね 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 ま た は 金 属 を 挿 入
す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
各 側 壁 に は 、 染 色 浴 か ら 取 り 出 し た 後 に 、 染 色 液 が カ セ ッ ト か ら 排 出 さ れ る 複 数 の 排 出 口
926が 設 け ら れ て い る 。 各 側 の 一 番 端 の （ 一 番 上 と 一 番 下 の ） 排 出 口 923は 、 カ セ ッ ト を 、
あ る 染 色 浴 か ら 別 の 染 色 浴 へ と 移 動 す る 際 の 染 色 装 置 の 吊 り 下 げ 組 立 体 と も 協 働 す る 。 染
色 作 業 の 間 は 、 カ セ ッ ト は 、 通 常 横 向 き と な っ て お り 、 上 側 と な っ た 側 の 一 番 端 の 2つ の
排 出 口 で 吊 り 下 げ ら れ て い る 。 カ セ ッ ト 全 体 が プ ラ ス チ ッ ク か ら 構 成 さ れ て い る の で 、 カ
セ ッ ト は 、 酸 浴 を は じ め と す る 各 種 の 染 色 浴 の 組 成 と 適 合 性 で あ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
図 54に つ い て 説 明 す る と 、 背 部 壁 904に は 、 2列 の 穴 927が 設 け ら れ 、 こ の 2列 の 穴 927は 、
一 体 に 成 形 さ れ た 2本 の 歯 車 用 ラ ッ ク 928を 形 成 し て い る 。 こ の 2本 の 歯 車 用 ラ ッ ク 928は 、
ピ ニ オ ン 歯 車 936（ 下 記 を 参 照 の こ と ） と 係 合 し て 、 カ セ ッ ト を 長 手 方 向 に 移 動 す る の で
、 ス ラ イ ド ・ シ ャ ト ル に よ る 各 ス ラ イ ド へ の ア ク セ ス が 可 能 と な っ て い る 。 2本 の 間 隔 を
お い て 平 行 に 配 置 さ れ た ラ ッ ク と 2個 の ピ ニ オ ン 歯 車 が 設 け ら れ て い る の で 、 ラ ッ ク が 1本
と ピ ニ オ ン 歯 車 が 1個 の 場 合 と 比 べ て 、 動 き が 滑 ら か に な り 、 正 確 な 位 置 決 め が 可 能 と な
る 。 背 部 壁 に は 、 カ セ ッ ト の 位 置 を 検 出 す る た め の 40個 の ス ロ ッ ト 929の 列 も 一 体 に 成 形
さ れ て お り 、 こ の ス ロ ッ ト 929は 、 背 部 壁 を 貫 通 し 、 ス ラ イ ド の 位 置 と 対 応 し て い る の で
、 各 ス ラ イ ド を 光 学 的 に 検 出 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 ま た 、 背 部 壁 904に は 、 40個
の 非 貫 通 凹 所 925（ こ れ ら の 凹 所 は 、 背 部 壁 を 貫 通 し て い な い ） の 列 も 形 成 さ れ て い る の
で 、 歯 車 用 ラ ッ ク 928に よ る 駆 動 時 に 、 カ セ ッ ト の 位 置 を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
成 形 さ れ た カ セ ッ ト は 、 ス ラ イ ド を 収 納 し た 状 態 で 、 封 止 し た ビ ニ ー ル に 梱 包 し て 供 給 す
る こ と が 清 浄 な 状 態 を 保 つ う え で 好 ま し い 。 し た が っ て 、 こ の カ セ ッ ト は 、 輸 送 に 適 し て
お り 、 比 較 的 低 コ ス ト で あ り 、 廃 棄 可 能 で あ る と と も に 再 使 用 も 可 能 で あ る 。 こ の カ セ ッ
ト は 、 ま た 、 収 納 力 が 高 く 、 積 み 重 ね が 可 能 で あ る の で 、 検 体 試 料 を 高 密 度 で 保 管 す る こ
と が で き る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
ス ラ イ ド の 充 填 さ れ た ス ラ イ ド カ セ ッ ト は 、 フ ィ ル タ ー 搭 載 ス テ ー シ ョ ン 600と 検 体 取 得
ス テ ー シ ョ ン 700と の 背 後 に 位 置 す る 高 架 供 給 ト ラ ッ ク 930（ 図 11を 参 照 の こ と ） 経 由 で 手
動 で 、 LBP装 置 に 装 填 さ れ る 。 カ セ ッ ト を シ ス テ ム に 導 入 す る 際 に は 、 ラ ッ チ で の 係 止 は
不 要 で あ る 。 LBP装 置 に は 、 一 度 に 10個 ま で の 未 処 理 の カ セ ッ ト を 装 填 す る こ と が で き る
が 、 方 向 は 一 方 向 の み で あ る 。 カ セ ッ ト に は 、 ど ち ら が 上 か を 示 す 表 示 を 付 す こ と が で き
、 逆 の 向 き や 上 下 逆 に 装 填 さ れ た 場 合 に は 、 そ の カ セ ッ ト は 搭 載 し な い 。 カ セ ッ ト は 、 図
11に 示 す よ う に 、 開 放 さ れ た 前 面 が 右 向 き と な る よ う に 装 填 し 、 そ の 際 に は 、 鉛 直 方 向 の
レ ー ル 932の 間 に 、 先 頭 の カ セ ッ ト が 来 る よ う に す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
先 端 カ セ ッ ト は 、 検 体 の 押 圧 転 写 の た め に 新 た な カ セ ッ ト を 取 り 出 す た び に 、 少 し ず つ 下
降 す る 。 こ の 動 作 は 、 カ セ ッ ト C（ 図 54を 参 照 の こ と ） の 背 面 に 設 け ら れ た ラ ッ ク 928と 係
合 す る ピ ニ オ ン 歯 車 936を 駆 動 す る ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー （ 図 示 せ ず ） に よ っ て な さ れ る
。 カ セ ッ ト 中 の 全 ス ラ イ ド の 処 理 を 終 え た ら 、 カ セ ッ ト は 、 取 り 出 し ト ラ ッ ク 940ま で 一
挙 に 下 降 し 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー /親 ね じ 押 し 込 み 手 段 938が 、 カ セ ッ ト を 、 右 方 向 に 、
取 り 出 し ト ラ ッ ク 940へ と 移 動 さ せ 、 カ セ ッ ト を 後 退 さ せ る 。 次 に 、 供 給 ト ラ ッ ク 930上 の
次 の カ セ ッ ト が 、 モ ー タ ー /親 ね じ 押 し 込 み 手 段 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 鉛 直 方 向 の レ ー ル 9
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32の 間 の 正 面 位 置 ま で 前 進 さ せ ら れ 、 カ セ ッ ト は 、 こ こ で 、 ピ ニ オ ン 歯 車 936と 係 合 し て
、 最 初 の （ 一 番 下 の ） ス ラ イ ド が 抽 出 位 置 に 来 る ま で 下 降 す る 。 供 給 ト ラ ッ ク は 、 そ れ ぞ
れ 、 定 位 置 セ ン サ ー と 、 カ セ ッ ト 満 杯 セ ン サ ー を 備 え る も の と す る こ と が で き 、 定 位 置 セ
ン サ ー は 、 オ ム ロ ン （ Omron） の 内 蔵 式 の シ ャ ッ タ ー 型 と し 、 カ セ ッ ト 満 杯 セ ン サ ー は 、
キ ー エ ン ス （ Keyence） の 光 フ ァ イ バ ー と す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
図 11、 56、 お よ び 57は 、 ス ラ イ ド 呈 示 シ ス テ ム を 示 す 。 こ の シ ス テ ム で は 、 ス ラ イ ド ・ シ
ャ ト ル 供 給 シ ス テ ム 960、 た と え ば AMパ ー ト 番 号 5000-1を 使 用 し て 、 カ セ ッ ト か ら X軸 に 沿
っ て ス ラ イ ド を 1回 に 1枚 ず つ 引 き 出 し 、 Y軸 ハ ン ド ラ ー 上 に 載 置 す る 。 Y軸 ハ ン ド ラ ー は 、
ス ラ イ ド を 呈 示 （ 押 圧 転 写 ） 位 置 ま で 移 動 さ せ る 。 上 掲 の 米 国 特 許 第 5,690,892号 に は 、
病 理 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン （ 顕 微 鏡 ） で 使 用 さ れ る 、 こ れ と 類 似 し た ス ラ イ ド カ セ ッ ト と シ
ャ ト ル の 配 置 が 開 示 さ れ て い る 。 Y軸 ハ ン ド ラ ー 962は 、 従 動 子 966、 967に 固 定 さ れ た ス ラ
イ ド 圧 盤 964を 備 え て い る 。 ハ ン ド ラ ー は 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー 970と レ ー ル 968に 沿 っ
て 誘 導 さ れ る 親 ね じ 972と に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 ス ラ イ ド は 、 図 56に 示 す よ う に 、 固 定 肩
部 974と 、 ば ね で 反 時 計 回 り 方 向 に 賦 勢 さ れ た 枢 動 ア ー ム 978の 下 方 で （ ば ね 976に 対 し て
） 圧 盤 上 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
ハ ン ド ラ ー 962が 左 に 向 か っ て 移 動 す る と 、 ア ー ム 978が 、 調 整 式 の 止 め 980を 移 動 さ せ て
外 し 、 ス ラ イ ド の 上 方 で 回 転 す る 。 Y軸 の 全 長 （ 図 57に 「 T」 で 表 示 ） を 褶 動 し て 移 動 す る
と 、 ス ラ イ ド の 中 央 が 、 押 圧 転 写 位 置 「 P」 に 来 る （ 図 56の ス ラ イ ド と ハ ン ド ラ ー の 破 線
の 位 置 に 注 意 の こ と ） 。 押 圧 転 写 位 置 へ の 移 動 中 に 、 ス ラ イ ド 上 の バ ー コ ー ド 番 号 が 、 バ
ー コ ー ド リ ー ダ ー 982に よ っ て 読 み と ら れ 、 ホ ス ト デ ー タ ベ ー ス へ と 送 ら れ る 。 押 圧 転 写
位 置 に 達 し た ら 、 軸 721を 囲 む 弧 「 A」 に 沿 っ て 枢 動 し て き た 吸 引 ヘ ッ ド 702に よ っ て フ ィ
ル タ ー 組 立 体 Fが 降 下 し 、 上 述 し た よ う に ス ラ イ ド と 接 触 し 、 検 体 を 、 ス ラ イ ド 上 に 堆 積
（ 押 圧 転 写 ） す る 。 押 圧 転 写 サ イ ク ル の 間 を 通 じ て 、 フ ィ ル タ ー へ の 真 空 の 適 用 を 継 続 し
、 試 料 の 水 分 過 剰 と 、 意 図 し な い し た た り を 防 止 す る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
押 圧 転 写 の 後 、 ス ラ イ ド は 右 方 向 に 移 動 し て 戻 り 、 固 定 液 分 注 ヘ ッ ド 984の 下 で 休 止 す る
。 こ こ で 、 ソ レ ノ イ ド で 駆 動 し た ポ ン プ （ 図 示 せ ず ） 、 た と え ば Lee LPL X 050AA、 （ 24 
V、 20マ イ ク ロ リ ッ ト ル /パ ル ス ～ 12マ イ ク ロ リ ッ ト ル /パ ル ス （ 最 大 で 2パ ル ス /秒 ） ） に
よ っ て 、 固 定 液 を 検 体 に 適 用 す る 。 固 定 液 の 総 量 は 、 ソ レ ノ イ ド サ イ ク ル 数 に よ っ て 決 定
す れ ば よ い 。 こ の 固 定 液 の 分 注 容 積 は 、 20マ イ ク ロ リ ッ ト ル 単 位 で プ ロ グ ラ ム す る こ と が
で き る 。 固 定 液 は 、 0.030イ ン チ の オ リ フ ィ ス を 備 え た 分 注 サ フ ァ イ ア ジ ェ ッ ト ノ ズ ル に
、 可 撓 性 の 接 続 を 行 う こ と が で き る 。 液 体 は 、 貯 槽 か ら ポ ン プ に 重 力 で 供 給 す れ ば よ い 。
貯 槽 は 、 タ ン ク と す る こ と が で き 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム と 接 続 し た 「 低 水 量 」 セ ン
サ ー を 設 け る こ と が で き る 。 2つ 以 上 の 固 定 液 分 注 器 を 用 い て 、 処 理 プ ロ ト コ ー ル に 応 じ
て 決 定 さ れ る 別 の 固 定 液 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
検 体 が 固 定 さ れ た ら 、 完 成 し た ス ラ イ ド は 、 右 側 ま で 完 全 に 戻 り 、 ス ラ イ ド は 、 ス ラ イ ド
シ ャ ト ル 機 構 に よ っ て 、 カ セ ッ ト の も と の 位 置 に 戻 さ れ る 。 カ セ ッ ト の 処 理 が す べ て 終 わ
っ た ら 、 上 述 し た よ う に 、 カ セ ッ ト 全 体 が 、 排 出 ト ラ ッ ク 940に 放 出 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
完 結 し た 検 査 シ ス テ ム
本 発 明 の LBP装 置 は 、 検 体 を 装 置 へ の 搭 載 前 に 前 処 理 し て お く 必 要 が な く 、 ス ラ イ ド 作 製
過 程 の 全 工 程 を 自 動 化 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 装 置 で は 、 操 作 者 は 、 検 体 容 器 を 開
く 必 要 が 一 切 な く 、 こ の 点 は 、 操 作 者 の 安 全 と い う 観 点 か ら 重 要 な 特 徴 で あ る 。 本 LBP装
置 は 、 粘 膜 を 含 有 す る 婦 人 科 お よ び 非 婦 人 科 検 体 を は じ め と す る あ ら ゆ る 種 類 の 検 体 か ら
、 一 体 に 組 み 込 ん だ 、 高 速 で 剪 断 力 が 高 く 、 粘 膜 を 解 離 し う る よ う な 撹 拌 ス テ ー シ ョ ン を
使 用 す る こ と に よ っ て 、 高 い 品 質 の 細 胞 診 用 ス ラ イ ド を 自 動 的 に 作 製 す る こ と が で き る 。
ま た 、 二 方 向 流 路 の フ ィ ル タ ー シ ス テ ム が 組 み 込 ん で あ る の で 、 細 胞 の 分 離 の 程 度 、 細 胞
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の 濃 度 、 細 胞 の 分 散 が 最 適 化 さ れ 、 抗 原 、 DNA、 形 態 学 的 特 徴 が 最 適 化 さ れ 、 そ の た め 、
そ の 後 の 検 査 成 績 が 向 上 す る 。 そ れ ぞ れ 40枚 以 下 の ス ラ イ ド を 収 納 す る こ と の で き る ス ラ
イ ド カ セ ッ ト は 、 そ の 後 の 検 査 用 処 理 装 置 で 使 用 す る こ と が で き る の で 、 ス ラ イ ド を さ ら
に 処 理 す る 際 に 、 ス ラ イ ド を 別 の ラ ッ ク に 移 す と い う 労 働 集 約 的 な 作 業 を 行 わ な く て も す
む 。 患 者 に つ い て の デ ー タ 、 検 体 、 バ イ ア ル 、 カ セ ッ ト 、 ス ラ イ ド は 、 DMSソ フ ト ウ ェ ア
の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 通 じ て 利 用 者 の ネ ッ ト ワ ー ク か ら 自 動 的 に LISに 移 す こ と が で き る
。
【 ０ １ ５ ５ 】
本 発 明 の LBP装 置 は 、 8時 間 の 無 人 操 作 時 間 を 行 う こ と が で き る 。 し た が っ て 、 操 作 者 が 、
職 場 を 離 れ る 前 に 再 装 填 を 行 え ば 、 交 替 勤 務 制 で な い 検 査 施 設 で も 、 人 件 費 や 装 置 の コ ス
ト を 余 分 に 支 払 う こ と な く 、 1日 あ た り 2交 代 分 の 処 理 量 を 実 現 す る こ と が で き る 。 本 発 明
の LBP装 置 は は 、 年 間 処 理 量 が ス ラ イ ド 160,000枚 を 超 え 、 検 査 1回 あ た り の コ ス ト も 、 現
在 の 最 先 端 の LBPシ ス テ ム よ り 、 有 意 に 低 い 。
【 ０ １ ５ ６ 】
本 LBP装 置 は 、 現 在 お よ び 将 来 の 分 子 診 断 検 査 、 た と え ば 、 定 量 的 DNA分 析 、 マ ー カ ー や プ
ロ ー ブ を 利 用 す る 検 査 に 備 え て 検 体 を 処 理 す る 能 力 も 備 え て い る 。 装 置 に 組 み 込 ま れ た 特
性 と し て は 、 複 数 の 固 定 液 分 注 装 置 を 用 い て 、 特 別 な 分 子 診 断 検 査 で 必 要 と さ れ る 所 定 以
外 の 固 定 液 も 使 用 す る こ と が で き る 点 も 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
た と え ば 図 21aに 図 示 し た 完 結 し た 検 査 シ ス テ ム は 、 病 理 学 的 再 検 討 用 の ス テ ー シ ョ ン を
含 む も の で あ り 、 こ の 病 理 学 的 再 検 討 ス テ ー シ ョ ン は 、 専 門 家 が 検 体 の ス ラ イ ド を 再 検 討
し て 、 細 胞 診 の 場 合 に つ い て は 署 名 し て 送 り 出 す 、 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 顕 微 鏡 観 察 作 業 ス テ
ー シ ョ ン で あ る 。 検 査 シ ス テ ム の す べ て の 構 成 部 分 と 同 じ く 、 こ の 病 理 学 的 再 検 討 ス テ ー
シ ョ ン は 、 患 者 の デ ー タ や 検 体 の 処 理 に つ い て の 情 報 に 迅 速 に ア ク セ ス で き る よ う 、 DMS
と と も に ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 し て お り 、 し た が っ て 、 シ ス テ ム 上 の 他 の す べ て の 装 置 と と
も に ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 し て い る 。 病 理 学 的 再 検 討 ス テ ー シ ョ ン は 、 ス ラ イ ド カ セ ッ ト を
受 け 取 る と 自 動 的 に 搭 載 し 、 検 体 ス ラ イ ド の 検 討 を 行 う 。 コ ン ピ ュ ー タ 化 さ れ 、 完 全 に 自
動 化 さ れ た 画 像 分 析 装 置 が 、 DNAの 定 量 的 分 析 と 分 子 診 断 検 査 を 行 い 、 そ の 際 に は 、 操 作
指 示 を 受 取 り 、 そ の 結 果 を 検 体 バ ー コ ー ド を 介 し て 、 一 体 化 さ れ た DMSを 使 用 し て 報 告 す
る 。 た と え ば 、 ア キ ュ メ ド （ AccuMed） /MDI、 米 国 特 許 第 5,963,368号 、 米 国 特 許 第 6,091,
842号 、 お よ び 米 国 特 許 第 6、 148,096号 を 参 照 さ れ た い 。 な お 、 こ れ ら は 、 い ず れ も 、 参
照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
本 検 査 シ ス テ ム は 、 た と え ば 、 DMSに よ っ て 制 御 さ れ 、 本 発 明 の LBP装 置 と 同 じ ス ラ イ ド カ
セ ッ ト を 利 用 す る ス ラ イ ド 自 動 染 色 装 置 お よ び 自 動 カ バ ー ガ ラ ス 載 置 装 置 （ お よ び /ま た
は 自 動 染 色 /カ バ ー ガ ラ ス 載 置 装 置 の 組 み 合 わ せ ） も 含 む 。 処 理 済 み の ス ラ イ ド を 収 納 し
た カ セ ッ ト は 、 ス ラ イ ド を 一 度 取 り 外 し て か ら 別 の ラ ッ ク に 搭 載 し な お さ な く て も 、 直 接
、 こ れ ら の 追 加 の 装 置 で 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
こ の よ う に 、 検 査 シ ス テ ム を 構 成 す る 各 処 理 や 各 分 析 装 置 が 相 互 に 接 続 さ れ 、 高 度 に 自 動
化 さ れ て い る の で 、 高 品 質 か つ 高 処 理 量 の 検 体 の 処 理 お よ び 分 析 を 比 較 的 低 コ ス ト に て 実
施 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
産 業 上 の 利 用 の 可 能 性
以 上 で は 、 液 体 ベ ー ス の 細 胞 検 体 を 捕 集 し 、 取 り 扱 い 、 処 理 す る 際 に 使 用 す る こ と の で き
る 、 安 全 で 、 有 効 で 、 正 確 で 、 精 度 が 高 く 、 再 現 性 が あ り 、 安 価 で 、 効 率 が 良 く 、 迅 速 か
つ 簡 便 な バ イ ア ル を 基 本 と す る シ ス テ ム お よ び 装 置 を 開 示 し て き た 。 こ う し た 開 示 に よ っ
て 、 完 結 し た 細 胞 診 断 検 査 シ ス テ ム に お い て 、 検 体 と 情 報 と が 完 全 に 一 体 化 し た 管 理 を 行
う こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ １ ６ １ 】
【 図 １ 】 LBP装 置 と と も に 使 用 す る 検 体 バ イ ア ル の 縦 断 面 図 で あ り 、 カ バ ー と 結 合 さ れ た
処 理 組 立 体 （ 撹 拌 部 材 ） が バ イ ア ル 中 に 収 納 さ れ て い る 状 態 を 示 す 。
【 図 ２ Ａ 】 バ イ ア ル の 容 器 部 分 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 撹 拌 部 材 を 取 り 外 し た 状 態 で の 容 器 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 撹 拌 部 材 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 カ バ ー と 嵌 合 す る ラ イ ナ ー の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 撹 拌 部 材 、 お よ び こ の 撹 拌 部 材 と と も に 使 用 す る の に 適 し た フ ィ ル タ ー 組 立 体 の
拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 撹 拌 部 材 の 上 側 部 分 の 縦 断 面 図 で あ り 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 を 粒 状 物 質 分 離 チ ャ ン
バ ー の 所 定 位 置 に 載 置 し た 状 態 を 示 す 。
【 図 ７ Ａ 】 図 6に 示 し た 構 成 の 部 分 模 式 図 で あ り 、 液 体 、 お よ び 液 体 か ら 分 離 す る 粒 状 物
質 の 流 れ を 示 す 。
【 図 ７ Ｂ 】 図 7aと 同 様 の 図 で あ り 、 従 来 技 術 の フ ィ ル タ ー シ ス テ ム で の 液 体 の 流 れ を 示 す
。
【 図 ８ 】 フ ィ ル タ ー 組 立 体 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 流 体 マ ニ ホ ル ド の 寸 法 形 状 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 1と 同 様 の 検 体 バ イ ア ル の 、 撹 拌 部 材 か ら カ バ ー を 取 り 外 し た 状 態 で の 縦 断
面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ａ 】 図 10と 同 様 の 部 分 縦 断 面 図 で あ り 、 撹 拌 部 材 の 改 変 例 を 示 す 。
【 図 １ １ 】 LBP装 置 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ａ 】 LBP装 置 の 操 作 順 序 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 LBP装 置 の 前 面 斜 視 図 で あ り 、 見 や す い よ う に 、 一 部 を 取 り 除 い て あ る 。
【 図 １ ３ 】 LBP装 置 の 背 面 斜 視 図 で あ り 、 自 動 搭 載 /取 り 出 し 機 構 を 示 す 。
【 図 １ ４ 】 自 動 搭 載 /取 り 出 し 機 構 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 自 動 搭 載 /取 り 出 し 機 構 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ Ａ 】 図 14の 線 15a-15aに 沿 っ て 見 た と き の 詳 細 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 自 動 搭 載 /取 り 出 し 機 構 の 把 持 手 段 の 別 の 態 様 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 自 動 搭 載 /取 り 出 し 機 構 に 使 用 す る 検 体 バ イ ア ル ト レ ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 17の 円 18部 分 の 拡 大 詳 細 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 17の 検 体 バ イ ア ル ト レ ー の 底 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 検 体 バ イ ア ル ト レ ー 3枚 を 積 み 重 ね た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 検 体 バ イ ア ル の 取 り 扱 い と デ ー タ の フ ロ ー を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ １ Ａ 】 LBP装 置 が 組 み 込 ま れ た 検 査 シ ス テ ム の 全 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ Ｂ 】 リ レ ー シ ョ ナ ル デ ー タ ベ ー ス の 表 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 コ ン ピ ュ ー タ ま た は ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 コ ン ピ ュ ー タ 画 面 の 模 写 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 別 の コ ン ピ ュ ー タ 画 面 の 模 写 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 2台 の コ ン ピ ュ ー タ 画 面 の 模 写 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 キ ャ ッ プ を 取 り 外 し た 検 体 バ イ ア ル の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 LBP装 置 の キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド と 係 合 さ れ た の 検 体 バ イ ア ル の 部 分 断 面 正 面
図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 図 27の 線 28-28に 沿 っ て 見 た と き の キ ャ ッ プ 取 外 し ヘ ッ ド の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 LBP装 置 キ ャ ッ プ 取 外 し ス テ ー シ ョ ン の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 図 29の 線 30-30に 沿 っ て 見 た と き の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 図 29の キ ャ ッ プ 取 外 し ス テ ー シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 一 次 撹 拌 ヘ ッ ド を 係 合 さ せ た 状 態 の 、 検 体 容 器 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 LBP装 置 の 一 次 撹 拌 ス テ ー シ ョ ン の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 一 次 撹 拌 ス テ ー シ ョ ン の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 一 次 撹 拌 ス テ ー シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ ６ 】 フ ィ ル タ ー を 搭 載 す る 間 の 検 体 容 器 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 LBP装 置 の フ ィ ル タ ー 搭 載 ス テ ー シ ョ ン の マ ガ ジ ン 部 分 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 フ ィ ル タ ー 搭 載 ス テ ー シ ョ ン の 押 し 込 み 手 段 部 分 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 フ ィ ル タ ー 搭 載 ス テ ー シ ョ ン の 押 し 込 み 手 段 部 分 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 フ ィ ル タ ー 搭 載 ス テ ー シ ョ ン の マ ガ ジ ン 部 分 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 検 体 を 取 得 す る 間 の 検 体 容 器 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 ス ラ イ ド に 検 体 を 移 す 間 の 検 体 容 器 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 LBP装 置 の 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン の 下 側 部 分 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 図 43の 線 45-45に 沿 っ て 見 た と き の 取 得 ス テ ー シ ョ ン の 部 分 断 面 上 面 図 で あ る
。
【 図 ４ ６ 】 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン で 使 用 す る 泡 流 量 計 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ Ａ 】 図 47の 流 量 計 の 改 変 例 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 検 体 取 得 ス テ ー シ ョ ン で 使 用 さ れ る 真 空 シ ス テ ム の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ ９ 】 図 48の 真 空 シ ス テ ム の 操 作 図 で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 LBP装 置 の キ ャ ッ プ 再 装 着 ス テ ー シ ョ ン の 前 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ １ 】 キ ャ ッ プ 再 装 着 ス テ ー シ ョ ン の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ２ 】 LBP装 置 で 使 用 さ れ る ス ラ イ ド カ セ ッ ト の 前 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ ３ 】 図 52の ス ラ イ ド カ セ ッ ト の 詳 細 な 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ ４ 】 ス ラ イ ド カ セ ッ ト の 背 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ ５ 】 ス ラ イ ド カ セ ッ ト 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ６ 】 LBP装 置 の ス ラ イ ド 呈 示 シ ス テ ム の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ７ 】 ス ラ イ ド 呈 示 シ ス テ ム の 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ ０ Ａ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ １ Ａ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ５ Ａ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

(48) JP 2005-506531 A 2005.3.3



【 図 ２ １ 】 【 図 ２ １ Ａ 】

【 図 ２ １ Ｂ － １ 】 【 図 ２ １ Ｂ － ２ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】
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【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】
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【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】
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【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】 【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】
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【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】

【 図 ４ ７ Ａ 】 【 図 ４ ８ 】
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【 図 ４ ９ 】 【 図 ５ ０ 】

【 図 ５ １ 】 【 図 ５ ２ 】
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【 図 ５ ３ 】 【 図 ５ ４ 】

【 図 ５ ５ 】 【 図 ５ ６ 】

【 図 ５ ７ 】
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